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富山県西部を走る高規格幹線道路として、東海北陸自動車道を、北

陸自動車道と交差する小矢部 JCか らさらに北方へ延ばして、福岡町、

高岡市、氷見市を通って石川県輪島市に至るルー トが計画されました。

この能越自動車道及び関連アクセス道の建設に伴い、富山県文化振興

財団はその計画路線内の多数の遺跡を発掘調査してまいりました。

本書は平成 4年度から6年度の三ヶ年間調査した、小矢部市五社遺

跡の発掘調査報告書です。

この五社遺跡は、古墳時代から近世にかけての集落遺跡で、古墳時

代では北陸最古の竃をもつ竪穴建物、古代では 9世紀後半と10世後半

から■世紀の溝に区画された小規模な村落形態、中世では12世紀後半

から14世紀までの集落形態が明らかになりました。

また、洪水や地震などの災害により、たびたび集落が消失してしま

ったこともわかりました。さらにその自然災害から復興した集落の様

相もたどることができ、貴重な資料といえます。この発掘調査の成果

が、文献にはあらわれない民衆生活を播く一助となり、今後の研究に

活用されれば幸いです。

本書をまとめるにあたって、関係機関や団体また諸氏のご指導をい

ただき厚く感謝いたします。

平成10年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所 長 桃 野 真 晃
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1 本書は富山県小矢部市五社地内に所在する五社遺跡の発掘調査報告書である。
2 調査は建設省北陸地方建設局からの委託を受けて,財団法人富山県文化振興財団が行った。

3 本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記のとおりである。

調査期間   平成 4(1992)年 7月 20日 ～平成 6(1994)年 10月 25日

整理期間   平成 8(1996)年 4月 1日 ～平成10(1998)年 3月 31日

4 本書の編集・執筆は,山本正敏,岡本淳一郎,中川道子,三島道子が担当し,執筆分担は文末に

記した。

5 遺物の写真撮影は,写房楠華堂 (代表 楠本真紀子)及び仰シン技術コンサルに委託した。
6 自然科学的な分析は,以下の諸機関に委託し,その成果について報文を得た。

植物珪酸体分析  140パ リノ・サーヴェイ

骨  同  定  いパリノ・サーヴェイ

トイレ遺構分析  仰古環境研究所

土器胎上分析  土器胎土研究会 (代表 三辻利―)

木製品樹種同定  財団法人 元興寺文化財研究所

漆 塗 膜 分 析  漆器文化財科学研究所 (代表 四柳嘉章)
7 発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の方々から多大な御教示・御協力を得た。記して謝意

を表したい。 (敬称略,五十音順 )

伊藤隆三,池野正男,宇野隆夫,窪野隆弘,佐藤聖子,寒川 旭,田鳴明人,塚田一成,出越茂

和,利波匡裕,林 浩明,藤田富士夫,本郷真紹,前川 要,水野正好,宮田進―,山 口辰―,
山本信夫,山森伸正,富山県教育委員会,富山県埋蔵文化財センター,小矢部市教育委員会,北

陸古代土器研究会

口
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本書は 2分冊からなる。第一分冊には本文,挿図及び表,第三分冊には自然科学的分析と遺構全

体図,写真図版を掲載する。

時期別に検出した主な遺構・出土遺物の内容については,各節末に掲載している。

時代区分は,古墳時代,古代前期,古代後期,中世,近世以降に分けた。古代の時期区分につい

ては便宜上,古代前期を9世紀後半,古代後期を10世紀後半～■世紀としており,一般的な古代

の時期区分とは示す時代が一致していない。

遺構全体図は 1/200で示し,北から 1頁に収まる範囲に分割して時代毎に掲載する。

本書で示す方位は全て真北である。

挿図の縮尺は次の率を基本とし,各図の下に縮尺率を示す。なお遺物写真図版の縮尺は統一して

いない。

遺構 竪穴建物 :1/80,掘 立柱建物 :1/100,溝 :1/40～ 1/80,井 戸 :1/40,土坑 :1/

20-1/40

遺物 土器・陶磁器 :1/3～ 1/6,木製品 :1/3～ 1/12,石製品 :2/3～ 1/12,金属製品 :

2/3～ 1/6

遺構の略号は以下のとおりである。

SA:棚,SB:建物,SD:溝,SE:井戸,SF:道路,SI:竪穴建物,SK:土坑,SP:柱穴,SX:

その他 (集石遺構)

遺構番号は,調査時に地区毎に付した番号にある一定の数値を加算して遺構番号とした。番号は

遺構の種類に関わらず連番号とするが,建物・/WI・ 道路には新たに番号を付した。各地区の遺構

呑号に加算した数値は次の通りである。但し複数の地区にわたる遺構は,若い遺構番号で示す。

A:加算せず,Bl:1000,B2:2000,B2E i 3000,B3:4000,Cl:5000,C2:6000
C 3 : 7000, D l :8000, D2 1 9000

遺物は連番を付す。第一分冊の遺物番号は出土状況を示 した遺構実測図,遺物観察表及び第二分

冊の写真図版中の遺物番号 と一致する。

施釉陶器等の釉の掛かる範囲は 1′ミ破線で示 した。 2種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされ

ている場合は トレースの濃淡で示 した。

遺物の煤付着部分及び漆器の赤色漆の部分は,ス クリーントーンで示す。また遺構図中のスクリ

ーントーンは,それぞれの図・文を参照されたい。

10

炭化物

○ 赤彩

12 遺跡の略号は09G―地区名で,遺物の注記には略号を用いた。

13 遺構一覧及び本文中で用いる遺構についての用語・数値等は以下のとおりとする。

掘立柱建物 :用語は「平城宮発掘調査報告ⅥI」 を参考とし,以下のように定義付ける。

①柱間や棟方向に関わらず建物の平面図の長軸を「桁行」,建物の短軸を「梁行」とし,桁行(間)×

地 山         ス ス

● 内黒



梁行 (間)の順に表記する。

②建物の棟方位は,真北から建物の長軸の方位を

測る。その角度から建物を「東西棟」「南北棟」

に分ける。

③建物の面積は長軸に短軸をかけた数値である。

④「柱穴」とは柱位置に遺存する穴の総称とする。

⑤「柱掘形」とは,掘立柱を据え付けるための穴

のことで,「掘形埋土」とは柱根を固定するため

に柱掘形に入れた上のことである。

⑥「柱根」とは,遺存している柱自体の下部のことであり,「柱痕跡」とは柱掘形の中の柱根が

立ったまま腐り消えて空洞になり,そこに上が流れ込んだもので,こ こでは柱根が抜き取ら

れたものも含む。

⑦柱穴の規模は,遺構確認面から測った数値である。

井戸 :井戸の部分名称及び型式分類については,宇野隆夫氏の「井戸の分類」と1を援用している。

①各部の名称は,地上の施設を「井桁」,地下壁面の施設を「井戸側」,底の施設を「水溜」と

する。

②型式分類は井戸側の部位の構造で分類する。

③井戸の断ち割図面において,地山の変化がわかるものは,ス クリーントーンで示した。

遺構一覧・遺物一覧 :観察表の几例は以下のとおりである。

①遺構の覆土に切り合い関係がある場合は,備考欄に新>古のように記号で示す。

②法量はcm単位で示す。

③重量はg単位で示す。計測は大きさによって台粋と電子秤を使い分けた。

④胎土。色調・釉調は農林省農林水産技術会議事務局監修 (財)財団法人日本色彩研究所色票

監修「新版標準土色帖」。日本規格協会「標準色票 光沢版」を使用し,釉調の和名は小学館
『色の手帖』より似たものを使用した。なお,陶磁器の内複数の色が見られる場合は,最も

多く使用されている色を記し,その他は特記事項に記す。但し透明釉の場合は記入しない。

⑤特記事項 :陶磁器については窯名・窯詰め技術・墨書・刻印・ヘラ記号等を,珠洲・瓦器・

土師質土器は胎土中の含有物を記す。木製品のうち漆器椀は漆の色を記すが,記載がない場

合は黒色漆であることを示す。

注1 宇野隆夫 1982 「井戸考」『史林第65巻第5号』

梁
行
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第 I章 査 経 緯

1 調 査 に至 る経 緯

A 調査の契機

能越自動車道は,昭和62年 6月 に策定された高規格幹線道路網計画の一環として計画された,一般

国道の自動車専用道路である。この道路は,富 山県西部と能登半島地域を結び,さ らに北陸自動車道

や東海北陸自動車道と接続することにより,東京・大阪 。名古屋を中心とする大都市圏との人・物・

情報の動きを活発にし,産業の振興や豊富な観光資源の活用をはかることを目的としている。道路総

延長約100kmの うち富山県内は,小矢部砺波JCT(ジ ャンクション)を起′くに約45kmあ り,小矢部東・

福岡・高岡・高岡北・氷見の各IC(イ ンターチェンジ)が計画されている。

平成 2年 4月 に建設省から富山県教育委員会に道路計画が示され,同月13日 に関係する建設省北陸

地方建設局・富山県教育委員会・小矢部市教育委員会の二者で埋蔵文化財の取り扱いについての協議

が行われた。その結果,埋蔵文化財の分布状況を把握するため,富 山県教育委員会が主体となり,小

矢部市域について,できるだけ早期に分布調査を実施することになった。

B分 布 調 査

分布調査は,小矢部市教育委員会の協力を得て,富 山県教育委員会 (富山県埋蔵文化財センター)

が主体となり,平成 2年 4月 17・ 18日 の 2日 間実施した。本線敷地内 (小矢部砺波JCT～福岡IC間 )

及び国道 8号線からのアクセス道路敷地内 (芹川交差点～福岡IC間 )の うち小矢部市域を対象として,

埋蔵文化財の分布状況を表面踏査により推定するもので,調査の結果,新たに 6箇所で遺跡推定地を

発見した。これらは便宜上,本線内では小矢部砺波JCT側から,NEJ-01・ 02・ 03・ 04,ア クセス道路

内では芹沢交差点側から,NEJ― A-01・ 02と 仮称することにした。

C試 掘 調 査

分布調査の結果については,平成 2年 5月 24日 に

建設省 。富山県道路課・同企画用地課 。富山県道路

公社・富山県教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財

センター・小矢部市教育委員会の七者による協議の

場で穀告され,その取り扱いについて検討が行われ

た。その結果, 6箇所の遺跡推定地について,早急

に試掘調査を実施し,よ り正確な範囲・性格等を把

握する必要があるとされた。

試掘調査は建設省からの委託を受けて,小矢部市

教育委員会が,平成 2年11月 1日 から同年12月 22日

まで実施した。試掘調査の方法は,路線内の遺跡推

定範囲面積の約 1割を発掘することとし,幅約 lm

の溝 (ト レンチ)を水田畦畔の方向に合わせて約10

m間隔で設定して掘 り下げた。

試掘溝はバ ノヽクホーで遺構 。遺物を確認しながら

調

北陸自動車道

ヽ

，

く
，

，
、

、

‐
／

‐

，
～

十

‘

／
，√

小矢部JCT 宮山

石ナII県
(/(

と́芍
/‐
▼

√

命プ＼_^

発
�
魂
道

自
動
、車
道

第 1図 調査位置図

Ч́/



1 調査に至る経緯

順次掘削し,終了箇所については,人力により壁面と平面の精査を行い,遺構及び地層の堆積状況を

記録した。その結果,第 1表に示すようにNEJ-04・ NEJ―△-01・ NEJ―▲-02の 3箇所で遺構・遺物が発

見され,合計約54,000m2が本調査の必要な範囲と確認され,他の 3箇所については若千の陶磁器が出

上したのみで,遺構の発見がなかったことから,本調査の必要はなしと判断された注1。

試掘調査の結果は平成 3年 2月 26日 に行われた建設省・富山県道路会社・富山県教育委員会文化課・

富山県埋蔵文化財センター・小矢部市教育委員会の五者協議で報告され,NEJ‐ 04・ NEJ‐ A‐ 01。 NEJ― A―

02はそれぞれ五社遺跡,石名田遺跡送2,地崎遺跡と命名された。

D 本 調 査

以上のような事前の調査を経て,平成 3年 4月 には建設省・富山県教育委員会 (富山県埋蔵文化財

地ンター)・ 富山県文化振興財団の三者協議が行われ,席上建設省側から福岡IC～福岡PA(パーキン

グエリア)間の分布・試掘調査と,確定している五社・石名田 。地崎の各遺跡の本調査実施について

要望がなされた。これを受けて,富 山県教育委員会及び財団法人富山県文化振興財団は,東海北陸自

動車道関連の現地調査の終了する翌年の平成 4年度から,同財団埋蔵文化財調査事務所が能越自動車

道関連の発掘調査を受託することを決め,調査体制の整備等の準備を進めた。

第一年目の平成 4年度は,本調査として五社遺跡の発掘調査を建設省より受託し,能越自動車道関

連の発掘調査がスター トした。なお五社遺跡の発掘調査は,一部土地買収の遅れや下層遺構の新たな

発見等により平成 6年度まで実施した。 (山本正敏 )

注 1 小矢部市教育委員会1991『富山県小矢部市能越自動車道関係遺跡群試掘調査報告―五社遺跡・石名田遺跡・地崎遺跡』
注 2 石名田遺跡はその後引き続いて行われた試掘調査の結果,さ らに東側の福岡町木舟地内に広範囲に広がることが確認された
ため,合わせて石名田木舟遺跡と呼称することになった。

遺 跡 名 所 在 地 面 積 (紆 ) 調査期間 遺 物 ・ 遺 構 等 時   代 遺跡面積 (m2)

NEJ-01 水島地内

分布面積  5,600∬

%～% 遺 物 珠洲焼
・陶磁器

遺 構 なし
中世

近世
調査面積   271∬

NEJ 02 水島地内

分布面積  8,000∬

%～% 遺 物 陶磁器
遺 構 なし

近世

調査面積   237ぱ

NEJ-03 道明地内

分布面積 16,800∬

% ～比
遺 物 陶磁器
遺 構 なし

近世

調査面積  1,184∬

NE」 -04

(五社遺跡)
五社地内

分布面積 67,000m2

% ～覧

遺 物 須恵器・土師器・製塩土器・珠
洲焼・土師皿・輸入陶磁器

遺 構 掘立柱建物 。柱穴・土坑等・溝
状遺構

その他 地震痕跡

◎平安時代後半

(9～■世紀)
◎中世

(12～ 16世紀)

近世

32,0001n2

調査面積  2,977∬

NEJ― A-01

(石名田遺跡)

石名田

地内

分布面積 25,200灯

%～‰

遺 物 須恵器・土師器・珠洲焼・土師
皿・輸入陶磁器・木製品 (下臥。

漆器・箸・加工材)

遺 構 柱穴・土坑等・溝状遺構
その他 地震痕跡

◎奈良・平安時代

(8世紀中葉～9世紀)

◎中世

(12～ 16世紀)

近世

21,000�

調査面積  1,462n12

NEJ― A-02

(地崎遺跡)
地崎地内

分布面積 19,800∬

%～%
遺 物 陶磁器・木製品 (下臥・加工材)
遺 構 掘立柱建物・穴
その他 地震痕跡

◎近世 1,000m9

調査面積  1,049す

合   計
分布面積 142,400m2

54,000naF

調査面積  7,180m2

第 1表 試掘調査結果一覧



第 二章 調 査 経 緯

調 査 経 過

A調 査 方 法

発掘調査の基準となるグリッドの設定に際しては国家座標を用い,十 一をXOYOと し,南北方向を

X軸,東西方向をY軸 とした。グリッドは 2m方眼とし,各グリッド名は右上のX軸 とY軸の座標と

した。発掘範囲はX23～ X257ま で,Y24～ Y136ま でとなっている。調査区は農道や用水,畦畔など

で北からA,Bl, B2, B2E, B3, Cl, C2,C3,Dl,D2に 分けている。

調査は表土・耕作土・無遺物層の除去,包含層の発掘,遺構確認面の精査・遺構の検出,遺構の発

掘,遺構の記録,写真撮影,空中写真測量,補足作業の順で行った。

表土・耕作土 。無遺物層の除去 人力掘削による調査の事前準備として,調査員立ち会いのもと,

試掘調査の結果をふまえ,基本層序を確認しながら,事業者側がバ ノヽクホウにより行った。場所によ

っては無遺物層の除去も行った。

包含層の発掘 スコップ等を用い,人力で掘削した。つ,土はベルトコンベヤーを使用し,路線敷内

の調査区隣接地に集積し,ダンプによる調査区外への搬出は事業者側が行った。

遺構確認面の精査・遺構の検出 遺構確認面に達するとジョレンやねじり鎌で精査し,検出した遺

構はスプレーペンキ等でマーキングを行い,遺構概略図を作成した。検出した遺構には遺構番号を付

すが,各地区毎に遺構の種類に関わらず通し番号とした。また概略図には遺構上面の覆土色を記入し,

検討の材料とした。

遺構の発掘 注穴・井戸・小さい土坑は長軸に沿って半裁,大きい土坑は十字,ま たはそれ以上に,

溝は適宜に間隔をあけてセクションベル トを残し,移植ごてで発掘した。井戸の人力による完掘は最

小限にとどめ,重機により完掘した。

遺構の記録 断面図を20分の 1で実測し,遺構によっては10分の 1の遺物出土状況図を作成した。

各遺構の断面は35mmカ メラで,出土状況図や個別の完掘写真・ブロック写真はブローニー判もあわせ

て撮影した。調査区の全景写真は 4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影している。フィルムは,

35mmは カラーネガと白黒,ブローニー判・ 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用した。遺構

の平面図作成には空中写真浪1量を利用し,面積によってクレーンとヘリコプターを使い分けた。人力

で完掘できなかった井戸はバ ノヽクホウで断ち割り,下層の層位,最終レベルの確認,遺物の採集を行

った。また,空中写真測量のために残した畦などをはずし,遺構の完掘を確認した。

B 調査の経過

調査は平成 4年度から平成 6年度にかけて行った。平成 4年度は建設省との協議のうえ,本線敷内

で県道戸出・小矢部線以北を対象に,調査員 2名 1班の体制で,県道のボックス・橋梁工事にかかる

箇所から調査を行った。遺構は中世面と古代面に分かれており,各地区とも中世面の調査終了後,順

次古代面の調査に入った。また調査中に古代面の下に遺構面を一面発見したため,各調査区で下層確

認 トレンチを入れ,A地区～B3地区にかけて古代下層面の範囲を確定した。調査期間は 7月 20日 ～12

月27日 まで,調査総面積は38,100m2で ぁる。平成 5年度は五社遺跡・開帯大滝遺跡・地崎遺跡 。石名

田木舟遺跡の調査を行った。五社遺跡は前年度に引き続きA・ Bl地区の古代下層面, B3地区の古

代上層・下層面の調査を行った。調査期間は4月 19日 ～12月 8日 ,調査総面積は6,209m2で ある。平成

6年度は五社遺跡・石名田木舟遺跡の調査を行った。五社遺跡は住宅移転完了後B2E地 区の中世面
～古代下層面までの調査を行った。調査期間は 5月 18日 ～10月 25日 ,調査総面積は6,990m2で ある。
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第 I章 調 査 経 緯

A 中世 面 平成 4年 7月 20日
～10月 22日

4,260m2 河西健 三  中川道子
柱 穴

土E「 器, 自磁,言磁,珠か,瀬戸乗漫,唐津,伊カ
里,近世陶磁器,羽 日,古銭,木製品

平成 4年 11月 12日
～12月 26日

45日 間 4,260mII 河西健二 中川道子 掘立柱建物,溝,土坑 ,
柱穴

土師器,須恵器,木製品

A Bl 古代下層面 平成 5年 4月 19日
～6月 30日

73日 間 3,970W 柴口真澄一
一
子
健
道
西
島
河
〓
一

川跡,昌跡,薦,上坑 ,
遭状遺構.柱穴

土師器 ,須 悪器 ,炉 壁 ,石 製 品,金 癌 製品,本 製 品

平成 4年 7月 22日
～10月 5日

76日 間 2,200ma 佐藤聖子 越前慎子 掘立柱建物,溝,土坑 ,
柱穴

土師器,自硫 青磁,輸入陶磁鵠 中世土師乱 珠洲,越前,瀬
戸美濃,越中瀬戸,唐津,伊万呈,瓦質陶器,石製品,木製品

平成 4年 10月 16日
～■月19日

35日 間 2、 200tll 河西健三 中川道子 掘立柱建物,溝,上坑 ,
柱穴

土師器,須恵器,製塩上器,灰釉陶器,木製品

平成 4年〕月 2日
2月 3日

32日 間 420nf 河西健二 中川道子 溝,土坑,柱穴 須恵器,中世土師器,珠洲,瀬戸美濃,越 中瀬戸,唐津 ,
伊万里,近世陶磁器,古銭

平成 4年 月17日
月22日

6日 間 420nlt 池野正男 谷杉廷子 溝,柱穴 土師器,須恵器,製塩土器,黒色土器,灰釉陶器

B2E  中世薗

古代上層面

平成 6年 5月 18日
～7月 6日

間

43日 間

330コギ 岡本淳一郎 森本英津子

岡本淳一郎 森本英津子

岡本淳一郎 森本英津子

柵,掘立柱建物,川 跡 ,
畠跡,溝,柱穴

土師器,白磁,中世土師器,珠洲,瀬戸美濃,瓦質胸器 ,
石製品,金属製品,木製品

平成 6年 7月 13日
～9月 7日

平成 6年 9月 13日
～10月 25日

2 330al 掘立柱建 lV/J,薦 ,柱穴

掘立柱建物,溝,柱穴

上師器,須恵器,製塩土器,緑釉陶器,白磁,土錘 ,
木製品

2,330nT 土師器,須恵器,製塩土器

B3   中世面

古代上層面

平成 4年 月20日
)月 18日

61日 間

38日 間

34日 間

1 830■f 池野正男 谷杉廷子 掘立柱建物,溝,柱穴 土師器, 自磁,中世土師器,珠洲,木製品,骨

平成 5年 月31日
10月 7日

1,789nlZ 関  清 山元祐人 概,川 跡,溝,土坑,柱
穴

土師器,須恵器,製塩上器,木製品

古代下層面 平成 5年 1 用
加

4501n2 谷杉廷子 山元祐人 掘立柱建物,溝,集石遺
綾  岸穴

土師器,須恵器,石製品

平成 4年 9月 16日
～10月 22日

37日 間 1,290nf 池野正 男 谷杉廷子 掘立柱建物,薦,井戸 ,

土坑,柱穴
自磁 ,中世 上 |1器 ,珠 洲 ,本 製 品

古代上層面 平成 4年 10月 28日
～11月 14日

18日 間 1,290nl 池野正男 谷杉廷子 柵,掘立柱建物,溝 ,上坑 ,
集石遺構,柱穴

上師器,須恵器,製塩土器,黒色土器,緑釉陶器 ,
石製品,本製品

C2   中世面 平成 4年 9月 28日
～11月 4日

38日 間 2.590ma 池野正男 谷杉廷子 掘立柱建物,川 跡,薦 1

柱穴
中世上 ERl器,陶磁器,珠洲

古代上層面 平成 4年 11月 6日
～12月 25日

50日 間 25901■ 池野正男 谷杉廷子 掘立柱建V/J,溝,上坑 ,
柱穴

土師器,須恵器,黒色土器,木製品

C3   中世面 平成 4年 9月 24日
～11月 6日

44日 間 1,9301n 佐藤聖子 越前慎子 掘立柱建物,商,井戸 ,
土坑,柱穴

土師器,自 磁,青磁,輸入陶磁器,中世土 rf「 器,珠洲,越
前,瀬戸美濃,唐津,伊万里,土製品,金属製品,木製品

古代上層面 平成 4年 12月 3日
～12月 23日

21日 間 1 930∬ 池野正男 谷杉廷子 掘立柱建物,溝,柱穴 土師器,木製品

Dl   中世面

古代上層面

平成 4年

平成 4年

120日

月25日

月13日

月21日

129日 間 3 150m・ 神保孝造 横山和美 掘立柱建物,溝,井戸 ,
土坑,柱穴

土師器,須恵器,灰釉陶器,青磁,中世土師器,珠
洲,木製品,骨

39日 間 2,400nf 関 一清 溝,上坑 土師器,須恵器

D2 中世面 平成 4年 10月 5日
-12月 27日

84日 間 5 340mII 神保孝造 横山和美 掘立柱建物,溝,井戸 ,
土坑.緯穴

土師器,須恵器,灰釉陶器,青磁,中世上師器,珠
洲 木製品.骨

第 2表 調査一覧

C調 査 体 制

平成 4年度 (1992年度)

総  括 桃野 真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

関   清 埋蔵文化財調査事務所所長代理

庶  務 大房 友明 埋蔵文化財調査事務所主事

中川 靖夫 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 池野 正男 埋蔵文化財調査事務所調査第一係長

調 査 員 神保 孝造 埋蔵文化財調査事務所主任

河西 健二 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

佐藤 聖子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

佐賀 和美 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

田中 道子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

山本 慎子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

谷杉 廷子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

平成 5年度 (1993年度)

総  括 桃野 真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

関   清 埋蔵文化財調査事務所所長代理

庶  務 大房 友明 埋蔵文化財調査事務所主事

中川 靖夫 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 池野 正男 埋蔵文化財調査事務所調査第一係長



2 調査経過

調 査 員 神保 孝造

河西 健二

佐賀 和美

越前 慎子

谷杉 廷子

三島 道子

山元 祐人

森本英津子

柴口 真澄

平成 6年度 (1994年度 )

総  括 桃野 真晃

関   清

庶  務 大房 友明

岩崎 証意

調査総括 池野 正男

調 査 員 酒井 重洋

岡本淳一郎

島田美佐子

中川 道子

三島 道子

山元 祐人

武田健次郎

森本英津子

柴口 真澄

D 現地説明会

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所所長代理

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一係長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

発掘調査の結果を広く一般に公開するために,

して現地説明会を実施した。

平成 4(1992)年

11月 4日 新聞記者発表 。開催案内

11月 7日 各紙に掲載

■月8日  時折小雨が混じるあいにくの天気ではあ

ったが,約 220名が現場を訪れた。資料に基づき概要を

説明した後,全調査区を巡回した。会場各所には説明

看板と調査員を配置して見学者の質問に答えたり,解

説した。また写真パネル・出土遺物も展示した。

平成 5(1993)年

9月 27日 新聞記者発表 。開催案内

9月 30日 各紙に掲載 北陸中日新聞

舟遺跡が対象となった。

σ

年に 1回 ,調査工程を検討しながら対象地区を選定

平成 4年度 現地説明会風景

「県内最古のカマ ド跡」新開発表のみで,説明会は石名田木



第 I章 調 査 経 緯

E 整理の経過

出土遺物は各年度内に可能な限り洗浄 。注記・分類を行った。木製品・石製品・金属製品について

は,メ モ写真を撮影して整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図るためオー トシーラー

と専用フィルムを用いてパ ノヽクし,仮保管している。年度毎の調査概要については『埋蔵文化財年報』

は)。 (動・16)と して発刊している。

報告書刊行に向けての本格的な整理は,平成 8年 4月 に開始した。平成 8年度は遺構の挿図作成・

遺物の実測が中心で,平成 9年度は遺物の挿図作成・図版作成・写真撮影・原稿執筆・編集・印刷を

行った。

遺物の実測は土器・陶磁器の大部分を調査員及び整理作業員が行った。木製品・石製品・金属製品・

土器・陶磁器の一部については,業者委託による写真実測で行った。実測図は種類別の遺物カー ドに

直接書き込むか貼り込んで整理した。遺構の実測図・写真・航空測量図はそれぞれの台帳を作成して

整理し,遺構カー ドとともにパーソナルコンピュータを使用してデータ入力した。挿図にある遺構・

遺物については,観察表として掲載した。データ入力は人材派遣会社に委託し,整理作業員が補足し

た。

遺物の写真撮影は業者委託し, 4× 5イ ンチ判及び 5× 7イ ンチ判を基本として,自黒とカラース

ライドフィルムを使用した。写真図版には密着焼付または引き仲ばしたものを使用した。遺構写真・

遺物写真のうち重要なものはプロフォトCD化 して保存した。

自然科学的分析は平成 5年度から平成 9年度にかけて専門機関等に委託し,その結果報告を第三分

冊に掲載した。

木製品 。金属製品のうち重要なものは,平成 8年度から平成 9年度にかけて元興寺文化財研究所に

委託して保存処理を行った。

F整 理 体 制

平成 8(1996)年度

総  括 桃野 真晃

谷井 保夫

庶  務 宮成 真幸

岩崎 証意

整理総括 山本 正敏

担  当 中川 道子

三島 道子

平成 9(1997)年度

総  括 桃野 真晃

谷井 保夫

庶  務 宮成 真幸

蒲田 和志

整理総括 山本 正敏

担  当 中川 道子

三島 道子

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

(中川道子)
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五社遺跡は,富山県小矢部市五社地内に所在する。小矢部市は富山県の西部に位置し,三方を丘陵

性山地に囲まれている。小矢部市北部の丘陵は稲葉山 (347m)を 最高点とし,北東に進むにつれ高さ

を減じて,福岡町西部の宝達丘陵に連なり,高岡市へ通じている。西側は石動断層線と天田峠を通る

国道 8号線とに限られた地域で, きわめて侵食されやすい砂山砂岩で構成されており,侵食谷が発達

している。南部は医王山の北側を占める蟹谷丘陵地域である。これらの丘陵は石川県との境となって

おり,倶利伽羅峠や砂子坂峠などの侵食谷の源流部に形成された峠は,古来より越中と加賀の交通の

要所とされてきた。東側は広大な砺波平野が広がっている。

砺波平野は,小矢部川と庄川とによって形成された複合扇状地として知られ,「散居村」地域として

も著名である。小矢部川は庄川扇状地の発達によって,流路は西側の山地へ押しやられており,丘陵

裾を蛇行しながら北流している。一帯は古くから,沖積活動により幾度となく流路を変えた小矢部川・

庄川の洪水や氾濫の被害を受けてきたことが知られている。標高20～ 30mの扇端部一帯は湧水地帯と

して知られ,ま た,標高10～ 15mの末端部は一様でなく,網 目状流路をとる大小河川の侵食によって

複雑な微地形が発達している。能越自動車道は小矢部川右岸の扇状地を標高44～ 22mま で縦断してお

り,五社遺跡は標高22～ 25mを測り,小矢部川とその支流である岸渡川に挟まれた河岸段丘上に立地

している。

2 歴 史 的 環 境

五社遺跡の周辺では縄文時代から近世まで各時代の遺跡が認められるが,こ こでは時代を追って主

な遺跡について紹介していく。

縄文時代には刻ヽ矢部市右岸では簑島遺跡(動・高田新茅道遺跡00・ 駒方遺跡Qりなどがある。 3遺跡と

も標高10～ 20mの庄川扇状地端部に位置し,縄文晩期の遺跡として知られているが,遺構は自然流路・

溝・穴で遺跡 (集落)の実態については不明である。

小矢部川左岸では桜町遺跡がある。桜町遺跡はりは小矢部川と子撫川の合流地点から丘陵地帯の河岸

段丘上に広がる約60万m2の大規模な遺跡である。1997年までの調査で,縄文時代から凱在に至るまで

連綿と営まれた複合遺跡であることが確認されている。縄文時代については,草創期から晩期まで縄

文時代金期間の遺物が出上している。1988年の調査では,縄文中期の層から,高床建物の柱材が出土

し,こ れによって高床建物は弥生時代になって現れると考えられていた定説が覆された。1997年の調

査でも88年 と同じ縄文中期の層から,「渡偲仕口」などの高度な技術で加工した建築部材や壁材,多量

の木の実やコゴミなどの食物が出上し,注 目された。

弥生時代では小矢部川右岸に下老子笹川遺跡(D・ 石塚遺跡がある。下老子笹川遺跡は福岡町から高

岡市にまたがる遺跡で縄文時代から近世まで 3面の遺構面が確認されている。能越自動車道の路線上

に位置しており,1995年より調査力ヽそ子われている。1996年の調査では,中層面で造営開始時期が弥生

時代後期まで遡ると考えられる古墳時代中期の水田跡が検出されている。下層面では弥生時代終末期

の周溝を持つ建物・平地建物 。掘立柱建物・棚・穴・溝などが検出された。1997年の調査は96年の調

∂

地立
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査地区の隣接地で行われ,周溝を持つ建物が20棟以上確認され,弥生時代後期の大規模な集落であっ

たことが判明している。

石塚遺跡は北陸本線の高岡駅と西高岡駅のほぼ中間に位置し,弥生時代から中世にかけての各時代

の遺構 。遺物が確認されている。中でも弥生時代中期の拠′ミ的集落として著名であり,出土土器には

畿内的櫛描文土器や西日本系遠賀川式上器,東 日本系の土器など多様なものがある。

古墳時代は小矢部川左岸の丘陵裾沿いの山腹斜面に,馬場古墳群9り・加茂神社古墳群99・ 下向田古

墳群90。 加茂横穴墓群90・ 桜町横穴墓群eOな どの古墳や横穴墓が目立っている。集落遺跡については

実態が明らかでない。

古代では石名田木舟遺跡131・桜町遺跡eりがある。石名田木舟遺跡は小矢部川右岸の平野部に位置し,

縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。能越自動車道のアクセス道路建設に伴い,遺跡中央部

分を横断するように調査が行われている。古代については 7世紀後半～ 9世紀後半の遺構が確認され

ており, 8～ 9世紀を主体 とする集落遺跡と考えられている。 7世紀後半～ 8世紀初めのものと考え

られる瓦塔や阿弥陀三尊像などの仏具関連の遺物が出上している。

桜町遺跡では,1985年の調査で 6世紀末～ 8世紀前半の40棟を越える建物が確認されている。遺物

では須恵器・土師器とともに円面硯や和同開珠などが出上している。1993年の調査では古代北陸道の

遺構も検出され,律令期の中心が桜町遺跡周辺にあるものと推定された。

河ヽ矢部市域には五社条里遺跡(働・田川条里遺跡e9・ 桜町条里遺跡eO・ 石動条里遺跡10。 表輪条里遺

跡60な どの条里型地割が多く残っており,五社条里遺跡を除く条里型地割の分布は,小矢部川左岸に

まとまってみられる。五社条里遺跡では,五社遺跡の所在する小矢部川右岸の五社地内に,西に約 6

度偏する条里型地割の分布と「大坪」の小字名が存在することが指摘されている。また,五社遺跡南

端には糸岡神社が所在しており,こ の一帯は,『和名抄』にみられる砺波郡十二郷中の「長岡郷」の推

定地,中世においては後白河天皇の皇女室町院の御領「糸岡庄」の所在の中心地と考えられている。

古代から中世にかけて砺波平野には荘園が増大していき,小矢部市域では埴生庄 。松永庄・糸岡庄な

ど多くの荘園が成立していった。

中世では倶利伽羅峠などの交通の要所が砺波山合戦の舞台となるなど,古代以来の荘園支配を背景

に交通・戦略の要所として山城 。城館が築造された。五社遺跡の周辺では北東400mに位置する木舟城

跡181と ,その城下集落と考えられる石名田木舟遺跡・開静大滝遺跡(2)が挙げられる。木舟城は寿永三

年 (■84年)に石黒氏が築城したものといわれ,その後上杉氏・佐々氏 。前田氏の居城となり,天正

十二年 (1585年)の 白山大地震により崩壊したと伝えられている城である。その周辺には城下町が発

達したとされ,石名田木舟遺跡や開帯大滝遺跡では15世紀末～16世紀後半にかけての遺構・遺物が確

認されている。開帝大滝遺跡では, 2本の道路跡と短冊型地割に整然と並ぶ建物や炉関連遺構・井戸

などが検出されており,『貴船城古今誌』に記載されている位置図と比較すると,鋏砲町・鍛冶屋町付

近に相当することからも木舟城の城下集落と考えられている。

近世以降には砺波平野一帯は加賀藩の支配下に入り,潅漑用水の充実などの開拓政策によって開発

が進み,米の生産量は加賀百万石を支える要因ともなった。木舟城の崩壊後に町民が移 り住んだ今石

動は町奉行が置かれ,北陸道の宿場町としても,年貢米の集散地としても重要な町となっていった。

一方,小矢部川右岸の五社遺跡周辺は,地崎遺跡は)。 江尻遺跡(6)では建物跡が確認されているが,耕

作地となっていき,現在では豊かな水田地帯となっている。 (三島道子)
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二社遺跡周辺の主要遺跡位置図 (1:50,000)



第Ⅱ章 立地と歴史的環境

番号 違 跡 名 所 左 地 種  類 時 代 文   献
1 五社遺跡 小矢都市五 l■ 集落 。荘園 平安 '中世 7, 25
2 開帯大滝遺跡 福岡町開帯 散布地 中世～近世 7

3 石名田木舟遺跡 小矢都市石名田,福岡町木舟 散布地 弥生。奈良・平安・鎌倉・室町 3,14,17,19
4 地崎遺跡 小矢都市地崎 集落・荘園 江戸 7, 25

5 蓑島遺跡 福岡町簑島 集落 縄文・近世 7

6 江尻遺跡 福岡町江尻 集落 古墳・中世～近世 7

7 下老子笹川遺跡 福岡町下老子,高岡市笹川 集落 弥生～近世 7

8 木舟城跡 福岡町木舟字西堀 城館 中世・近世

9 五社条里遺跡 小矢部市五社 条里 古代・中世

木舟北遺跡 福岡町木舟 散布地 古代

大滝遺跡 福岡町大滝 散布地 中世・近世

高田新西後遺跡 高岡市高田新字西後 散布地 縄文 (晩 )・ 奈良～中世

高田新茅道遺跡 高岡市高田新字茅道 散布地 縄文 (晩期 )

駒方遺跡 高岡市駒方 散布地 縄文 (晩 ) 古代 中世

立野地頭田遺跡 高岡市立野字地頭田 散布地 縄文 (晩 )・ 奈良・平安

中保D遺跡 高岡市中保 散布地 古墳～中世

小竹 C遺跡 高岡市刀ヽ竹 散布地 古墳～中世

上開発遺跡 高岡市上開発 散布地 奈良～中世

今市遺跡 高岡市今市 散布地 弥生～近世

三ヶ遺跡 高岡市三ヶ 散布地 古墳～中世

油屋寺田遺跡 高岡市戸出字油屋 散布地 古墳～平安 P

馬場古墳群 福岡町馬場 古填 古墳

加茂神社古墳群 福岡町馬場 古墳 古墳

馬場東城跡 福岡町馬場 山城 中世

加茂横穴墓群 福岡町加茂字大松平 横 穴 古墳

鴨城跡 福岡町加茂・島倉 山城 中世

土屋古墳群 福岡町土屋 古墳 古墳

下向田古墳群 福岡町下向田 古墳 古 墳

西明寺遺跡 福岡町里口 寺院 P 中世

上向田古墳群 福岡町上向田 古墳 古墳

上五位神社古墳群 福岡町上向田 。上野 P 古墳 古墳

平尻山古墳群 福岡町上向田・上野 古墳 古墳

上野古墳群 福岡町上向田・上野 古墳 古墳 11, 20

上野A遺跡 福岡町上野字岡山 集 落 縄文 (前期・中期 )。 古墳

上向日経塚 福岡町上向田 経塚 中世

上向田上野古墳群 福岡町上向田 古墳 古墳

オオノントウ古墳 小矢部市田 || 古墳 古墳

田川城跡 小矢部市田 II 山城 中世～室町 P

田川城 ヶ峰横穴墓群 小矢部市田 II 横穴 古墳

田川白土山横穴墓群 小矢部市田 || 横 穴 古墳 (後期 )

田川遺跡 小矢部市田 II 散布地 不 明

田川三角山横穴墓群 小矢部市田 II字三角山 横穴 古墳 (後期 )
田川条里遺跡 小矢部市田 || 条 里 古代・中世

桜町横穴墓群 小矢部市桜町字深沢 横穴 古墳 (後期 )

桜町西古墳 月ヽ矢部市桜町 古墳 古墳

桜町条里遺跡 刀ヽ矢部市桜町 。西福町 条里 古代・中世

桜町遺跡 小矢部市桜町字産田 。中出・舟岡・

西中野字小三味前・坂東
集落・荘園 旧石器・縄文・弥生・古墳・

奈良・平安・鎌倉
1,2,3,4,5,6,8,

10,16,22,23,24

天狗山古墳群 小矢部市桜町字地山 古墳 古墳 7

石動条里遺跡 月ヽ矢部市小矢部町・畠中町 条 塁 古代・中世

御館山館跡 砺波市東宮森・西宮森・東中 城館 室町 ?

束中遺跡 砺波市東中 城館 P 室町

金屋本江遺跡 刀ヽ矢部市金屋本江 散布地 奈良・中世

小倉の上居跡 砺波市鷹栖 城館 P 室 町

鷹栖四谷遺跡 砺波市鷹栖 墓 室町

内御堂遺跡 月ヽ矢部市内御堂 散布地 中世

浅地遺跡 小矢部市浅地 散布地 奈良・中世 9

高木遺跡 月ヽ矢部市高木字野田島 散布地 縄文 余良 中世 9

蓑輪遺跡 小矢部市表輪 散布地 縄文・古墳・奈良・室町 9

蓑輪条里遺跡 小矢部市安養寺・高木・蓑輪・興法寺 条里 古代・中世

ズンデ山遺跡 小矢部市浅地字ズンデ山 古墳 古墳 9

浅地神明社遺跡 小矢都市安養寺 散布地 弥生 (終末) 古墳 9

興法寺古墓 小矢都市興法寺 P 珪ξP 古代 (白 鳳)P 9,  11

清水遺跡 小矢部市清水,福野町本江 。若竹町 散布地 古墳 。平安 。近世

小倉殿館跡 砺波市鷹栖 城館 室町

第 3表 遺跡地名一覧



2 歴史的環境

文  献

1 安念幹倫・高木場万里 1985 『富山県小矢都市 桜町遺跡 産田地区発掘調査概報』刻ヽ矢部市

教育委員会

2 伊藤隆三 1980 『富山県小矢部市 桜町遺跡発掘調査概報』月ヽ矢部市教育委員会

3 伊藤隆三・安念幹倫 1982 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (古苗代・鷲場地区)』 ガヽ矢部市教育委

員会

4 伊藤隆三・高木場万里 1984 『富山県月ヽ矢部市 桜町遺跡 城山都市下水路新設工事に伴う産

田地区の調査』河ヽ矢部市教育委員会

5 伊藤隆三 1994 『平成 5年度小矢部市埋蔵文化財発掘調査概報』月ヽ矢部市教育委員会

6 小矢部市埋蔵文化財分布調査団 1980『小矢部市埋蔵文化財分布調査概報』小矢部市教育委員会

7 小矢部市埋蔵文化財分布調査団 1981『小矢部市埋蔵文化財分布調査概報H』 月ヽ矢部市教育委員会

8 小矢部市埋蔵文化財分布調査団 1982 F/1ヽ矢部市埋蔵文化財分布調査概報Ⅲ』河ヽ矢部市教育委員会

9 小矢部市埋蔵文化財分布調査団 1983 F/1ヽ矢部市埋蔵文化財分布調査概報Ⅳ』刻ヽ矢部市教育委員会

10 小矢部市教育委員会 1983 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (坂東地区)』
11 小矢部市 1971 『小矢部市史』 (上巻 )

12 久々忠義 1992 『富山県福岡町 上野A遺跡発掘調査概要』福岡町教育委員会

13 栗山雅夫・越前慶祐 1997 『富山県福岡町石名田木舟遺跡発掘調査報告書―県指定史跡 木舟

城跡隣接地における発掘調査―』福岡町教育委員会

14 斉藤隆・橋本正春 1995 『富山県福岡町石名田木舟遺跡発掘調査報告書』福岡町教育委員会・

富山県埋蔵文化財センター

15 神保孝造 1997 『民間分譲住宅地造成事業に係る埋蔵文化財発掘調査概要 木舟北遺跡』福岡

町教育委員会

16 高木場万里 1987『富山県小矢部市 桜町遺跡 (イ回人住宅の建築に伴う中出地区の調査 )』 河ヽ矢

部市教育委員会

17 財団法人富山県文化振興財団 1995 『能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告一NE J08

遺跡―』

18 富山県立高岡工芸高校地理歴史クラブ ,OB会  『富山県高岡市高田新・駒方遺跡調査報告書』

19 橋本正春 1996 『富山県福岡町石名田木舟遺跡第 3次発掘調査報告書』福岡町教育委員会・富

山県埋蔵文化財センター

20 福岡町 1969 『福岡町史』

21 宮田進- 1985 『富山県福岡町下向田古墳群試掘調査概報』福岡町教育委員会

22 山森伸正・林浩明 1987 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (県道改良工事に伴う雀谷地区の調査 )』

小矢部市教育委員会

23 山森伸正・岡本淳一郎 1989 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (県道改良工事に伴う深沢地区の調

査 )』 月ヽ矢部市教育委員会

24 山森伸正・島田修- 1990 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (船岡地区の重要遺跡確認緊急調査 )』

小矢部市教育委員会

25 山森伸正・塚田一成 1991 『富山県小矢部市能越自動車道関係遺跡群試掘調査報告』月ヽ矢部市

教育委員会
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第Ⅲ章 調査の概要

1 遺跡の概要

A 概 要

五社遺跡の時期は,古墳時代,古代,中世,近世以降に大きく分かれる。さらに,古代は前期 (9

世紀後半)と 後期 (10世紀後半～■世紀)の二時期に分かれる。古墳時代と古代前期の遺構は故発的

で,遺跡の北側でみられるだけで,短期滞在的な集落であろう。古代後期及び中世では,掘立柱建物

と区画溝による集落が認められた。古墳時代から古代,中世と時代を追っていくごとに,遺跡の中心

が北から南へ移って行った状況がわかる。

古墳時代 遺構は竪穴建物 4棟,土坑 8基,溝 4条, 自然河川 1条である。遺跡北側の自然河川の

東側で, 自然堤防状の微高地を中心に遺構・遺物が認められており,遺跡自体はさらに北側へ広がっ

ていると考えられる。竪穴建物は 3棟でカマ ドが確認され,県内における最も古い例となる。時期は

田嶋編年の古墳時代 3様式 I期 (5世紀中～後半)に相当し,遺物は,ほぼ一時期のものがまとまっ

て出上している。

西側を北流する自然河川は,堆積の上面から古代前期の遺物が出土するが,埋土中からは古墳時代

中期の遺物は出土せず,中位から中間的な時期 (6～ 7世紀)の遺物が出上している。

古代前期 掘立注建物12棟 ,MI・ 1条,土坑,溝,畠跡,道路跡,集石遺構がある。遺構検出面は古

墳時代の面とほぼ同じである。B2E地 区においては,古代後期の面との間にもう一面遺構検出面が

あるが,時期的には古代前期との間に大きな差はないものと考えられている。掘立柱建物には総柱建

物と側柱建物とがあり,雨落ち状の浅い溝が二方ないし三方を巡るものがあるなど特異な在 り方をし

ている。これらの建物は自然河川の両岸で, 3～ 5棟づつがまとまって検出されている。道路跡は,

小さな穴が列をなして並んでおり,こ れは道路を造る際の基礎工事に起因するものと思われる。遺物

は量的に少ないが, 8世紀～10世紀初め頃までの若子の時期差を持つものがあり,主体は 9世紀後半
～10世紀初めにあると考えられる。

古代後期 古代後期の遺構には掘立柱建物25棟,概 6条,土坑,溝,畠跡がある。掘立柱建物には

総柱建物 9棟,側柱建物13棟がみられ,規模は 1間 ×2間から4間 ×4間 まである。総柱も側柱も柱

穴は月ヽさく,柱間の不規則なもの,平面形が菱形に歪むものなどもみられる。これらの建物は, 自然

河川や溝によって約半町単位 (約50m前後)に 7群に区切られている。建物群はほぼ北方向を向くも

のが多く,区画の方位と一致しないなどの疑問点はあるが,古代条里との関連が考えられている。遺

物は局所的に集中して出土する傾向があり,量的には少ない。上下の洪水層によってパ ノヽクされたよ

うな状態にあり,10世紀末～11世紀の年代が与えられている。また, コロバシなどの木製農耕具も出

土している。

中世 。近世以降 検出された遺構には掘立柱建物48棟,枡 7条,井戸 9基,土坑,溝, 自然河川が

あり,こ の中には古代から近世以降まで連綿と存続する遺構もみられる。掘立柱建物は総柱建物36棟 ,

側柱建物 9棟で,総柱のものが多く,規模は 1間× 1間から6間 ×4間のものまである。古代後期と

比較して柱穴は大きくなり,柱位置は整然と並ぶようになる。さらに,桁側に庇の伴うものがみられ

るようになるなど,規模 。構造ともに総柱化が進む。建物の分布はやや散漫であるが,数力所のブロ

′θ



1 遺跡の概要

ックを形成しており,建物群を分割するような区画溝もみられる。井戸は古代以前では検出されてお

らず,中世以降になってみられるようになる。素掘 りの井戸が殆どで,中には曲物を積み上げた井戸

や,上総掘りによって掘られた近世以降の井戸もある。土坑には方形の木組みを持つものや,建物に

付随すると思われるものもある。

当地域では文献上で1586年 と1858年に大地震の記録があり,五社遺跡でも噴砂や断層などの地震痕

跡が確認されている。噴砂は中世遺構検出面で確認され,さ らに,中世の遺構を切っているものがあ

ることから,中世面の時期 (12世紀後半～14世紀)よ りも後の所産であると考えられる。断層には縦

方向の断層と,横方向の断層があり,後者によって,ずれたり傾いたりした建物や柱穴,井戸,溝な

どが確認されている。

B 土   層

基本層序  I層 :黒褐色上で,表土・耕作土・盛上である。厚さは平均して20cmほ どであるが,C2

地区以南の地区では,盛上がなされており20～ 60cmあ る。H層 ;暗灰黄色砂質シルト・青灰色シルト

で,圃場整備の削平を受けており,依存状況は悪く5～ 10cmほ どであるが,中世の遺物包含層である。

遺跡南側のDl・ D2地区ではHa層 ;灰褐色シルトとHb層 ;暗灰掲色シルトに細分され,Ib層

が中世の遺物包含層にあたる。Ⅲ層 ;黄褐色砂質シル ト・青灰白色砂で,中世の地山にあたる。厚さ

は 5～ 30cmと 地区によりばらつきがあるが,全地区を通してⅢ層上面で中世の遺構が確認されている。

Ⅳ層 i黒色砂質シル ト～粘質上で,10～ 20cmと 均―に堆積しており,古代後期の遺物包含層である。

Ⅳ層土は黒色で有機質を多く含んでおり,洪水堆積が一時的に安定し,黒色土形成が活発に行われた

ことを示している。V層 ;黄褐色砂質土・オリーブ褐色砂・責灰色粘質土で,古代後期の地山である。

厚さは10～ 40cmと 地区によりばらつきが認められるが,遺構は全地区を通してV層上面で確認されて

いる。遺跡北側ではVa層 ;灰色砂質シル ト,Vb層 ;灰白色粘土質シルト,VC層 iオ リーブ灰色

粘土質シルトに細分されている。Ⅵ層 ;責灰色砂質シル ト～粘上質シル トで,古代前期及び,古墳時

代の遺物包含層にあたる。B2E地 区では,Ⅵ層上面で遺構が確認されている。このⅥ層上面の遺構

は遺物包含層が伴わず,時期的には古代前期の遺構と大きな差はないものと思われている。Ⅵ層はA・

Bl地区ではⅥ a層 :責灰色砂質シル ト,部分的にⅥ b層 ;黒褐色シル トに細分される。古代前期の

遺物はⅥ a層下部に含まれ,古墳時代の遺物はⅥ b層からⅦ a層上面に食い込むような状態で確認さ

れる。Ⅶ層 iオ リーブ灰色砂質シル ト～粘土質シル トで,古代前期及び古墳時代の地山である。厚さ

は 5～ 20側で,遺跡北端のA・ Bl地区では残りが良くⅦ a層 :オ リーブ灰色砂質シルト,Ⅶ b層 ;

オリーブ灰色砂質土に細分されている。古墳時代の遺構はⅥI層上面から若干掘り下げた面で確認され

ており,Ⅶ b層上面に相当する。ⅥⅡ層 :砂礫層である。

五社遺跡の調査では,地震,洪水などの自然災害の痕跡がみられた。第 4図は, これらの災害の痕

跡を基本層序に模式的に示したものである。

地震痕跡 噴砂 。断層があり,断層には縦方向のものと横方向のものがみられる。噴砂はⅢ層上面

(中世遺構面)で確認され,更に中世遺構を切るものがあることから,中世以降の時期のものである

ことがわかる。噴砂は礫層から始まっており,礫が途中まで噴出しているものもみられる。また, B

l地区V層上面 (古代後期面)では,直径 lmほ どの範囲で礫層が隆起している個所が確認されてお

り,本来の礫層 (ⅥⅡ層)は この下方40cmに あたる。

縦方向の断層は数力所でみられ, Bl地区で確認されたもの (断層C)は ,規模としては小さいが,

ほぼ垂直方向に約2.5cmずれており,約 2mに わたって続き末端は噴砂状になって終わっている。
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第Ⅲ章 調査の概要

横方向の断層は 2枚あり,Ⅳ層 (断層A)と V層 (断層B)で確認されている。断層AはⅣ層上面
から5～ 10cmの面で水平方向にずれており,ずれた面には黄褐色砂が薄く堆積している。この断層A
の影響を受けた遺構には,中世面で調査した柱穴や土坑がある。これらの遺構はⅣ層の途中で掘り込

みが突然終わってしまい,古代後期面の調査時に極めて浅いが中世の埋土を持つ遺構として確認され

たもので,位置は異なるがずらすと合致するというものである。これらの移動変位は東側ほど大きく

最大150clla,西側で最小70cmを測る。また,変位方向は北西側ほど西に振れ,南東で西に16度,北西で

西に37度である。断層のずれは一定でなく,南西を中心として同心円を描いているかのようである。

断層Bは V層上面から10～ 20clnの面で水平方向にずれている。やはり,ずれ面には青灰色砂が薄く

堆積している。断層Bの影響を受けた遺構には,古代後期に肩が最大 lmずれた溝や,柱穴が北側へ

斜めに傾いた建物などがある。移動変位は西側で小さく数cmで,変位方向は北向きである。断層Aと

同様に場所によって変位に差が認められる。

洪水 五社遺跡の一帯は,古 くから小矢部川・庄川の氾濫の被害を受けてきたことが知られている。
調査により,第 4図のように二回の洪水堆積物を分離することができる。洪水Aは III層で,黄褐色の

砂質シルトと砂が互層を成しており,最下部はⅣ層をパ ノヽクするように粘質土が薄く堆積している。

堆積期間は■世紀～12世紀末頃と推定され,こ の堆積によってほぼ平坦な地形ができあがったと思わ

ヤ化る。

洪水Bは V層で黄褐色及び青灰色の砂質土から成り,互層を成している。細かくは薄い粘質土と砂

の層が繰り返し堆積したもので,場所によってその差が大きい。堆積期間は9世紀後半～10世紀頃と

推定される。

洪水CはⅥ層・Ⅶ層で灰褐色の粘土質シルトと青灰色砂質土から構成されている。Ⅵ層は古代前期・

古墳時代の遺物を含んでおり,緩やかな堆積であったと思われる。Ⅶ層は礫層の高低を埋めるような

形で存在しており,Ⅵ層中に古墳時代の遺物が含まれていることからそれ以前の所産と考えられる。

(三島道子)

中世

洪水A

断層A

古代後期
Ｂ
Ｂ

水
層
洪
断

古代前期・古墳時代

第 4図 基本層序模式図
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第Ⅳ章 遺構・遺物

古 墳 時 代

古墳時代の遺構は,遺跡北端のA・ Bl地区でのみ確認されており,竪穴建物 4棟,土坑 8基,溝

4条, 自然河川 1条である。遺構には切 り合い関係があり,若千の時期差があると思われるがそれほ

ど大きな差ではなく,ほぼ一時期に営まれたものと考えられる。遺物は竪穴建物,土坑などからまと

まって出土している。遺物には土師器椀,須恵器がみられず,古墳時代中期, 5世紀中葉～後半に属

すと考えられる。

A竪 穴 建 物

546号竪穴建物 (S1546,第 5～ 7図,図版11・ 12・ 19～ 21)

X245Yl15に位置する。自然河川 (S D 552)の 東側で,自 然堤防状の微高地上に位置している。6.2m×

5.8mの方形で,床面積は約36∬である。覆土は 4層に分かれ,地山のⅦ層と類似した灰色シルトが主

体で,わずかに炭が混じる。深さは24cmを 測る。北壁中央に炭化物の集積 (S15464),中央西よりに

地床炉 (S15463)が ある。炭化物の集積は北壁を25cm掘 り込み,維160cm,横 120cmで浅い掘形に炭化

物が堆積している。これらの点から天丼・袖等は確認されていないがカマ ドである可台を陛が高いと考

えている。地床炉は炭化物の集積の前面80cmに位置し,中央に円形に炭が堆積し,それを取り巻 くよ

うに表面が堅く締まったオリーブ灰色砂質土混じりの黒色シルトが堆積している。床面検出時に確認

された炭化物の範囲は,地床炉の掘形よりも北東に広がっており,甕 1が潰れたような状態で出上し

ている。床面中央部に堅く締まった面がみられ貼床と考えられる。貼床を手」がした面で穴 (S15462)

と土坑 (S15461)を検出しているが,注穴と考えられるようなしっかりした掘形を持つものではない。

遺物は床面直上ないし10cmほ ど浮いた状態で出上した。一個体がそのまま潰れたような状態のもの

が多く,破片が広範囲には散らばることはない。貼床範囲の内側に位置するものがほとんどであり,

使用時又は,竪穴建物廃棄時の位置を保っていると思われる。 9・ 10。 14・ 16の高杯は立位, 7は逆

位, 8・ 15。 18は横位の状態である。11・ 14の高杯は炭化物の集積内から出上しているが,煤の付着,

被熱等は認められない。土師器の甕・壺・高杯・鉢,炉壁,釘状の金属製品がある。

1～ 3は甕で, 1は外反する口縁を持ち,調整は外面ハケメ,内面上部ハケメ,下部ケズリが施さ

れている。2は「く」字状に外反する口縁で,体部は九みを帯びヘラケズリで仕上げられている。1・

2と もに肩部からやや下にかけて帯状に煤が付着する。 6の小型壺は, 日縁がやや内湾気味に立ち上

がり球形の体部で,調整は外面ヘラケズリ,内面ヘラ状工具による粗いナデであると 7～ 12は 口径18

cm前後の高杯杯部で,稜のはっきりしたものはない。 8は杯部内面に僅かにハケメが残る。 9は 内外

面赤彩で,内面はさらに黒色処理が施されている。13は鉢状の上器で,脚が付 くのか不明である。14～ 18

は高杯脚部で,脚裾部が強く屈曲外反するものと「ハ」字状に開くものがあり,脚部が長 く,内面に

粘土接合痕が残るものが多い。14は「ハ」字状に開く脚部で,「東海系」の影響を受けていると考えら

れ,やや古い様相を持つ。16は割れ口が被熱遠元しており(ス クリントーンで図示),フ イゴの羽口に

転用されたものか, またはカマ ドの支脚として使われたものと考えられる。19の炉壁は表面にガラス

質が付着している。20の鉄製品は竪穴建物南西角の肩部からの出土で,本来はS1546に伴う遺物では

ない可能性がある。本遺構には土師器椀・器台及び須恵器は伴っていない。遺物に時期差は認められ

ヱδ
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第Ⅳ章 遺構・遺物

ず,古墳時代中期と推定される。

547号竪穴建物 (S1547,第 8～ 10図,図版11・ 13・ 14・ 22・ 23・ 44)

X241Yl16で S1546の 南方 2mに位置する。5.5m× 5.8mの北西角がやや歪んだ方形を呈し,床面

積は31.9m2を 測る。深さは28cmを測るが,壁の立ち上がりは緩やかである。北壁東よりにカマ ド(S1547

-1),中央に地床炉 (S15472)が ある。カマ ドは縦122cm,横 100cmで北壁を20cm掘 り込み,やや西に

振れている。天丼部は崩れており遺存していないが,袖部は比較的残りが良く,よ く締まった灰色シ

ル ト(第 4層 )が袖構成上にあたる。第 6層は袖構成上で,第 4層の下部にあたり,燃焼部連鞭Jは良く

焼けている。焚回は奥壁から手前100cmの 辺りにあり,奥壁から60cmの位置に支脚石と考えられる被熱

した花同岩があることから,こ の石が使用時の位置を保つと仮定すると,奥壁手前60cmの辺 りに掛け

回が位置すると推測される。焚出日・燃焼部は浅 く掘り込まれている。奥壁はやや斜めに傾いている

が,煙道は不明である。地床炉は160cm× 120cmの楕円形に炭化物が盛 り上がったもので, 8 cmほ どの

浅い掘 り込みを持つ。地床炉を挟んで 2つの柱穴 (S1547-4,S15475)ん 検ヾ出されている。また,南壁

中央に土坑 (S15473)があり,こ の上坑の南端の一段深く掘り込まれた部分は柱穴の可能性がある。

南西角を除く三辺には幅約70cm,高 さ 8 cmのべ ノヽド状の段差が巡っている。また,北壁を除く三辺には

細長い不整形の上坑があり,これらは一続きの溝状の遺構と考えられ,周溝にあたると思われる。べ ノヽ

ド状の段差を除く部分では,掘形の上に炭混じりの灰オリーブ色砂質シル トを貼って貼床としている。

遺物はべ ノヽド状遺構の途切れた南壁下,西側のべ ノヽド状遺構の上,カ マ ドの中からまとまって出土

している。S1546と 同様に破片が散らばるものは少なく,一個体が潰れたような状態で床面直上から

検出されたものが多い。21・ 22の甕は一個体が潰れたような状態で出上したもので,22は地床炉に接

している。23・ 24やベッド状遺構から床面にかけての遺物はやや浮いた状態で検出され,肩部から転

げ落ちたような状態である。地床炉の周辺から祗石が 1′点出土している。

21はやや長めの「く」字状口縁を持ち,底部に小さい平坦面を持つ。調整は内外面ともに上部はハ

ケメ,下部はケズリが施されているが,調整が粗 く内面に粘土接合痕を残す。22～24は内外面ケズリ

で, 日縁部に指頭圧痕,体部に粘土接合痕が残る。甕はいずれも肩部以下に帯状に煤が付着する。26

は日縁が楕円形に歪んだ直口壷である。27～30は高杯杯部で, 日径18cln前後のものと,24cmの大型品

の二種がある。27は後者で,土坑 (S15473)出 上である。杯目縁部と底部の境に明瞭な稜を持ってお

り,調整は杯底部外面にハケメが残るが,内面は丁寧にナデが施されている。28は カマ ド袖土内出土

で,内外面に赤彩が残っている。28～ 31'33の 高杯はいずれもカマ ド内出上であるが,被熱している

ものは認められず,カ マ ド使用に伴う土器ではないと考えられる。

本遺構の遺物は土師器甕・壼・高杯,祗石で, S1546と 同様に土師器椀,須恵器は伴わない。肩部

から転げ落ちたと思われる遺物もあるが,遺物間に時期差は認められず,S1546の遺物と同時期と考

えられ,古墳時代中期と推定される。                ′

574号竪穴建物 (S1574,第■・14図,図版14)

X247Y126に 位置する。 S1546・ 547と はS D572・ 573を挟んだ対岸にあたる。3。 9m× 4.6mで床

面積は約18m2と なり, S1546・ 547の ほぼ三分の一の規模である。深さは12cmで,覆土はォリーブ黒

色シル トと,炭混じりのオリーブ灰色砂質シル トの 2層から成る。遺物は第 2層に含まれ,床面直上

からの出上が多い。床面中央北よりに,126cm× 62cmの地床炉がある。床面は湧水のため不明瞭で,貼

床,柱穴等の確認はされていない。

遺物は南西角付近からの出上が多いが, S1546・ 547と 比べて細片が多く,かつ散らばっている。

2
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S1517
,SY211黒色シルト(炭化物2%況 )
275Y52仄オリーブtシルト(炭化物2%混 )
375К確仄オリーブ色ンルト(炭化物1%未 満況)
47'Y7洵 仄首色シルト(皮化効1%未 満混)
575Y02仄 オリーブ色ンルト(炭イヒ初I銘混)
る7 5YS2灰 オリーブ色シルト(砂粒5%、 文化物1%混 )

710Y471灰色砂質ンルト(砂ttiO%、炭
`働
10%滉 )

,7 SY02灰 オリーア色シルト(炭化物2%混 )

1175Y572灰 オリーブ色砂質シルト(床下整地■)

(オリーア仄色ンルト、炭2%混 )
12 10YVi仄 色砂質シルト(炭化切5X混 )
1375Y312オリーン黒色ンルト(炭化物5%、 意物混)
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第 8図 遺構実測図
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1.S1547  2.S1547-1(カ マ ド) 3.S1547-2 (メ ″) 4.S1547-4  5.S1547-5  6。 S1547-3
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第 9図 遺物出土状況図
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遺物実測図  (1/4)
S1547(21～ 34)
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第11図 遺構実測図
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35はやや直立気味に外反する口縁を持つ小型壺で,調整は体部外面が粗いケズリ,内面が雑なナデで

ある。36イよ「ハ」字状に開 く高杯脚部である。時期は古墳時代中期 と推定される。

644号竪穴建物 (S1644,第 12～ 14図,図版 14・ 24)

X249Y122付近で,S1574の北西 6mに位置する。南北4.7m,東西3.4m以上で,方形を呈すると

思われる。深さは16cmを測る。切 り合い関係ではS X645を切 り, S D 573に切られている。南東角に

カマ ドと考えられる炭化物の集積 (S16441),北東角付近に地床炉がある。カマ ドは88cm× 52cmでや

や東に振れており,南壁に接している。南壁から40cmの辺 りから手前は一段深 く掘 り込まれており,

焚出日と考えられる。天丼・袖ともに残存していないが,第 2層のオリーブ黒色砂質シル トは締まり

のある上で,袖構成上と考えられる。カマ ドと壁が接する位置に,直径20cm,深さ26cmの粘上の穴が

検出されているが,オ14格は不明である。地床炉は直径120cmの炭化物の集積で,掘形は持たない。覆土

は 3層に分かれ,第 3層の上面が床面にあたり,炭化物の集積はこの面で確認されている。カマ ドは

第 2層の上面から検出されている。

遺物は床面直上に集中し,肩部では第 2層中に浮いた状態で出上している。比較的大きな破片で散

らばっており,切 り合い関係のあるS X645, S D573と の間で接合する。38はやや厚めの「く」字状

口縁で,底部に小さな平坦面を持つ甕である。調整は内外面ともにハケメを施した後に肩部・胴下半・

内面上半を削っている。39は長胴の甕で,内外面に粘土接合痕を残すもので,やや新しい様相を持つ。

41は胴の張る平底の甕で,器壁は薄い。38～ 41のいずれの甕も,肩部以下に帯状に煤が付着しており,

38・ 41は特に肩部の煤が密である。時期は古墳時代中期に属すと考えられる。

B 土   坑

545号土坑 (S K545,第 15・ 16図,図版14。 24・ 25)

X247Yl18付近に位置する。4.Om× 2,7mを 狽1る範囲で,方形の浅い掘 り込みを確認しているが,

S D572に切られている。炭化物の集積箇所の周辺と,南東1.6m離れた箇所の二箇所に遺物が集中す

る箇所がある。方形の掘 り込みを持つ′点や,炭化物の集積箇所があるとく等から竪穴建物の可能性があ

るが,平面プランは S D 572の張り出し部として僅かに西側で方形のラインを検出できるのみである。

S D572の 張り出し部を竪穴建物の西辺, S D572の東肩の出っ張りを北東角と仮定すると,掘 り込み

として確認された一′点破線の範囲よりも一回り大きく3.6m× 4.4mと なり,床面積は15.8m2と なる。

覆土はⅥI層に似たオリーブ灰色シルトが主体で,僅かに炭を含んでいる。炭化物の集積は60cm× 40cm

の楕円形で,掘 り込みは持たない。

遺物は第 3層の下部から第 4層に含まれており,破片はあまり散らばらず,潰れたような状態で出

上している。46・ 47・ 50は立位,49。 53は逆向きに伏せた状態,44・ 51・ 52は横に寝た状態で出上し,

52の高杯は横位の脚部と45の甕の脇の杯部とが接合している。遺物集中箇所の南東ブロックでは破線

で図示した (第 15図)範囲で,42・ 43の甕の破片と48の高杯脚部の破片がまとまって出上している。

遺物集中箇所の北西ブロックの方では,炭化物の集積を囲むようにほぼ完形に接合できる遺物が出土

しており,意図的に置かれたと思われると2。

42の甕は外反する短い「く」字状口縁で底部は小さな平坦面を持つ。内外面ハケメで,外面下半に

ケズリを施す。43は内湾気味に立ち上がる有段口縁状の回縁に平底が付 く甕で,内外面ともにハケメ

で内面に粘土接合痕が残る。42・ 43と もに外面肩部以下に帯状に煤が付着し,42は 内面下半に焦げの

付着がみられる。44は外反する長い口縁に算盤玉に近い形の体部の小型壺で,外面はハケメ・ヘラケ

ズリで調整され, 日縁部から頸部にかけてヨヨナデを施す。46～ 53は高杯で,杯部の日径が20cm以上

27
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S2SY9/1黒 掲色シルト (褐色±10%混)ラ 1造構

SD573

77,y,,仄 オリーブ色絡質ンルト
S SYS14オ リーブ色砂質ンルト

%

第12図 遺構実測図
1.S1644  2.S1644・ SD573  3.SD573  4。 S1644-1(力 ‐マド)  5,S1644-2
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S1044‐2
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第13図 遺物出土状況図
S1644,SX645
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第14図 遺物実測図  (1/4)
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第16図

32

遺物実測図  (1/4)
SK545(42～ 53)
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の大型品と,15cm～ 18cmのやや小ぶりなものの二種がある。46は 日径20.5cmの大型品で,杯目縁部と

底部の間に明瞭な稜を持つ。49は杯部内外面にハケメが施されている。52は逆台形状の小さな杯部で,

杯部下位に明瞭な段を持つ。脚部は「ハ」字状に開くものと裾部が強く屈曲外反するものの中間的な

形態である。脚部は裾部が強く屈曲外反するものと,「ハ」字状に開くものの二種があるが,S1546
の高杯に比べ相対的に短 くずんぐりしている。ほかに炭化した木片が出土している。時期は古墳時代

中期と推定される。

5■号土坑 (S K511,第 18図 )

X223Y123付近に位置する。南北5。 7m,東西2.7m以上で東側は調査区外に伸びる。方形の掘 り込
みを持ち,南側が一段深 くなる。覆土は 2層に分かれ,上層は黒色シル ト(VI b層相当),下層は炭混

じりの明緑灰色粘質シル トである。遺物は出土しておらず,時期は不明であるが,覆上にⅥ b層相当

の上が堆積していることから古墳時代に属すと考えられる。

593号土坑 (S K593,第 17図 )

X232Y122に 位置する4.2m× 3.8mのやや歪んだ方形の土坑である。覆土は 3層に分かれ,上層が

黒褐色砂質シル ト,中層・下層が責灰色砂質上である。遺物は出上しておらず,時期は不明であるが,

方形の土坑であること,遺物が出上していないこと等,S K511と 似ており,同時期の遺構と考えられ

る。

599号土坑 (S K599,第 17・ 20図 ,図版14・ 26)

X250～ 251Y125に位置し,北側は調査区外に伸びる。東西2.2m,南北2.2m以上のやや歪んだ方形

の上坑である。覆土は 3層に分かれ,上層は灰色シルト,中層はオリーブ灰色シル ト,下層はオリー

ブ灰色粘土質シルトで,中層・下層は炭を含む。遺物は中層下部から下層にかけて多く含まれる。遺

物は破片が多く,投げ込まれたような状態で出土することからゴミ捨て穴と考えられる。

54は「く」字状口縁の甕で,内外面ともにケズリが施され,内面には粘土接合痕が残る。外面肩部

以下に帯状に煤が付着し,内面下部には焦げが環状に付着している。55は丸底の甕底部で,54と 接合

はしないが,同一イ団体 と考えられる。56は 口縁部が 1/4ほ どしか残っていないが,長い口縁が直線的

に伸びる小型壺と思われる。高杯は杯部日径が20cmの ものと,15cmの ものの二種がある。57は 口径20,7

cmの大型品で,杯部下部に下方に伸びる凸帯を持つ。調整は外面ハケメ,内面ミガキである。59・ 60

は「ハ」字状に開く高杯脚部である。高杯の杯部と脚部はそれぞれ別の個体で接合はせず,全休の形

が解るものはない。時期は古墳時代中期と推定される。

645号土坑 (S X645,第 12～ 14図,図版14・ 24)

X247Y123付近で検出されており, S1644・ S D573に切られている。方形の浅い掘形を持ち,竪

穴建物の可能性も考えられる。S1644に切られていることから,一段古い遺構と考えられるが,遺物

はS1644・ S D 573と の間で接合関係があり,大きな時期差は認められない。時期は古墳時代中期と

推定される。

649号土坑 (S K649,第 19・ 20図,図版27・ 28)

X221～ 222Yl16付近に位置し, S D 650に切られている。南北4.4n,東西3.8m以上を測り,西側

に張り出した部分は付 くが,ほぼ方形の掘形を持つ。竪穴建物の可能性もある。中央部分が幅約 lm
の溝状に深くなっている。覆土はオリーブ灰色シルトの単層である。遺物は南東角と北東角付近の二

箇所からまとまって出上しているが, どちらも細片である。

61は「く」字状日縁の甕で, 日縁部に指頭圧痕が残り, 日縁端部全周に煤が付着する。体部の方は

33
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外面肩部以下に帯状に煤が付着するものと思われる。62は 回縁部を欠く長胴の体部の甕で,底部に小

さな平坦面を持つ。調整は外面ハケメ,内面ナデで内底面に指頭圧痕がみられる。外面肩部に帯状に

煤が付着しており,内面下半にも環状に焦げが付着する。時期は古墳時代中期と推定される。

691号土坑 (S K691,第 18・ 20図 )

X239Yl15付近に位置し,2.5m× 1.7mの不整形の土坑である。覆土は,暗灰黄色砂質シルトと黄

灰色砂質シル トの 2層に分かれ,レ ンズ状の堆積をしている。遺物は63の甕で,覆土中に破片で含ま

れていたものである。63は頸部で緩く屈曲し直立気味に外反して伸びる日縁部を持ち,頸部～肩部に

かけての内面には粘土接合痕と指頭圧痕が残る。胴部外面は肩部から下に煤が付着している。図示し

た遺物のほかに,外面ハケメ,内面ナデで器壁の厚い大型の甕または壷と考えられる破片があり,こ

れはS1547の破片と接合する。また, S1547と近接した位置 (S1547の南西角から40cm南)に ある

ことから, S1547と 関連した施設と考えられ,時期は古墳時代中期と推定される。

692号土坑 (S K692)

X238Yl16に 位置する。直径30cmの円形の上坑で,深さは10cmを測る。覆土は黒褐色砂質シルトで

ある。壺と考えられる土師器小片が出土している。時期は古墳時代に属すと考えられる。

C溝

500号溝 (S D500,第 21・ 25図 )

X240Yl13付近から調査区北西端へ向かって北流する溝である。X240Yl13付近で西へ曲がりSD

650に切られている。X250Y■ 0付近で分岐する。幅約 3m,深さ平均30cmを測る。覆土は褐灰色粘質

シル ト,灰色砂質シルトが主休である。遺物は内外面ハケメの甕胴部破片など小片が散発的に出土し

ている。時期は古墳時代中期と推定される。

552号溝 (S D 552,第 24～ 31図 ,図版15。 30・ 43・ 44)

A・ Bl地区の西側を南から北へ流れる自然河川で,幅約15m,深 さ50cm～ 80cmほ どである。X211

Y l10か らX230Y105に かけて中洲状に流れの浅 くなる箇所を境に,西側をS D553と しているがSD

552の一部である。同様に, S D 555・ 800は S D552の堆積途中で有機質を含んだ黒褐色粘質上が淀み

状に溜まった箇所と考えられ, S D552に含まれる。堆積は緩やかであったと推測され, S D 552内 で

はⅥ層土はⅥ C層 :暗灰黄色粘質シル ト (第 4層),Ⅵ d層 ;黄灰色粘質シルト (第 5層 ),Ⅵ e層 ;

灰黄色粘質土 (第 6層)の 3層に細分される。覆上の中からは古墳時代中期に属す遺物は出土してお

らず,覆上の上面から古代前期の遺物が出土する。覆土中位の第 4層・第 5層に中間的な時期の遺物

が故発的に含まれている。遺物の出土状況からS D552は古墳時代中期以降の自然河川で,9世紀後半

の段階にはほぼ埋まっていたものと推定される。

S D552出 上の遺物は比較的少ない。88は内面黒色処理された土師器椀で,途中で屈曲し外方へ伸び

る長めの口縁部を持つ。89は須恵器で杯 Gと して図化したが,強いロクロロがみられ杯H蓋の可能性

がある。90は「く」字状口縁の甕で,器壁は厚 く内外面ともにケズリが施されている。91は 内面赤彩 ,

外面黒色の椀である。92は第 4層中から一個体が潰れたような状態で出土した須恵器大甕で,日縁部

は短く,端部は丸みを帯びている。外面平行タタキ,内面同心円の当て具痕で,体部外面をタタキの

後ハケ状工具で横方向に削っている。これらの遺物の時期は, 6～ 7世紀初め頃と推定される。93は

S D 555と している有機質を含んだ黒褐色粘質土中からの出上で,四つ歯の下駄である。左側側面が欠

けているが長さ25,8cln,推定幅約12.6cmで,ケヤキ材である。94は長さ120cm,幅 9.5cmの板材で,ほ

ぞ孔と思われる孔が三ヶ所あいており,建築部材と考えられる。表面は平らであるが,裏面は凹凸が

認
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ある。この凹凸については,腐食によるものであるのか,人為的に力日正 したものか不明である。93・

94の木製品は土師器椀や須恵器大甕 とほぼ同レベルからの出上である。

95～ 107の加工材は,「方形枠付 き」田下駄
と3ぃゎゅる大足と思われる部材である。第 5層上面にあた

るS D 800と した黒褐色粘質土上で lm× 2mの範囲内からまとまって出上してお り,東西二つのブロ

ックに分かれる。95～ 103は横木にあたる部材で,95～ 99の棒状のものと,100～ 103の板状のものの二

種がある。前者は先端が丸みを帯びた長ほぞを持ち,ほ ぞ付け根付近に圧痕がみられる。ほぞ中央部

には木釘が打ち込まれており,孔から抜けない構造になっている。後者のうち101・ 102は両端を削り

だしておりほぞと考えられ,中央には足板を載せるための袂 りがみられる。また,101は 片面に墨書が

みられ,転用材注4と 思われる。墨書は七文字と思われ,一文字目は「庄」かと考えられるが,以下は判

読できない。104は縦枠の枠木と考えられる部材で,6.5cm～ 12cmの 間隔をおいて長方形の 7つの孔が

穿たれている。先端部に一番近い孔の上方には外側面から内側面にかけて圧痕がある。105～ 107は足

板で両端部と中央部の三ヶ所に圧痕がみられる。すべての部材について樹種鑑定を行っていないが,

96・ 102～ 104・ 106・ 107はスギ材,105の足板はヒノキ科である。図示していない部材を含めると,棒

状の横木が 7本,板状の横木が 4枚,足板が 2枚,横木か足板か不明のものが 1枚,枠木は104の ほか

に10片ほどの破片があり,こ れらの部材が一個倅とすると全長約1.6mに 推定復元される滋5(第 31図 )。

足板が 2枚あり,それぞれ東西両ブロックに分かれて出上していることから,二個体の可能性も考え

られるが,現時コミでは一個体か二個体か不明である。大足は弥生～平安時代の遺跡にみられ,古墳時

代中期～後期に出土数が増加するとともに,九州から東北地方に至る各地域でみられるようになり,

その様相は平安時代まで維持されるというこ
6。本例は92の須恵器大甕と同レベルからの出上であること

から, 7世紀初め頃のものと推定される。時間幅があるとしても, 9世紀を下らないものと考える。

553号溝 (S D553,第 24。 28図,図版43)

X2■ Y l10付近でS D552か ら分岐し,X230Y105付近で再びS D 552に合流する。S D 552の一部で

ある。

555号溝 (S D 555,第 24・ 28図,図版44)

X210Y107か らX217Y103付近にかけての淀み状の堆積で,幅1.6m,深さ20cm弱 を測る。堆積土は

有機質を多量に含む黒褐色粘質土からなる。 S D 552の一部である。

572号溝 (S D 572,第 21・ 23図,図版29)

X230Y125付近からX250Y■ 7付近へ北流する溝で,X250Y■ 7の辺 りで S D573と合流する。深さ

20cmほ どの浅い流れで,自然流路と考えられる。S K545を切っている。覆土はォリーブ灰色シルトか

らなり,遺物は覆土上面にみられ,特にX245Y120付近の竪穴建物周辺に集中する。

78・ 79は「く」字状日縁の甕で,78は 内外面ともに粘土接合痕が残る。80・ 81は甕底部で,80は九

底,81は小さな平坦面を持ち,内外面ともにハケメで仕上げられている。80は S D573出 上の破片と接

合する。82は「く」字状日縁に長胴の体部の小ぶりの甕で,日縁部に指頭圧痕が残り,体部は内外面

ともケズリである。日縁端部ほぼ全周と,外面肩部に帯状に煤が付着する。84はやや潰れた球形の体

部の小型壺で,日縁部は欠けているが,直線的に外方に伸びる日縁が付 くと思われる。調整は体部外

面は格子状にハケメ,頸部は横方向のナデ,内面はナデである。85～ 87は高杯杯部で,85は 明瞭な段

を持つ。87は鉢状の杯部で,脚が付 くのか不明である。S K545を切っているが,大きな時期差は認め

られず,時期は古墳時代中期と推定される。

573号溝 (S D573,第 12～ 14図,図版24)

を0
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X236Y130付近からX250Y■ 7付近へ北流する自然流路で, S D 572と 合流する。 S1644・ S X645

を切っている。幅約3.8m,深さ30cm弱 を測り,覆土は灰オリーブ色粘質シルトである。遺物は覆土上

位に含まれており, S1644・ S X645周 辺に集中する。破片が多く, S1644・ S X645・ S D 572出土

の破片と接合する。図示はしていないが,「 く」字状口縁の甕口縁部が 5個休,高杯脚部 1個休,高

杯杯部 1個体などがある。時期は古墳時代中期と推定される。

650号溝 (S D 650,第 19・ 21・ 22図,図版27・ 28)

X206Y l15付近からX242Y■ 1付近べ北流する溝である。自然河川 S D 552の東を流れる溝で,幅約

5m,深 さ30cm～ 40cmで肩が比較的しっかりしており,人為的に掘られた溝の可含を隆がある。S K649・

S D 500を切 り, S D 502・ SB2・ SB3に 切られている。覆土は 3層に分かれ,上層はオリーブ責

色シル ト,中層・下層はオリーブ灰色粘土質シルトで中層は僅かに炭が混じる。遺物は S K649周辺に

多く,溝肩から底にわたって出土するが,S K649の遺物との間に接合関係はみられない。 64～ 68は

「く」字状口縁の甕で,64の外面は不規則なハケメで胴部下位はケズリで仕上げられ,頸部に指頭圧

痕が残る。内面は日縁部と胴部中位にハケメが施され,下位はヘラナデである。外面は日縁から胴部

中位まで煤が付着し,内面胴部中位以下に環状に焦げが付着している。65は内外面ともにハケメで,

内面には粘土接合痕が残る。67は比較的硬質の上器で,底部を直径 4 cmほ どの円形に削りだしている。

内底面にはタール状の焦げが付着している。68は 日縁端部と頸部に指頭圧痕がみられ, 日縁端部は平

縁状に面取りされている。平底の底部が付き,底部内面には焦げが付着する。69の高杯は浅い皿状の

杯部に,ずんぐりとした脚裾部で強く屈曲外反する脚部を持つ。杯部下位にはヨヨナデされた不明瞭

な段を持つ。71は高杯杯部で,杯部下位に稜を持ち,内面は丁寧にミガキが施されており,赤彩され

ていた可能性のある精製品である。73は直径12cmで,内湾して伸びる体部を持つ蓋形土器である。つ

まみの付け根に指頭圧痕がみられる。内面にはタール状の物質が付着している。時期は古墳時代中期

と推定される。

74～ 77の遺物はX218Y■ 5の SB2付 近からの出上で,後世の流入品と考えられ,本来はSB2に

伴う遺物と考えられる。74は糸切 り調整が施されたもので,内面は黒色処理されている。75は直線的

に外方に伸びる大型の椀で, 9世紀後半～10世紀初頭頃の遺物と考えられる。内外面には煤が付着し

ており,外面日縁部は密にタール状の物質が付着している(ス クリーントーンで図示)。 図示はしてい

ないが,こ のほかに須恵器杯や,土師器鍋などX215以南から古代前期の遺物が出上しており,いずれ

も後世の流入と考えられる。

800号溝 (S D800,第 24～ 26・ 29～31図 ,図版43・ 44)

X239Y102か ら調査区外へ伸びる淀み状の堆積で, S D 552の一部である。幅2.2m,深さ約50cmを

測る。覆土は黒褐色粘質土・褐灰色砂質土・灰色砂質土 。暗灰黄色粘質シルトに分かれ,黒褐色粘質

上の上面から大足が出上している。
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SD572

第23図 遺物実測図 (1/4)
SD572(78～ 87)
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第26図 遺物出土状況図
SD552(SD800)
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第27図 遺物出土状況図
SD552
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D 包含層出上の遺物

甕形土器 (第 32図,図版30。 31)

Ⅵ b層及びⅥI層出上の甕形土器である。108～ 115の 回縁はいずれも「く」字状口縁であるが,形態

は多様である。108は直立気味に伸びて端部が外反する短い口縁で,僅かな段を持つ。体部は下膨れ気

味の長胴で,外面と内面下位に細かいハケメを施しており,外面肩部以下に帯状に煤が付着する。内

面に粘土接合痕が顕著に残る。109は器壁が厚く,調整も雑で日縁端部は不規則なケズリが施されてい

る。底部破片は回縁部破片と同一地点からの出土であるが,体部破片が少なく,全体のプロポーショ

ンは推定である。■1はやや長めの回縁で,端部を薄 く引き伸ばしている。調整は外面ハケメで頸部を

横方向にナデており,内面はナデで粘土接合痕を残す。112は頸部内面に鋭い稜を持ち,端部に指頭圧

痕の残る日縁で,端部をつまみ上げ面取りしている。内外面ケズリ調整の体部が付 く。113は端部を平

縁状に面取りしており,頸部内面に粘土接合痕を残す。114は直立気味に立ち上がり,端部が外反する

日縁で,日縁全周に媒が付着している。115は直線的に伸びる日縁で,日縁外面に不規則なケズリを施

し,端部を平縁状に面取りしている。口縁部全周と外面肩部以下に帯状に煤が付着しており,胴部中

位は密である。■6は 内外面ともにケズリで仕上げられた甕で,底部は直径 4 cmほ どを削った平坦面を

持つ。体部外面中位以下に帯状に煤が付着する。

壺形土器 (第33図 ,図版31・ 32)

包含層出上の壺形土器である。■9・ 120は外反する「く」字状口縁に球胴の体部の壺である。■9は

日縁部全周及び外面肩部以下に帯状に煤が付着し,内面下位に焦げが付 く。内面の焦げの付着ライン

は,外面の煤付着ラインの下端と一致している。121～ 123は 口縁部下端を突出させる有段口縁の壷で,

「山陰系」の影響を受けたものと考えられる。121は器壁が厚く,外面ケズリ内面ナデで,内面肩部に

粘土接合痕を残す。126は直立する口縁の端部を薄くつまんでおり,日縁中ほどに段を持つ。127～ 130

は底部片のみで,全体の器形の解るものはない。128は平底で,外面ナデ,内面 ミガキで丁寧に仕上げ

られている。129は底部に糸切 り痕がみられ,9～ 10世紀頃の小甕底部と思われ,後世の流入品である。

131～ 137は九底・球胴の体部に長い口縁部が直線的に伸びる中・小型壺である。131はやや内湾気味に

伸びる日縁で,頸部内面に段を持つ。調整は外面は不鮮明であるが,内面にはハケメが施され,内底

面に指頭圧痕がみられる。外面体部中位に煤が付着し,内面下位に環状に焦げが付着する。132はやや

短めの日縁に,潰れた球形の体部を持ち,内外面ともにケズリで仕上げられている。133は内湾気味に

立ち上がる日縁に潰れた球形の体部で,外面下半は横方向のハケメが施されている。内面は胴部中位

以下に指頭圧痕がみられる。134は薄く伸びる日縁で,頸部内面に鋭い稜を持つ。調整は外面頸部から

胴部最大径まではミガキで,下半は粗いケズリである。136・ 137は直線的に伸びる長い口縁で,端部

は薄く仕上げられており,頸部内面に鋭い稜を持つ。136と 137の胎土は類似しており,同 じ産地のも

のと思われる。

高杯形土器 (第34図 ,図版32・ 33)

包含層出上の高杯形土器である。全体の器形が解るものは138のみである。138は途中で屈曲して広

がる椀型の杯部に,裾部が屈曲外反する脚部を持つ高杯で,杯部下半に小さな段を持つ。脚部内面に

は粘土接合痕が顕者に残る。139～ 144は杯部のみである。139は 日径19cmと 推定される杯部で,形態は

138と 類似する。141は逆台形状の小さな杯部で,杯部下位に下方へ伸びる凸帯状の段を持つ。S K545

出上の高杯52と 同様の脚部が付 くものと考えられる。142は 口縁端部が強く外反する。144は杯部下位

に断面三角形状の凸帯が付 く。145～ 152は脚部のみで,裾部で強く屈曲外反するものと,「ハ」字状

フ
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に開いて裾部が屈曲するものの二種がみられる。調整は外面 ミガキで,裾部にハケメが残るものもあ

る。内面はナデで,粘土接合痕が顕者にみられるものが多い。

ま と め

包含層出上の遺物は以上であるが,その出上位置は 5つのブロックに分かれる。北から第 1ブロッ

クはX250Y■ 7の S D572・ 573の合流部付近,第 2ブロックはX250～ 245Y125付近でS1574・ 644・

S X645。 S K599に 囲まれた区域である。第 3ブロックはX245Y■ 7～ 120の S D 572の西側肩で, S

K545の南, S1546の 東に近接した区域,第 4ブロックはX237Y■ 6～■7の S1547の 南側一帯であ

る。第 5ブロックはX218～ 214Y■ 7の S D 650東側肩付近である。これらのブロックは,いずれも隣

接した位置に竪穴建物あるいは土坑がある。遺構出上の遺物との間で接合関係はみられないが,一括

性の高い土器群 として捉えることができる。

包含層出上の遺物も含めて一括土器群として扱うことを前提とすると,当土器群の器種構成は次の

ようになる。須恵器は出土しておらず,上師器のみによって構成される土器群である。甕と壺につい

ては識別が困難なものが多く,甕 とした中に本来は壷に含まれるべきものがあると思われるが,こ こ

では甕として扱っている。器種構成は,破片数では甕が多数を占めているが,個体識別では甕36%,

壺■%,河 型ヽ壺 9%,高杯43%,蓋約 1%と なる。高杯は遺構出土品に限ってみると47%と なり,高

杯の占有率の高さは当土器群の特徴といえる。 2つ 目の特徴としては,壺における小型壺の比率が高

率であることを挙げることができる。また,当土器群には椀・手づ くね土器がみられないことも特徴

の 1つである。

以上の様相から当土器群は,当該時期を扱った田鳴明人氏の編年連
7に よると,古墳時代 3様式 I期に

該当するものといえる。該当する項目を列挙すると,椀の定型前段階,小型壷の主体的存在,手づ く

ね土器及び須恵器の未共伴等である。また,「布留系」甕がみられず,杯部に鋭い稜ないしは凸帯を持

つ高杯,「ハ」字状に開く脚部を持つ高杯が一定量みられる′点については,当該期の能登・越中の特徴

として挙げられた′点と一致するものである。実年代では, 5世紀中葉～後半に位置づけられるものと

考えている。

注 1 カマ ドの各部分の名称については,現代カマ ドを基本に復原された以下の図に従う。
科学技術庁資源調査会 1958『かまど改良に関する調査報告』

(三島道子)

煙出口

磐③

煙道口
燃
焼②
部

焚 回
焚出口①

突
　
　
　
口

横
煙
道

道

火
袋
部

煙
　
　
　
煙

焚 ロ

古代カマ ド
(1を基本に

複原)

カマド模式図 聯 」冒覇島理糾奨盈り

日日【【（〔〕〕【
1.現代カマ ド

55



1 古 墳 時 代

注 2 明らかに意図的に置かれたと思われる出土状況を示すもので,「放置」とは意識の差が想定できる場合。何らかの祭祀行為
の痕跡と捉えられている。高杯や小型壺が完形・準完形で弧状に出土したものであることから,何らかの意図があると思わ

イをる。

桐生直彦 1987「遺物出土状態の分析に関する覚書―カマ ド出現前の住居址を中心として」『貝塚』38号

注 3 秋山浩三 1993「「大足」の再検討」『考古学研究』第40巻第 3号
注 4 文字の位置は袂 り部分を除けてやや左寄 りに書かれており,大足として作られた後に墨書されたものと推測されている。
横山和美 1996「五社遺跡」『木簡研究』第18号

注 5 佐賀和美 1994「五社遺跡出上の大足」『埋蔵文化財年報(5る 財団法人富山県文化振興財団
注 6 秋山浩三 1993「「大足」の再検討」『考古学研究』第40巻第 3号
黒崎 直 1996「古代の農具」『日本の美術』357 至文堂

注 7 南加賀地域を主体 とした編年で,小松市漆町遺跡で報告した漆町編年 (田鳴1986)を 基本とし,翌年永町ガマノマガリ遺跡
の報告で修正したもの。

田鳴明人 1986「漆町遺跡出土土器の編年的考察」『漆町遺跡 I』 石川県埋蔵文化財センター

田嶋明人 1987「遺構・遺物の検討」『永町ガマノマガリ遺跡』石川県埋蔵文化財センター

引用 。参考文献

河西健二 1994「五社遺跡」『埋蔵文化財年報(D』 財団法人富山県文化振興財団

樫田 誠 1994『念仏林南遺跡 I』 小松市教育委員会

酒井重洋・島田修- 1987『北野遺跡・椎土遺跡緊急発掘調査概要』小杉町教育委員会

出越茂和 1995『上荒屋遺跡 I 第 2分冊古墳時代編』金沢市教育委員会

藤田富士夫他 1974『 富山市境野新遺跡発掘調査報告書』富山市教育委員会

藤田富士夫他 1983『古沢A遺跡発掘調査概要』富山市教育委員会

望月精司 1995『念仏林南遺跡Ⅱ』小松市教育委員会
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包含層

第34図 遺物実測図  (1/4)
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2 古 代 前 期

古 代 前 期

古代前期の遺構は掘立柱建物12棟,棚 1条,土坑,溝,畠跡,道路跡,集石遺構がある。遺構はA
～B3地区までの遺跡北側で確認されている。掘立柱建物は平面積30na2以下の小規模なもので,三方

に溝が巡るものや,棟持柱列があるものなど多様な在 り方をしている。遺物は少ないが,8世紀代～10

世紀初め頃までのものがみられ,主休は 9世紀後半～10世紀初めにある。

A 掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SBl,第 35図,図版 16)

X223～ 222Yl18に位置する。道路跡 S F523の 南端にあたり,S F523を 切っている。 2間 × 8間の

総柱建物である。桁行4.48m,梁行3.8mを 測 り,平面積は17∬である。主軸はN-8° 一Wの南北棟で,

やや西に振れる。柱間は桁行が北から2m,1.9m,梁行が西から1.8m,1.7mで ある。柱掘形は直径

40cm～ 50cmの 円形であるが,中央の柱穴 (S P688)の み20cm× 30cmと 一回り小さい。深さは平均20cm

である。掘形埋土は灰オリーブ色砂質シル トまたは黒褐色シル トで,柱痕跡が認められるものはない。

柱穴から遺物は出土していないが, SB2・ SB3と の関係から建物の時期は 9世紀後半 と推定され

る。

2号掘立柱建物 (SB2,第 36・ 37図,図版 16・ 35)

X217Yl15に 位置し, S D650を切っている。 S D 650が ほぼ埋 まった後の建物で, 2間× 2間の側

柱建物である。桁行3.56m,梁行3.6mのほぼ正方形で,平面積は12.8m2を 測る。主軸は真北を向 く南

北棟である。柱間は桁行が北から1.6m,1.6mで,梁行は北柱列が西から1.4m,1.7m,南柱列が1.6

m,1.5mと なり,南北で柱位置が微妙にずれている。注掘形は直径50cm～ 60cmの 円形で,深さは10cm

～20cmと 浅い①掘形埋土は地山 (オ リーブ灰色砂質シル ト)混 じりの黒褐色シル トで,僅かに炭が混

じる。柱痕跡は S P538で確認されている。建物の西側を除 く三方には浅い雨落ち状の溝 S D 530・ 655。

540が巡っている。 3本の溝はいずれも幅50cm～ 60cmで,深さは約 10cmと 極めて浅いものである。溝の

覆土は炭混 じりの黒褐色シル トで,柱穴の掘形埋土と変わらない。これらの溝は,単なる雨落ち溝で

はなく,溝を含めた範囲を建物敷地 とし,竪穴建物構造 との融合が想定されてお り, 2間 × 2間に溝

を巡らせるのは,竪穴建物規模の空間利用を継承 したものと考えられているこ1。 溝で囲まれた範囲を建

物敷地 と仮定すると,平面積は約27.5m2と なる。

遺物は柱根 と思われる木片 と,S P536か ら土師器椀の口縁部小片,身合内側から瓶 と思われる須恵

器片,体部タタキの須恵器甕が出土している。図示はしていないが,こ れらの遺物は 9世紀後半のも

のと考えられる。169の甕口縁は S D530か らの出上であるが,古墳時代の遺物で混ざり込みと考えら

れる。建物の時期は 9世紀後半 と推定される。

3号掘立柱建物 (SB3,第 36。 37図,図版 16・ 34。 35)

X210Y l15付近に位置する, 2間 × 2間の側柱建物である。桁行 5m,梁行4.2mで,南東角がやや

歪んだ建物で,平面積は21m2である。主軸はN-4° 一Wで,僅かに西に振れる南北棟の建物である。

柱間は桁行が西柱列が北から2.4m,2.lmで,東柱列が1.8m,2.4mと なり,梁行は北柱列が西から

1.lm,3.7mで,南柱列が1.9m, 2mと なり,各々柱位置は一致 しない。柱掘形は40cm～ 50cmの 円形

のものが主であるが, S P671は長軸100cm× 短軸40側の楕円形である。掘形埋土はいずれも炭を僅か

に含む黒褐色シル トであるが,S P671の掘形埋土については他の柱穴よりも炭の含有量が多く,さ ら

に焼土を含むものである。柱痕跡は確認されていない。建物の中央北寄 りに位置するS K676の 覆土は

ω
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第Ⅳ章 遺構 。遺物

柱穴 と同様の炭混じりの黒掲色シル トで,焼けた石が出上している。建物の北側及び東側にはS D 516

が巡る。S D 516は 幅82cm,深さ10cm～ 15cmと 浅いものである。SB2と 同様に単なる雨落ち溝ではな
い可能性がある。溝で囲まれた範囲を建物敷地 と仮定 した場合の平面積は約301n2と なる。

遺物は柱穴,S D516及びS D 516に 囲まれた内側からまとまって出上している。特に S P659・ 671・

672・ 673, S K519で建物の南側から集中して出上している。 S P671か らは155の上師器椀や土師器甕

が出上してお り,地鎮祭祀の可能性 も考えられる。153は S P673出 上の内面黒色処理された椀で, 日

径12.6cmを 測り,体部下半にロクロケズリを施す。底部に糸切 り痕はみられない。155は ロクロロの強

く残る椀で,内外面ともに煤が付着している。158は直線的に外方に伸びる体部で,器高の高いもので

ある。160は建物の身合内部に位置するS K519出 土の椀で,体部下半にケズリを施す。161は ロクロ成

形の皿底部である。162は付け高台の椀で,底部に糸切り痕が残り,10世紀代のものと考えられる。154～ 162

までの椀・皿はいずれもロクロ成形によるもので,153を 除く全ての底部は糸切 り無調整である。163

は須恵器杯底部で,S D 502出上の破片と接合している。164は S P659出 上の頸部及び肩部に細い沈線

が 3本巡る瓶で, 9世紀代のものである。165は S P672出 土のロクロ成形の小甕で,底部に糸切 り痕

を残し,内面は黒色を呈している。166は甕で,外面はカキメが施されていると思われるが,煤が付着

しており,明瞭ではない。167・ 168は S D516出 上の甕日縁である。この他,図示はしていないが外面

にタタキを施された甕胴部破片や,須恵器瓶肩部,平 lHな頂部につまみの付 く須恵器杯蓋などがある。

遺物は160・ 163・ 164がやや古手の様相を持ち,162が新しい様相を持つなど若千の時期差があるが,

主体は 9世紀後半にある。このことから,建物の時期は 9世紀後半と推定される。

4号掘立柱建物 (SB4,第 38。 39図 ,図版16・ 17)

X193～ 194Y92付近に位置し, 2間 ×2間の側柱建物である。桁行 6m,梁行4.08mで,平面積は
28.8m2を 測る。注間は桁行が北から3.8m, 2mで,梁行が西から2m, 2mである。柱穴の検出が困

難であった為,確認しきれなかった柱穴がある。柱間はほぼ 2mの間隔であり, S P 3403が 北柱列の

S P 3402か ら1.8mの位置にあることから,柱穴の一つと仮定すると3間 ×2間の総注建物となり,柱

間は約 2m間隔の均―なものになる。主軸がN―■°一Wの南北棟で,西に振れた建物である。柱掘形

は直径30cm～ 40cmの円形で,深さは約10cmと 浅い。柱穴掘形埋土は暗灰黄色砂で,柱痕跡は確認され

ていない。遺物は出土していない。

SB4は 古代後期遺構面 (V層 )と 古代前期遺構面 (ⅥI層 )と の間のⅥ層上面で検出されている。
Ⅵ層は古代前期及び古墳時代の遺物包含層にあたり, 5 cm～ 10cmの厚さである。SB4～ SB7は ,

古代後期面と前期面の間で検出されていることから,こ こでは古代中層面と仮称している。古代中層

面は遺物包含層がなく,V層からすぐに遺構検出面となっている。時期の決め手となる遺物が乏しく,

時期は不明だが,層序から古代後期 (10世紀後半～)と 古代前期 (9世紀後半～10世紀初め)の間と

考えられる。また,古代前期との間に大きな時期差はないと考えられている。このことから,古代中

層面は10世紀前半でも早い時期 (10世紀始初め頃)の遺構面と推定される。

5号掘立柱建物 (SB5,第 38・ 39図,図版16・ 17)

X189Y94付近で, SB4の南 4mに位置する。 2間 ×2間の側柱建物で,桁行4.4m,梁行3.7m,

平面積16.3m2を 測る。主軸はN-2° 一Wで,僅かに西に振れる南北棟の建物である。柱間は桁行が北

からlm,3.4mで,梁行が西から1.5m,2.lmで ある。柱穴はSB4同様に検出が困難であった為 ,
確認されていないが,桁行は 3間の可能性が考えられる。桁行 3間 と仮定すると, S K3438は西柱列

の柱穴の可能性があり,東柱列には S K3438と対になる位置に柱穴があったと思われる。柱掘形は直
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2 古代 前期

径約 30clnの円形で,深さは10clnと 浅い。掘形埋土は黒褐色砂質シル トで,柱痕跡が確認されたものは

ない。 S P 3442か ら土師器椀のガヽ片が出上しているが,他の遺物はみられない。 SB5は SB4と 同

様に古代中層面の遺構であり,建物の時期は10世紀初めと推定される。

6号掘立柱建物 (SB6,第 38・ 40図,図版 17)

X186Y94付近に位置し,SB5の 南50cmに近接する建物である。1間 ×2間の側柱建物に 1間× 1

間の代風施設が付 くものであるが, 3間 ×2間の総柱建物である可能性もある。 1間×2間の場合 ,

桁行は3.5m,梁行は4.2m,平面積は14.9m2と なり, 2m× 2m(4m2)の 付属施設が付 く。柱間は

桁行が3.4m,梁行は西から2m, 2mと なる。 3間 ×2間の場合は,S P 3446を 柱穴とし,桁行の柱

間が北から1.9m,1.9m, 2mと なり,平面積は23.3m2で柱間 2mの総柱建物となる。 SB4・ 5と

同様に柱穴の検出が困難であった為,確認されていない柱穴の存在を考慮すると, 3間 ×2間の総柱

建物であった可能性の方が高いと思われる。主軸はN-5°一Wで,やや西に振れる南北棟の建物であ

る。柱掘形は直径20cm～ 30cm,深さ10cmの小規模なものである。掘形埋土は黒褐色砂,暗灰黄色砂質

シル トで,柱痕跡は確認されていない。遺物は出上していないが,古代中層面の遺構であることから,

建物の時期は10世紀初めと推定される。

7号掘立柱建物 (SB7,第 40図,図版17)

X183Y83に位置する 1間 ×1間の側柱建物である。 SB4・ SB5。 SB6と はS D 3475を 挟んだ

対岸にあたる。桁行2.8m,梁行2.3mで,平面積は6.5m2を 測る。主軸は真北方向の南北棟である。桂

掘形は直径20cm～ 30cmの 円形で,深さは10cmと 浅い。掘形埋土は黒褐色砂または暗灰黄色砂で,僅か

に炭を含む。柱痕跡は確認されていない。遺物は出上していないが, SB4～ SB6と 同様に古代中

層面検出の遺構であることから,建物の時期は10世紀初めと推定される。

8号掘立柱建物 (SB8,第 40・ 41図,図版18)

X170Y95付近に位置する。 2間 X2間の側柱建物で,桁行3.6m,梁行2.8mの東西棟である。平面

積は10。 lm2を浪1る。柱間は桁行が西から1.5m,1.8mで ,梁行が北からlm,1.6mで ある。主軸はN―

82°一Wで東西に向く。 2間 ×2間の東西棟としているが,地区北側へ伸びて 2間以上となる可能性も

あり,こ の場合はN-10° 一Eの南北棟になる。柱掘形は長軸30～ 40cm×短軸20cmの楕円形で,深さは

10clnほ どである。掘形埋土は暗オリーブ灰色砂質上で僅かに炭を含む。柱痕跡は確認されていない。

西柱列の西側80clnには 1号棚列 (SAl)が ある。SAlの柱掘形は直径20cmの穴から40cmの穴ま

でで統一性がなく,柱間も不規則である。掘形埋土は責灰色砂質土である。 SAlは真北を向いてお

り, SB8と は方位が一致しない。このことから, SAlが SB8に伴う棚列であるのかは不明であ

る。 SB8・ SAlと もに遺物は出土していないが,ⅥI層検出の遺構であることから,建物の時期は

9世紀後半と推定される。

9号掘立柱建物 (SB9,第 41・ 42図,図版18)

X168Y95～ 96付近に位置し, SB8の南側1.5mに ほぼ平行に並ぶ 3問 ×2間の東西棟の建物であ

る。桁行4.2m,梁行 3m,平面積12.9m2を 測る。柱間は桁行が西から0.9m, 2m, lmで ,梁行が

北から1.5m,1.4mと なり,不規則である。柱掘形は直径20cmの円形のものが多いが,長軸50cll,短

軸30cmの楕円形のものもあり,統一性に欠ける。掘形埋土は灰色砂質上で,僅かに炭を含む。柱痕跡

は確認されていない。主軸はN-80° 一Wで東西に向く。SB9の 南西角は,S B10の北東角と重複し

ているが,新旧関係は不明である。 SB9・ S B10両方の建物の柱穴に挙げられているS P 4399か ら,

ロクロ成形の土師器椀の小片が出上しているが, どちらの建物に伴う遺物であるのか不明である。こ

露
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2 古代 前期

の他に遺物は出土しておらず,時期決定の決め手に欠けるが, SB8と 並ぶことから同時期の建物 と

考えられ, 9世紀後半 と推定される。

10号掘立柱建物 (S B10,第 41・ 42図,図版 18)

X167Y94付近に位置し,SB9と 一部重複 している。 2間 × 2間の側柱建物で,梁中央に棟持柱 と

考えられる柱列を持つ。桁行4.2m,梁行3.5mの南北棟で,平面積は14.6m2を 測る。柱間は桁行が北

から1.8m, 2.2mで , 梁イ子が西から1.7m, 1.7mと なり, 中央柱列は1ヒから0.8m, 2m, 1.lmと な

る。柱位置は桁行,梁行ともに東西南北で一致せず,不規則である。柱掘形は直径20cm～ 30cmの 円形

であるが,中央柱列の柱穴は40cm～ 50cmの大きな掘形を持つ。掘形埋土は,側柱列が黒色砂,責灰色

砂質上で,中央柱列がオリーブ灰色砂質上で僅かに炭を含んだものであり,両者の埋土は異なる。柱

痕跡は確認されていない。主軸はN-8° 一Eで,やや東に振れる。

中央柱列は S P 4401・ 4379・ 4384で,棟持柱と考えられる。棟持柱には 11独立棟持柱, 2:近接

棟持柱,3:屋 内棟持柱の 3形式があると2。 1は「妻側柱筋から外に大きくはなれた位置に棟持柱を立
てる」もの, 2は「妻側中央柱が柱筋に接するかあるいは柱 1～ 2本分外側にずれて棟持柱を立てる」

もので, 3は 「屋内に棟持柱を立てる」ものである。 S B10の場合は近接棟持柱 (S P 4401)と ,屋

内棟通りの両妻側寄 りの 2ヶ所の棟持柱 (S P 4379・ 4384)が一体となって棟木を支持する形式の屋

内棟持柱と考えられる。

SB9と 重複しているS P 4339以外の柱穴からは遺物は出上していない。SB9と の新旧関係は不
明であるが,大きな時期差はないものと考えられる。また,棟持柱列を持つ S B12と ほぼ平行に並ん

でおり, S B12と 同時期の建物と考えられる。このことから, S B10の時期は 9世紀後半の範疇に収

まるものと推定される。

11号掘立柱建物 (SB■ ,第 41・ 43図 ,図版18)

X168～ 169Y92付近に位置する。 2間 ×2間の側注建物で,桁行3.6m,梁行3.4mで若千東西方向

に長い建物である。平面積は12.4m2を 測る。柱間は桁行が西から1.8m,1.7mで ,梁行は西柱列が北

から2.3m,1.lm,東 柱列が1.6m,1.7mと なり,梁行では東西で柱位置がずれる。主軸はN-88° 一

Wで東西を向く。柱掘形は30cm～ 40cmの 円形で,深さは10cm～ 20cmである。掘形埋土は灰色砂質土で,

僅かに炭が混ざる。柱痕跡は確認されていない。遺物は出上していないが,建物の時期は 9世紀後半

と推定される。

12号掘立柱建物 (S B12,第 41・ 43図,図版18)

X166Y91で,SB■ の南 lmに位置する。 4間 ×2間の南北棟の側柱建物で,棟持柱を持つ。桁行
5,4m,梁行3.5mで,平面積18.8m2を 預1る。柱間は桁行が北から1.5m,1.3m,1.3m, lmで,桁行
が西から1.4m,1.9mで ある。棟持柱列は北からlm,1.7m,1.7m,1.5m,0.6mで ある。棟持柱は

妻側柱筋から北側で70cm,南側で50cm外側に出ており,独立棟持柱の形式にあたる。柱掘形は20cm～ 30

cmの円形であるが,建物の四隅の柱及び,屋内に位置する棟持柱は40cm～ 70cmと 大きなものである。

掘形埋土は灰褐色砂質土,ォ リーブ灰色砂質シル トで,僅かに炭が混ざる。柱痕跡は確認されていな
い。主軸はN-9° 一Eで僅かに東に振れる。建物は12棟が確認されているが,主軸方向が東に振れる

ものはS B10。 12の 2棟のみで,いずれも棟持柱を持つ建物である。

S B12に は南を除く三辺に溝S D4260。 4321・ 4311,4288が巡っている。S D4321と S D 4311と は

一続きの溝になると思われる。これらの溝は幅50cm～ 60cm,深さ10cmほ どの浅いもので,覆土は灰色

砂質土,オ リーブ灰色砂質シル トで僅かに炭が混ざる。溝の性格は雨落ち溝であるのか, SB2・ S

で
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2 古代前期

B3と 同様に溝を含めて建物敷地となるのか不明である。溝で囲まれた範囲を建物敷地と仮定すると,

平面積は約33m2と なる。

遺物は少なく, S P 4303か ら外面タタキの上師器甕, S P 4323か ら内外面カキメ調整の上師器甕,

S D4260か ら土師器甕, S D 4288か ら外面タタキの上師器甕が出上しているのみである。いずれも小

片であり,時期決定の決め手には乏しいが,建物の時期は 9世紀後半と推定される。

B 土   坑

503号土坑 (S K503,第 44図 )

X246Y109に 位置する。58× 48cmの 円形の上坑で,深さは24cmである。覆土上位から詰め込まれた

ような状態で礫が出上している。礫は長軸15cmほ どの楕円形のものと, 5 cm以下の小礫である。これ

らの礫が自然に埋まったものか,人為的に埋められたものかは不明である。覆土は褐灰色粘土質シル

トの単層である。遺物は出土しておらず,時期は不明である。

519号土坑 (S K519,第 36・ 37・ 44図,図版34)

X210Y l15に 位置する。SB3の 柱筋の内側にあたり,同時期の遺物 (160)が出上していることか

ら, SB3と 関連する施設と考えられる。68cm× 62cmのやや歪んだ方形で,深さは 8 cmと 浅い。覆土

は暗灰責色シル トである。時期は 9世紀後半と推定される。

528号土坑 (S K528,第 44図 )

X245Y124に 位置する円形の上坑である。88cm× 80cmで,深さ18cmを測る。覆土は 2層に分かれ,

上層は灰黄褐色シルトで下層はピー ト状の暗褐色粘質シル トである。 S D 573を切っており, S D573

が埋まった後に,掘 り込まれている。遺物は出上していない。時期は 9世紀後半と推定される。

529号土坑 (S K529,第 44図 )

X243Y124に 位置する。直径約75cmの 円形土坑で,深さは26cmを 測る。S D573の 西側肩を切ってい

る。覆土は 3層に分かれ,上層が明緑灰色砂,中層・下層がオリーブ黒色砂質シル トで,中層と下層

の間に薄く灰白色砂が堆積しており,こ れは地震による噴砂と思われる。遺物は出上しておらず,時

期の決め手に欠けるが, 9世紀後半の遺構と考えられる。

558号土坑 (S K558,第 47図,図版36)

X233Yl14で,S D650の東根J肩に位置する。32cm X 26cmの 楕円形で,深さは 7 cmと浅い。覆土は暗

灰黄色砂質シルトである。X230Yl13周 辺の包含層出上の破片と接合した172の双耳瓶が出土している。

172は断面四角形で単孔の耳が付 く沢耳瓶で, 9世紀後半～10世紀初頭に位置づけられるものである。

567号土坑 (S K567,第 44図 )

X240Y l19に 位置する。2.9m× 1.2mの不整形の上坑で,深さは32cmである。覆土は灰色粘質シル

トが主体である。遺物は出土しておらず,時期は不明である。

568号土坑 (S K568,第 44図 )

X241～ 240Yl19付近で, S K567の北側 lmに位置する。長軸1.3m,短軸0。 8mの楕円形で,深さ

は23cmを測る。覆土はS K567と 似ており,灰色粘質シルトが主体である。遺物は出土していない。時

期は不明である。

603号土坑 (S K603,第 47図 ,図版35)

調査区北東隅のX249Y135に 位置する。直径約26cmの円形の上坑で,深さは 8 cmである。遺物は土

師器鍋の日縁部 (173)が出上している。日縁部のみの出上であるが,強 く外反する口縁に半球形の体

部が付 くものと思われる。口縁端部を巻き込み,内面に巻き込みの段が付 く。また,端部外面に強い

密
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ナデを施す。時期は 9世紀末～10世紀初頭である。S K603周 辺の包含層からは 9世紀後半～10世紀初

めの遺物がまとまって出上している。このことから,S K603の 時期は 9世紀後半～10世紀初頭と推定

される。

676号土坑 (S K676,第 36図 )

X21lYl10で, SB3の柱筋の内側に位置する。52cm× 38clnの楕円形の上坑で,深さ24cmを測る。

覆土は黒褐色シルトで僅かに炭が混ざる。焼石が出土しており, SB3の柱穴の可能性もある。時期

は 9世紀後半と推定される。

677号土坑 (S K677,第 36・ 44図 )

X2■ Y l15で, SB3の西柱列上に位置する。長軸96cm,短軸84cmで,深さ 9 cmの浅い皿状の上坑

である。覆土は暗灰黄色砂質シル トである。柱列上に位置していることから, SB3と 関連する施設

の可能性がある。遺物は出土していないが,時期は 9世紀後半と推定される。

679号土坑 (S K679,第 44図 )

X208Yl14で, SB3の南西 3mに位置する。 S D650を切っており, S D650が埋まった後に掘り

込まれている。長軸1.3m,短軸0,7mの楕円形の上坑で,深さは30cmである。南側が一段深く掘 り込

まれており, 2つの遺構が切 り合っている可能性があるが,断面からは判断できない。覆土は 3層に

分かれ,上層が黒色砂質土で,90%が炭である。中層は暗オリーブ褐色砂質シル トで,下層は暗灰黄

色砂質シル トで,40%の炭が混ざる。焼土は確認されていないが,炭の含有量は極めて高い。何かを

燃していた施設であるのか,燃 え残 りを捨てた穴であるのか性格は不明である。遺物は出上していな

いが,時期は 9世紀後半と推定される。

690号土坑 (S K690,第 44図 )

X223Y121に 位置する。長軸70cm,短軸54cmの楕円形の上坑で,深さ■cmを測る。覆土はォリーブ

黒色シル トの単層で,皿状に堆積する。遺物は出土しておらず,時期は不明である。

3421号土坑 (S K3421,第 45図 )

X191Y95に位置する。SB4と SB5の 間にあたり,比較的まとまって遺物が出上している地帯で

ある。43cm× 34cmの楕円形の上坑で,深さは12cmを測る。覆土は黒掲色砂である。遺物は製塩土器の

小片が出土しているのみである。SB4～ SB7と 同様に古代中層面検出の遺構であることから,土

坑の時期は10世紀前半と推定される。

3427号土坑 (S K3427,第 45図 )

X191Y94で,SB4の 南東 lmに位置する。直径約37cmの 円形の上坑で,深さは 8 cmを 浪1る。覆土

は黄灰色砂である。遺物は土師器椀の日縁部破片 1,点である。古代中層面の遺構であり,時期は10世

紀前半と推定される。

3429号土坑 (S K3429,第 45図 )

X191Y94で ,S K3427の商側50cmの位置にある。長軸58cm,短軸41cmの楕円形で,深さ10cmを測る。

覆土は暗灰責色砂で,僅かに炭が混ざる。遺物は製塩土器がある。製塩土器は破片が細かく接合はし

ないが,バケツ型になると思われる。底径10cm前後に復元できそうな,外面に指頭圧痕がみられる底

部片が 1′点ある。古代中層面検出の遺構であり,時期は10世紀前半と推定される。

3431号上坑 (S K3431,第 45図 )

X190Y94で , S K3429の南西 lmに位置する。長軸51cm,短軸45clnの楕円形で,深さ10cmを測る。

覆土は黒色砂質シル トで,炭 と焼上が混ざる。遺物は製塩土器の小片が 1′点出土している。古代中層

密
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面の遺構であることから,10世紀前半 と推定される。

3438号土坑 (S K3438,第 38。 39図 )

X188Y93に位置する。38cm× 35cmの 円形の上坑で,深さ 8 cmである。覆土は黒褐色砂質シルトで,

柱根と思われる木片が残っている。SB5の 西柱列から若干ずれているが,柱根が残っており,覆土

が柱穴の掘形埋土と同じ黒褐色砂質シル トであることから, SB5の柱穴の一つと考えられ, SB5

は 3間 ×2間の側柱建物といえる。遺物は出土していない。時期は10世紀前半と推定される。

3465号土坑 (S K3465)

X182Y84で,SB7の 南東 lmに位置する。28cm× 23cmの楕円形の上坑で,深さ12cmである。覆土

は黒褐色砂で,灰オリーブ色砂が混ざる。遺物は小片ばかりであるが,須恵器瓶肩部,土師器椀,製

塩土器が出土している。古代中層面の遺構であることから,10世紀前半と推定される。

4225号土坑 (S K4225,第 47図,図版36)

X161Y87に位置する。42cm× 30cmの楕円形で,深さ14cmを測る。覆土はオリーブ灰色砂質上である。

遺物は179の須恵器示 と,上師器片である。179はやや内湾気味の杯で,底部はヘラキリである。時期

は 9世紀後半と推定される。

4248号土坑 (S K4248,第 47図 )

X164Y90に位置する。長軸69cm,短軸35cmの楕円形で,深さは10cmを測る。覆土はオリーブ灰色砂

質上で礫が混ざる。遺物は土師器片と178の須恵器杯である。178は高台裏に墨痕が認められる。時期

は 9世紀後半と推定される。

4280号土坑 (S K4280,第 45図 )

X164Y94に位置する。1.4m× lmの不整形の上坑で,深さは18cmである。覆土は暗オリーブ灰色

砂質土で,下位に礫が混ざる。遺物は出土しておらず,時期は不明である。

4281号土坑 (S K4豊81,第45図 )

X164Y94に位置し,S K4280の 南西に近接する。直径 lmの円形の上坑で,深さは14cmである。覆

土は礫混じりの灰色砂質シル トで,僅かに炭を含む。遺物は出上しておらず,時期は不明である。

4296号土坑 (S K4296,第 41・ 43図 )

X165Y92に位置する。長軸92cm,短軸52cmの楕円形の土坑で,深さは 8 cmと 浅い。覆土は灰色砂質

シルトである。 S B12の 東柱列上にあり, S B12と 関連する施設の可能性がある。遺物は出上してい

ないが, S B12と の関係から時期は 9世紀後半と推定される。

4313号土坑 (S K4313,第 47図 )

X167Y93で,SB■ とS B12の 間に位置する。21cm× 17cmの 円形土坑で,深さは 9 cmである。覆土

は暗褐色砂質土である。遺物は180の須恵器杯が出土している。時期は 9世紀後半と推定される。

4332号土坑 (S K4332,第 45図 )

X171Y93に位置する。70cm× 28cmの楕円形の上坑で,深さは10omである。覆土は 2層に分かれ,上

層は灰色砂質上で僅かに炭を含むもので,下層はオリーブ灰色砂質上である。遺物は出土しておらず,

時期は不明である。

4352号土坑 (S K4352,第 45図 )

X170Y94に位置し,SAlの 西側に近接する。長軸94cm,短軸48cmで,深さ12cmを測る。覆土は 2

層に分かれ,上層は灰色砂質上で炭と有機質が僅かに混ざる。下層はオリーブ灰色砂質上である。遺

物は出上しておらず,時期は不明である。
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第Ⅳ章 遺構・遺物

4358号土坑 (S K4358,第 45図 )

X170Y97で,SB8の 東側 lmに位置する。長軸1.2m,短軸0,9mで三角形状を呈する土坑で,深
さは10cmである。覆土は 2層に分かれ,上層は灰色砂質上で僅かに炭が混ざり,下層はオリーブ灰色

砂質上である。覆土上面に礫が載った状態で検出されている。遺物は出土しておらず,時期は不明で

ある。

4431号土坑 (S K4431,第 46図 )

X168Y90に位置する。集石遺構 S X4425の 下部から検出された遺構である。54cm× 46cmの 円形で,

深さ12cmを測る。覆土は灰色砂質上である。遺物は出上していないが,土坑の時期はS X4425と の関

係から9世紀後半と推定される。

4432号土坑 (S K4432,第 46図 )

X168Y90で ,S K4431の南東40cmに位置する。S K4431と 同様にS X4425の下部から検出された遺

構である。42cm× 28cmの楕円形で,深さは12cmを測る。覆土はオリーブ灰色砂質上で,灰色砂質上が

混ざる。遺物は出上していないが,時期は 9世紀後半と推定される。

4433号土坑 (S K4433,第 46図 )

X161Y88に位置する。集石遺構遺構 S X4204の下部から検出された遺構である。84cln× 50cmの楕円

形で,深さ10cmである。覆土はォリーブ灰色砂質土である。遺物は出上していないが,上坑の時期は

S X4204と の関係から9世紀後半と推定される。

C溝

501号溝 (S D 501,第 25。 48図 )

調査区西側を流れる自然河川 S D 552の東肩付近を北流する溝である。 S D 552が ほぼ埋まった後に

掘 り込まれた溝である。幅1.3m,深さ約30cmを測る。覆土は灰白色粘質シルト,灰 白色砂質シル トか

らなり,有機質,炭が混ざる。遺物は外面黒色,内面赤色の土師器片が 1点出上している。S D 552の

堆積後の遺構であることから,時期は 9世紀後半以降と推定される。

502号溝 (S D 502,第 25・ 48・ 50図,図版36・ 37)

自然河川 S D552の 東側肩の 1～ 2m束を平行して北流する溝である。幅3.7m,深さ40cmを浪1る。

覆土は黒褐色砂質土,黄灰色砂質土である。X208Y213付近で,S D650を 切る。SD650がほぼ埋まっ

た後に掘り込まれた溝で,肩はしっかりしており,人為的に掘られたものと思われる。遺物は全体を

通して比較的多く,186～ 192以外にも土師器椀,皿,甕,須恵器瓶,杯などが出土している。186は土

師器甕で,包含層出上の甕日縁部255と 接合している。調整は外面上半カキメ,下半は条の荒いタタキ

で,深 く刻まれている。内面下半はタタキ当て具痕をハケ状工具で消している。内面上半にはタール

状の焦げ Pが付着しているが,外面への付着はみられない。187は底部糸切 り痕を削った土師器椀であ

る。188は軟質で白っぽい胎上の須恵器である。190。 191は高台裏に墨痕が認められる。遺物の時期は

188がやや古い様相を持つが,概ね 9世紀後半のものである。このことから, S D502の時期は 9世紀

後半と推定される。

505号溝 (S D505,第 25・ 48図 )

S D 502と 自然河川 S D 552の東側肩の間を流れる溝で,X242Y107付近で屈曲し,S D501に切られ

ている。幅約70cm,深さ30cmを測る。覆土は灰色粘土質シル トが主体である。遺物は散発的に土師器

片が出土している。時期は 9世紀後半と推定される。

512号溝 (S D512,第 35図,図版16)
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2 古代前期

X225Y122付近に位置する。 S D513・ 514と 約 2m間隔で並び,畠のさく (畝間)の部分にあたる

と考えられる。覆土は黒褐色砂質シルトである。S D513・ 514も 含めて,さ く及び畝構成上をプラン

ト・オ′ギールの分析に出しており,その結果イネ韓 直物が確認されている。このことから,イ ネ不斗植

物の畑作あるいは,敷藁や稲藁堆肥による施肥などの可能性が考えられていると
3。 遺物は出上していな

いが, SBlと の関係から9世紀後半の畠と推定される。

513号溝 (S D513,第 35・ 47図,図版16・ 36)

S D512と 同様に畠のさくの部分にあたる。 S D513内部及び周辺の「畝」部分から171の須恵器甕が

出上している。外面肩～中位にかけては平行で,下位は斜めに叩いている。内面は上位は当て具痕を

消しているが,下位は同心円の当て具痕が残る。日縁部の破片はなく,頸部で打ち欠いたものと考え

られる。時期は 9世紀後半と推定される。

514号溝 (S D514,第 35図 ,図版16)

S D512と 同様に畠のさくの部分にあたる。177は土師器椀の底部である。時期は 9世紀後半と推定

される。

515号溝 (S D515,第 35図,図版16)

S D514の西側 2mに位置しており,S D512～ 514と 同様に畠のさくにあたると考えられる。S D521・

646・ 647と は一続きの溝になると思われる。時期は 9世紀後半と推定される。

516号溝 (S D516,第 36図,図版16)

SB3を 巡る溝である。幅約80cm,深さ10cm～ 15cmを測る。覆土は暗灰黄色砂質シル トである。時

期は 9世紀後半と推定される。

520号溝 (S D 520,第 35図 )

X239Yl19か らX235Yl19付近へ流れる溝である。幅約60cm,深さ10cmである。道路状遺構 S F523

の東側を併走する溝で,側溝と考えられる。覆土は黒褐色砂質シルトで,S F523と 同じである。時期

は 9世紀後半と推定される。

530号溝 (S D530,第 36図,図版16)

SB2の 北側を巡る溝である。幅52cm,深さ 8 cmを 測る。覆土は黒褐色シル トで,僅かに炭を含む。

遺物は土師器片が出上している。時期は 9世紀後半と推定される。

540号溝 (S D540,第 36図,図版16)

SB2の 南側を巡る溝である。幅34cm,深さ12cmを測る。覆土は 2層に分かれ,上層は黒褐色シル

トで僅かに炭を含むもので,下層はにぶい黄色砂質シルトである。時期は 9世紀後半と推定される。

566号溝 (S D566,第 49図 )

X235Yl15付近に位置し,弧を描 く短い溝である。幅1.4m,深さ 8 clnを 測る。覆土は 2層に分かれ,

上層は黒褐色砂質シル トで,下層は暗灰黄色砂質シルトである。遺物は出上しておらず,時期は不明

である。

600号溝 (S D 600,第 50図 ,図版37)

調査区北束隅に位置する。幅2.6m,深さ30cmを測る自然流路である。破片が多いが,比較的まとま

って遺物が出土している。193～ 196で,193は 日縁端部外面に沈線を巡らせた土師器甕である。194・

195は底部糸切 り無調整である。196は甕胴部破片である。時期は 9世紀後半と推定される。

655号溝 (S D655,第 36図 ,図版16)

SB2の 東側を巡る溝である。幅56cm,深さ14ctlである。覆土は 2層に分かれ,上層は黒褐色シル

t99



第Ⅳ章 遺構・遺物

卜で僅かに炭を含み,下層は灰オリーブ色砂質シル トである。時期は 9世紀後半と推定される。

3475号溝 (S D 3475,第 50図,図版37)

B2E地 区の西側を北流する自然流路で,古代後期の S D 2020の 下層にあたる。古代中層面との層

位差は認められない。遺物は図示した197～ 203以外にも比較的多く出上している。199は 内面黒色処理

の上師器椀で,高台が手Jがれたもので,古代後期の遺物が流れ込んだものと考えられる。202は軟質で

白っぽい胎上の須恵器杯で, 8世紀代のものと考えられる。遺物の時期は若子の時期幅を持つが,主

体は 9世紀後半にある。

3476号溝 (S D3476,第 49図 )

X190Y102付近から北流する自然流路である。最大幅 8mで,深さは26cmと浅い。覆土は黄灰色粘

土質シル トである。遺物は出上していないが,古代中層面を手Jがさないと検出できないことから,時

期は 9世紀後半と推定される。

3478号溝 (S D3478,第 49図 )

B2E地 区の南東隅を北へ流れる自然流路である。遺物は出上していないが, S D 3476と 同様に古

代中層面を手Jがさないと検出できない。このことから,時期は 9世紀後半と推定される。

4203号溝 (S D 4203,第 49。 50図,図版37)

B3地区の北東隅を流れる自然流路である。B3地区の南東隅を流れるS D4202と は蛇行して一続

きの溝になると考えられる。覆土は暗オリーブ灰色粘質シル トである。遺物は散発的に出上している。

204は鍋の日縁部で, 9世紀後半のものと考えられる。

4235号溝 (S D 4235,第 49図 )

X162Y89付近に位置する溝で,S D 4405と は一続きの溝になると思われる。幅22cm,深さ12cmを測

り,覆土はオリーブ黒色砂質上が主体である。遺物は土師器椀,須恵器杯の小片が出上している。時

期は 9世紀後半と推定される。

4259号溝 (S D4259,第 49図 )

X165Y89付近に位置する。幅33cm,深さ 8 cnlで,覆土はオリーブ灰色砂質土が主体である。遺物は

須恵器杯口縁部がある。時期は 9世紀後半と推定される。

4260号溝 (S D4260,第 43図 )

S B12の西側を巡る溝である。幅85cm,深さ 9 cmを 測る。覆土は黄灰色砂質シルト,オ リーブ灰色

砂質上で,僅かに炭が混ざる。遺物は土師器片が出土している。時期は 9世紀後半と推定される。

4288号溝 (S D 4288,第 43図 )

S B12の 東側を巡る。幅60cm,深さ10clnで,覆土はオリーブ灰色砂質シルトが主体である。遺物は

外面タタキの上師器甕胴部の破片が出土している。時期は 9世紀後半と推定される。

4321号溝 (S D4321,第 43図 )

S B12の北側を巡る溝である。 S D43■ と一続きになると思われる。幅35cm,深さ 7 cmを 測る。覆

土は灰色砂質上が主体である。遺物は出土していないが,時期は 9世紀後半と推定される。

4390号溝 (S D 4390,第 43図 )

S D 4288の 東隣を併走する溝である。 S B12と の関係は不明である。幅55cm,深さ 7 cmで,覆土は

黒色砂質シルト,緑灰色砂質シル トで,僅かに炭が混ざる。遺物は出上していないが,時期は 9世紀

後半と推定される。

4408号溝 (S D4408,第 49図 )
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2 古代前期

X166Y88に位置する。幅40cm,深 さ 8 cmの刀ヽ規模な溝で,北流する。覆土はオリーブ灰色砂質上で,

僅かに炭が混ざる。遺物は土師器片が出土している。時期は 9世紀後半と推定される。

D 道路状遺構
523号道路状遺構 (S F523,第 35図,図版16)

X220Yl18付近からX239Y■ 9にかけて約22個の小穴が並ぶもので,道路を造る時の基礎工事に起

因するものと考えられる。ガヽ穴は直径50cln～ 60cmの円形で,深さは 5 cm前後の浅いものである。南側

は溝状になっているが,本来は連続した小穴であったと思われる。覆土は黒褐色砂質シル トである。

S F523の 東側を併走する溝 S D520は側溝の可能性が考えられる。S F523は SBlと 一部重複してい
るが,出土遺物からは周辺の畠跡も含めて時期差は認められず, 9世紀後半の範疇に収まるものと考

えられる。

E集 石 遺 構
4204号集石遺構 (S X4204,第 46・ 47図,図版18・ 35)

X160Y88付近に位置する。4m× 3mの範囲で15cm以下の礫が密集するもので,掘 り込みは認めら

れない。人為的なものではなく, 自然の礫層の隆起と思われる。中世面では地震による礫層隆起が確

認されておりI S X4204は地震による隆起の可能性が考えられる。礫に混ざって,181～ 185の遺物が

出上している。181は内外面赤彩の上師器椀で,底部に糸切 り痕が残る。182は双耳瓶の口縁部である。

184は高台裏に線刻らしき痕がある。185は底部回転ヘラキリの杯である。時期は 9世紀後半～10世紀

初めにかけてのものである。

4206号集石遺構 (S X4206,第 46図,図版18)

X159Y90付近に位置する。2.lm× 2.lmの不整形の掘 り込みを持ち,覆土上面に拳大の礫が密集す

るものである。礫は自然のものなのか,人為的なものなのか不明である。覆土は灰色砂礫が主体であ

る。遺物は土師器片が出上している。時期は 9世紀後半と推定される。

4425号集石遺構 (S X4425,第 46・ 47図,図版18・ 35)

X168Y90付近に位置する。2.2m× 1.6mの範囲で15cm以下の礫が密集するもので,掘 り込みは認め

られない。 S X4204と 同様に自然の礫層隆起と考えられる。礫に混ざって174～ 176の遺物が出上して

いる。174は片面に煤が付着した祗石である。石材は砂岩と思われる。175は横瓶で, S X4204出上の

破片と接合している。時期は 9世紀代のものである。

F 包含層出上の遺物
土師器 (第 51～ 53図,図版37～ 40)

椀,皿の食膳具は205～ 244である。205は土師器内黒椀である。内面は丁寧なヘラミガキである。206

は内外面とも黒色処理された椀である。205。 206は 6世紀～ 7世紀初め頃のものである。207は外面黒

色内面赤彩の椀で,底部は糸切 り無調整である。208・ 210・ 211は 内面に丁寧なミガキを施す。218は

内外面ともに赤彩の椀である。221は 内面に煤が付着する。207～ 221の椀は口径が■cm～ 12cm・ 13cm～ 14

cm・ 16cmの 3法量に分かれる。222～ 230の底部はいずれも糸切 り痕が残る。226は 内黒土器としている

が,内外面及び断面にもタール状の煤が付着しており,ロ クロロが残っていることから黒色処理はさ

れていない可能性がある。224・ 229は底部外面下半にナデが地されている。233は甕の底部と考えられ,

内面にタール状の煤が付着している。234は古代後期の遺物の流入品と思われる。235～ 244は皿で,い

ずれも底部は糸切 り無調整である。235はやや厚めの平高台状の底部の皿である。238は 口径■cm,器

高2.6cmの小皿である。表面の摩滅が著しく調整は不明である。244は 235と よく似た皿の底部で,9世
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2 古 代 前 期
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第Ⅳ章 遺構・遺物

15Y4/1灰色シルト(Ⅵ a層 )
25Y4/1灰色シルト(Ⅵ b層 )

'現

野1灰色粘土質ンルト(灰色砂50%混 )
85Y5/1灰色砂
925Y4/2暗 灰黄色粘質土 (植物遺体少量混)

35Y4/1灰色粘土質シルト(Ⅶ層上、明緑灰色砂質シルト大粒2%、灰色砂粒状に混)

45Y5/1灰色砂

とと駈前戦孵 る割基撃冒基質上、帯抑こ励

SD302      ′́′///

125Y3/2黒褐色砂質土
225Y4/1黄 灰色砂質土
325Y5/2暗 灰黄色砂質土
425Y6/2灰 黄色砂質シルト

SD501
1 5CY8/1灰白色粘質シルト(ピート混 )
275Y6/1灰 色粘質シルト(ピート混)
3 10YR5/1褐灰色粘質ンルト(炭化物混 )
45Y7/1灰自砂質シルト(灰自粘質土混)

遺構実測図
1 ・ 2.SD502・ SD505 3～ 8,SD502 9。 10。 SD501

第48図
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2 古代前期

紀後半～10世紀初頭に位置づけられる。

煮沸具については245～ 250,255～ 274である。245～ 250は小型甕である。245の 日縁端部は巻き込み

による段がある。口縁部・底部ともに内面は黒色を呈しており,底部外面には薄く煤が付着する。246

の日縁部外面にはタール状の煤が付着している。255の甕口縁は S D502出 上の甕186と 接合した。257

の甕は日縁端部をつまみ上げたもので,胴部上位はカキメ,下位はタタキで仕上げている。甕の日縁

には端部をつまみ上げるもの,外反し途中で内側に折れ曲がるもの,端部を巻き込むもの,巻き込ん

だ端部の内側に段が付 くものの大きく4つのタイプがみられる注
4。 274は甕胴部破片で,外面格子状タ

タキ,内面は放射状当て具と思われる。

271・ 272は 口縁端部をつまみ上げ外面に沈線を巡らせている。外面はミガキが施されており,大型

の鉢になると思われる。271の 内面にはタール状の煤が付着している。271と 272と は同一個体になる可

台ヒ′陛がある。

須恵器 (第 54・ 55図,図版41・ 42)

食膳具は275～ 308で,杯蓋,杯,鉢がある。杯蓋は比較的少なく,275～ 281である。275は頂部が九

みを帯びるもので,やや古手のものである。280は端部が断面三角形状に尖っている。281はつまみを

持たないものと考えられる。282～ 304の杯は若千の時間幅があるが概ね 9世紀後半に位置づけられる。

282は 9世紀後半でも古手の様オロを持つ。297・ 302の ような底部内面の立ち上がりにへこみのできるタ

イプは 9世紀後半のものである。303は外面体部下半に「十」状の墨書が認められる。古代前期の遺物

では墨痕の認められるものは数点あるが,文字状のものは唯-303のみである。305～ 307は 8世紀後半

代の遺物で,他に比べてやや古手である。

貯蔵具は309～ 324で,甕,双耳瓶,短頸壷である。311～ 314は双耳瓶・長頸瓶で,いずれも破片数

が少なく全体の形が解るものはない。313は断面四角形で,二孔の耳になると思われる。317・ 318は外

側に開く高台を持ち,短頸壺になると思われる。317の底部内面には自然釉が掛かる。320・ 321・ 323・

324は底部に高台が手Jがれた痕跡が認められることから,短頸壺と思われる。323はやや内湾気味に立

ち上がり,鉢になる可能性もある。324は体部外面にタタキメが残る。322は底部及び体部下半にケズ

リを施しており,双耳瓶または短頸壼になると思われる。

その他 (第52図 ,図版44)

251・ 252は管状土錘である。251は外面に成形時の指痕が残っている。252は重さ16.lgを量る。253

は鉄鍋の一部と考えられる。254は石製紡錘車で,石材は泥岩かと思われる。

ま と め

包含層出上の遺物は以上である。 8世紀代の須恵器杯など,若干古手の遺物が混ざるが,主体は 9

世紀後半～10世紀初頭のものに占められている。遺物は遺構出上のものが少なく,一括性には欠ける

が,以下のような様相を持っている。

出土遺物における土師器と須恵器の比率であるが,土師器 9割に対し須恵器は 1割 しかない。これ

は,個体数ではなく,破片数による比率である。食膳具については,図示したものと遺構出上の破片

数による比率で,土師器 :須恵器で7:3と なる。越中では,食膳具が須恵器主体から土師器主体ヘ

転換するのは 9世紀第 3～ 4四半期と考えられていると5。 五社遺嫁の場合は,土師器 9割で,食膳具に

限っても7割であり,土師器主体に変わってきているといえる。

土師器煮沸具については,全体の形が解るものは少ないが,ロ クロ成形甕で体部調整は外面上半に

カキメ・ケズリ,下半にタタキロで,内面下半に当て具痕を残す「北陸型甕」が主体であると6。 体部下
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第Ⅳ章 遺構 。遺物

半のタタキロについては,内面の調整に 4パターンがみられる。1:当て具痕をナデで消すもの,2;

当て具痕をハケ状の工具で消 し,ハケメが残るもの, 3:円形の当て具痕が残るもの, 4:放射状ま

たは扇形の当て具痕が残るものの4パターンがあり, 1ま たは2の内面に当て具痕を残さないものが

一定量みられる。タタキ具については平行線のものが主体であるが,格子状のものも若千みられる。

また,荒い条で,深 く刻まれるものが多い。

須恵器貯蔵具については,「双耳瓶などの長頸瓶が8割以上を占める」という9世紀後半の特徴と一

致している。この他に,五社遺跡では短頸壷等の壷類が一定量あるということと,破片数からみて甕

類が殆どないという特徴を持つが,概ね越中における9世紀後半代の様相と一致する。 (三島道子)

注 1 河西健二 1994「雑記 建物遺構―古墳から近世まで一」『埋蔵文化財年報(5乃 財団法人富山県文化振興財団
注 2 宮本長二郎 1996「第 5章第 5節 棟持柱」『日本原始古代の住居建築』中央公論美術出版
注3 第二分冊 自恭科学分析 1 プラント・オパール分析
注 4 斉藤隆他 1991『南中国D遺跡発掘調査報告』富山県埋蔵文化財センター
注 5 池野正男 1997「越中における9世紀代の土器様相」 FIIヒ陸古代土器研究』第 6号 北陸古代土器研究会
注 6 池野正男 1988『椎土遺跡・塚越貝坪遺跡発掘調査概要』小杉町教育委員会
岸本雅敏 1982「Ⅷ 東江上遺跡」『北陸自動車道遺跡調査報告―上市町土器・石器編』上市町教育委員会

引用 。参考文献

宇野隆夫他 1989 『越中上末窯』富山大学人文学部考古学研究室

河西健二 1995「富山県の竪穴遺構と建物空間 (その 1)」 『大境』第17号 富山考古学会

北野博司 1996「古代北陸の煮沸具」『古代の上器研究 4 煮沸具』古代の土器研究会

酒井重洋他 1993『任海遺跡・吉倉A遺跡・吉倉 B遺跡』富山県埋蔵文化財センター

酒井重洋他 1994『吉倉 B遺跡』富山県埋蔵文化財センター

関 清他 1990『栗山猪原遺跡・南中田A遺跡・任海鎌倉遺跡 。南中田C遺跡』富山県埋蔵文化

財センター

出越茂和 1997「北陸古代後半における椀皿食器 (前 )」 『北陸古代土器研究』第 6号 北陸古代

土器研究会

北陸古代土器研究会 1988『 シンポジウム 北陸の古代土器研究の現状と課題』資料編・報告編
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第Ⅳ章 遺繕 。遺物

第 4表 竪穴建物一覧 (古墳時代)

遺構番号 主  軸 規模 (m)
東西×南北

床面積
(m2)

深さ

(m)
柱 穴 カマ ド 炉 屋内施設 床面状況 挿 図 図版番号

S1546 N-6°一E 6.2× 5.8 35.96 ○ ○
土坑 1
穴 1

中央部分的
に貝占ラにP

5,  6 11, 12

S1547 N-7°一 Vヽ 5.5× 5.8 31.9 2本 ○ ○

土坑 1
周溝
ベッド状
段差

南側貼床 8,  9 11,13,14

S1574 N-31°一W 3.9× 4.6 17.94 × ○

S1644 N-29°一W (3.4)× 4.7 (15.98) ○ ○ 穴 1 12, 13

( )内 の数値は復元値

第 5表 掘立柱建物一覧 (古代前期 )

地 区 桁行×梁行
桁 長

(m)
梁行長
(m)
醸
ｍ
棟方向 方  位 柱形式 時代 備 考 挿 図 図版番号

l A 2× 2 南北棟 N-8° 一W 総柱 9C後 SF523よ り弄折しV

2 A 2× 2 南北棟 N 側柱 9C後 雨落状の溝がめぐる。

3 A 2× 2 5 南北棟 N-4° 一W 側 柱 9C後 雨落状の溝がめぐる。

4 B2E 2× 2 28.8 南北棟 N-11° 一W 側 柱
9C後
～10C前

38, 39 16, 17

5 B2E 2× 2 南北棟 N-2° 一 Vヽ 側 柱
9C後
～10C前

38, 39 16, 17

6 B2E 1× 2 3.52 南北棟 N-5° 一W 側 柱
9C後
～10C前

1× 1間の付島施設あり。
3× 2間の可能性あり。

38, 40

7 B2E 1× 1 2.32 南北棟 N 側 柱
9C後
～10C前

8 B3 2× 2 東西棟 N-82° 一 Vヽ 側 柱 9C後 40, 41

9 B3 3× 2 東西棟 N-80° 一W 側 柱 9C後 41, 42

B3 2× 2 南北棟 N-8°一E 側 柱 9C後 棟持柱列あり。 41, 42

B3 2× 2 3.6 東西棟 N-88° 一W 側 柱 9C後 41, 43

B3 4× 2 商北棟 N-9°一E 側柱 9C後 棟持柱列あり。
雨落状の溝がめぐる。

41, 43

第 6表 柱穴一覧 (古代前期)

建物番号 柱 穴  番  号 出 土 遺 物

SBl SP680, 681, 682, 683, 684, 685, 686, 687, 688

SB2 SP531, 532, 533, 534, 536, 537, 538, 539 土師器,須恵器,加工材
SB3 SP517,656,657,658,659,670,671,672,673,674,675 土師器,内黒,須恵器,加工材
SB4 SP3401,3402,3403,3405,3452,3453,3454,3455,3475

SB5 SP3423, 3424, 3426, 3434, 3439, 3442, 3479 土師器

SB6 SP3441,3443,3444,3446,3447,3448,3449,3450,3451

SB7 SP3461, 3462, 3463, 3464

SB8 SP4338, 4339, 4340, 4342, 4343, 4344, 4346, 4355

SB9 SP4359, 4361, 4364, 4365, 4370, 4374, 4377, 4399 土師器

SB10 SP4379, 4384, 4394, 4395, 4396, 4397, 4398, 4399,
4400, 4401, 4402

土師器

SBll SP4314, 4315, 4316, 4317, 4318, 4319, 4320, 4419

SB12 SP4254,4256,4289,4290,4291,4292,4294,4297,4298,
4299,4300,4301,4303,4310,4322,4323,4369,4416

土師器,須恵器

SAl SP4336, 4348, 4350, 4351
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2 古 代 前 期

第 7表 溝一覧 (古墳時代・古代前期)

遺構番号 流 路 規模 (幅・深さm) 出 土 遺 物 時 期 備 考 挿 図 図版番号

SD500 S→N 3 1--0 36 土師器 5Cイ充～ 21, 25

SD501 S→N 1 3--0.27 土師器 9Ctt P 25, 48

SD502 S→N 3 72--0.4 土師器,須恵器,種子 9C後 25, 48

SD505 0,72--0.26 土師器 9C後 25, 48

SD508 0 38--0.1 9C後

SD516 E→W 0 82--0.15 土師器 9C後 SB3を Xとる

SD520 N→S 066-0.1 9C後 道路跡か P(側溝)?

SD530 E→W 0 52--0.08 土師器 9C後 SB2を 巡る

SD540 E→ Vヽ 0 34--0.12 9C後 SB2を 巡る

SD552 S→ N 14.4-0.83 土師器,須恵器 6C～ 9C 自然地形 (谷 ) 24,25,27

SD553 S→ N 10.6--0.72 須恵器,建築材,加工材 6C～ 9C SD552(谷 )の一部

SD555 SE→NW 1 64--0.18 下駄 6C～ 9C SD552(谷 )の一部

SD566 S→ N 1 38--0108 9Ctt P

SD572 SE→ Nヽ「ヽ 7 1--0.19 土師器 5C後～

SD573 SE→ NヽV 3 82--0 27 土師器 5Cイ充～ 12,13

SD600 NW→ SE 2.58-0.29 上師器,須恵器 9C後

SD650 S→ N 4 82--0 38 上師器,須恵器 5C後～ 19,21

SD655 N→S 0.56-0,14 9C後 SB2を 巡る

SD800 S→ N 2.2--0.55 大足 6C～ 9C SD552(谷 )の一部 24,25,26

SD3475 SヽV→NE 67-1.4 土師器,須恵器,製塩
土器,上錘 9C後

SD3476 S→ N 8 1--0.26 9C後

SD3478 SW→NE 8 2--0.18 9C後

SD4202 S獨Ⅳ→NE 4 0--0.07 土師器 9C後 SD4203と 同一 P

SD4203 2 22--0,2 土師器,須恵器 9C後

SD4235 022-0.12 土師器,須恵器 9C後

SD4236 0 21--0.06 9C後

SD4237 0 14--0.03 9Ctt P

SD4259 SヽV→NE 0 33--0.08 須恵器 9C後

SD4260 S→N 0.85--0.09 土師器 9C後 SB12を Xとる

SD4284 (E→W) 0.44--0.08 9Ctt P

SD4286 0 32--0.08 土師器 9C後 ?

SD4288 N→ S 06-0 1 土師器 9C後 SB12を X生る

SD4321 0 35--0.07 9C後 SB12を 巡る

SD4354 (NE→SW) 0.34--0.04 9Cイ充P

SD4371 0.24--0.11 9Ctt P

SD4387 0,38--0 08 9Ctt P

SD4390 0.55--0 07 9C後

SD4403 S→ N 0.4--0.07 9Ctt P

SD4405 0.25--0 06 9C後 SD235と 同一か ?

SD4407 0 36-0 11 9Ctt P

SD4408 S→ N 0 4--0.08 土師器 9C後
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第Ⅳ章 遺構・遺物

第 8表 土坑一覧 (古墳時代・古代時期 )

遺構番号 平面形 規模(長さ・幅・深さm) 出 土 遺 物 時 期 備 考 挿  図 図版番号

SK503 隅丸 0.58--0.48--0 24 9Ctt P

SK511 方 5.68--2 7--0 48 5Cイ資～

SK519 方 0.68-062-008 土師器 9C後 SB3 36,44

SK528 円 0.88--0 8--0 18 9Cそ発 SD573を切る

SK529 円 0 76--0 74--0.26 9C後 噴砂あ り

SK545 方 3 95--2 7--0.36 土師器,炭化材 5Cイ充～

SK558 楕 円 032-0.26-007 須恵器 9C後

SK567 不整形 2 9--1_2--0_32 9Ctt P

SK568 楕円 1.32--0,86--0 23 9Ctt P

SK593 不整形 4.24-3.88-029 5Cイ麦～ 17

SK599 不整形 2.26--2 22--2.15 土師器 5Cイ資～ 17

SK603 円 0_28--0 26--0.08 土師器 9C後～

SX645 不整形 4.14-**-0,19 土師器 5C4充～ 12,13

SK649 不整形 444-**-0.15 土師器 5C4充～ SD6501こ切られる

SK676 楕円 052-0.38-024 焼石 9C後 SB3の柱穴か ?

SK677 楕円 0 96--0.84--0 09 9C後 SB3 36, 44

SK679 楕円 1 3-0.7-0.3 9C後

SK690 楕 円 0,7-0.54-011 9C後 ?

SK691 不整形 2.52--1 7--0 26 土師器 5Cイ変～

SK692 円 0.3--0 28--0 1 土師器 5Cそ変～

SK3421 楕 円 0.43--0.34--0.12 製塩土器 OC前

SK3427 円 0,37--0.33--0.08 土師器 OC前

SK3429 楕円 0 58--0 41--0,1 製塩土器 OC前

SK3431 楕円 0 51--0.45-0.1 製塩土器 OC前

SK3438 円 0 38--0.35--0 08 OC前 SB5の柱穴か ? 38,39

SK3465 惰円 0 28--0.23--0 12 土師器,須恵器,製塩土器 OC前

SX4204 不整形 39-**-0,3 土師器,赤彩,須恵器 9Cイ麦 集石

SX4206 不整形 2.14--2 1--0 35 土師器 9C後 集石

SK4208 楕 円 0.44--0.3--0 14 土師器 9C後

SK4215 円 0.36--0 28--0 08 土師器 9C後

SK4225 楕円 0.42--0 3--0 14 土師器,須恵器 9C後

SK4234 楕 円 0,7--0.18--0.07 土師器 9C後

SK4238 楕 円 042-0.26-0.12 土師器 9C後

SK4248 楕円 0 69--0.35--0.1 土師器,須恵器 9Cイ充

SK4277 円 0 25--0.27--0.06 土師器 9C後

SK4278 円 0 36--0.42--0.19 須恵器 9C後

SK4280 不整形 1 38--1.07--0 18 9Ctt P

SK4281 円 1 06--0.97--0 14 9Ctt P

SK4296 楕 円 0.92--0.52--0 08 9C後 SB12 P 41,43

SK4313 円 0.21--0 17--0.09 土師器,須恵器 9C後

SK4332 楕円 0,7-028-01 9Ctt P

SK4352 楕円 0.94--0 48--0 12 9Ctt P

SK4358 楕円 1.2-09-01 9C後 ?

SK4372 円 0,24-0 18--0.04 土師器 9C後

SK4375 円 0 32--0 26--0.08 土師器 9C後

SK4418 円 025-0.22-01 石製品 9C後

SX4425 不整形 **― **― ** 土師器,須恵器,砥石 9C後 集石

SK4431 円 054-0.46-0.12 9C後 SX4425の 下

SK4432 楕円 0.42-0.28-0.14 9C後 SX4425の 下

SK4433 楕円 084-0.5-0.1 9C後 SX4204の 下

遺構が切 り合っていて計測不能な場合 *で示した。
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2 古 代 前 期

第10表 木製品一覧 (古墳時代 。古代前期)

挿 図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座  標 種 類 規格 (長―幅―厚clll) 樹  種 備  考

SD555 X213Y105 下 駄 25.8-(10.4) ケヤキ 四つ歯

SD553 X213Y108VId カロエ板 120.5--9.5

29, 31 SD800 大足 (横木) (48.5)-3.9-2.05

SD800 大足 (横木) (47.7)-3.5-2.25 スギ

SD800 大足 (横木) (44.3)-33-2.1

SD800 大足 (横木) (22.9)-3.6-1.65

SD800 大足 (横木) (21.4)-4.6-1.2

SD800 大足 (横木) (17.1)-5.2-1,3

43, 44 SD800 大足 (横木) (35,5)-4.9-3.2 転用材,墨書

102 SD800 大足 (横木) (40.3)-4.1-1.45 ス ギ

SD800 大足 (横木) (21.7)-6.5-1.3 ス ギ

30, 31 SD800 大足 (粋木) (80)-4.6-1.1 ス ギ

SD800 大足 (足板 ) 38.3--7.5--1 1 ヒノキ科

SD800 大足 (足板) (24.6)-6.8-1.7 ス ギ

SD800 大足 (足板 ) (18.2)-6.2-1.45 ス ギ

95-107 43, 44 SD800 大 足 161.9--60 スギ・ヒノキ不斗 推定復元

SB2 力口III 10.3--4.5

欠損している場合は残存している部分の数値を ( )内に示した。

第11表 石製品一覧 (古墳時代・古代前期)

挿図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座 標 種  類 規格 (長―幅―厚―重cm・ g) 材 質 備  考

S1547 廟 8.3--6.2--4.7--428.5

SX4425 祗石 28.8--9.8--7.8--3400 砂岩

A X227 Y109 紡錘車 5.6--5.6--1.2--49 泥岩 ?

第12表 金属製品一覧 (古墳時代 。古代前期)

挿図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座  標 種 類 規格 (長―幅―厚―重cm・ g) 材 質 備  考
7 S1546 X244 Yl14 舟くぎ状 18.4--2.9--1.4--190.33 鉄

A X245 Y18 鍋 10.0--4.0--1.1--70.13

ヱOF



第Ⅳ章 遺構 。遺物

3 古 代 後 期

古代後期の遺構には,掘立柱建物,溝,上坑,集石遺構,さ く状遺構がある。時期は10世紀末～11

世紀である。

A 掘立桂建物
古代後期では25棟の掘立柱建物が復元できた。A地区からC3地区にわたり,溝で区画されるように

数棟単位で分布しており,建物には総柱のものと側柱のものがあるが,後者が多い。なお,棚につい

ては近接する建物の記述のところで述べている。

13号掘立柱建物 (S B13,第 56・ 57図,図版65)

A地区のS D 301。 S D 324に近接する3間 ×2間の側柱建物である。桁行7.6m× 梁行5.4m,平面

積41m2,主軸はN-87° 一Wの東西棟である。S D301以北には溝以外に遺構はなく,北端の建物である。

柱穴は直径20cm～ 40cmの円形,深さ10cm～ 30cmの規模で,埋土はオリーブ黒色砂質シルトである。柱

穴のなかには掘形が北へ傾いているものもあり,地震や洪水の影響によるものと考えられ,他の掘立

柱建物の柱穴にも見られる。柱列は整然と並ばず,柱間も不均等である。建物としては多柱型と考え

られる連i。 柱穴から遺物の出土はないが,主軸方向などから■世紀前半であろう。

14号掘立柱建物 (S B14,第 56・ 57図,図版65)

S B13と 重なるように位置する3間 ×2間の側柱建物である。桁行7.3m× 梁行4.7m,平面積34.3

m2,主軸はN-85° 一Eの東西棟である。柱穴は直径30cm～ 50cmの円形,深さ20cm～ 50cmの規模で,埋

土はオリーブ黒色砂質シル トである。 S P336や S P382は掘形が北に傾いている。 S B14も柱列は整

然としておらず,多柱型と考える。S P362か らは土師器が出上しているが,旭 破ヽ片である。建物の時

期は主軸の方向が S D 325に平行で且つ,S D325は S D 324よ り古いことから,10世紀末～■世紀初め

と考える。

15号掘立柱建物 (S B15,第 57・ 58図,図版65)

S B13。 S B14に 重なるように位置する。 3間 ×2間の側柱建物で,桁行4.6m× 梁行2.5m,平面

積■ .5m2,主軸はN-62° 一Wの東西棟である。柱穴の規模は直径20cm～ 30cmの 円形,深さ20cm～ 40cm

を測 り,埋土はォリーブ黒色砂質シルトである。 S B15の柱穴の掘形はほとんどが北に傾いており,

地震や洪水の影響と考えられる。柱列は比較的整然としているが,柱間は不均等であることから多柱

型と考える。 S P367か らは土師器が出土しているが小破片である。建物の時期はS D301と建物の主

軸方向が平行していること,S D 301は S D 324と 直交しS D325よ り新しいことから,■世紀中頃と考

える。

2号～ 4号棚 (SA2～ SA4,第 56・ 58・ 71図 )

なお近接したところに棚が 3列ある。SA2は S D 324,SA3は S D325,SA4は S D3231こ それ

ぞれ柱穴が切られている。枡の方向はそれぞれ異なり,ま た掘立柱建物の主軸方向とも異なることか

ら,直接 S B13～ S B15に付属するものではないと考えられる。遺物はSA4の S P352か ら出土して
いる。325は 内外面回転ナデ,底部回転糸切 りの上師器皿である。遺構の時期は掘立柱建物群とほぼ同

時期の■世紀代であろう。

16号掘立柱建物 (S B16,第58図,図版65・ 66)

B2E地 区の畠のさくと溝に囲まれるようにしてある2間 ×2間の総柱建物である。桁行 5。 7m×梁

行4.6m,平面積26.2m2,主軸はN-12°一Wの南北棟である。柱穴の規模は直径30cm～ 40cmの円形,深

ヱOσ



3 古 代 後 期
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3 古代後期

さ20cmを測り,埋土は黄灰色砂質シルトである。柱間は桁行方向に南から2.7m(9尺 ),3.Om(10尺 ),

梁行方向に2.3m(7.6尺 ),2.3m(7.6尺 )である。 S P 3221は掘形がやや北に傾いている。

遺物はS P3218か ら柱根が出土した。建物時期は整然とした総柱建物であることから11世紀後半と

考える。

17号掘立柱建物 (S B17,第58図,図版65・ 66)

B2E地 区の西南部に位置する 2間 ×1間の側柱建物である。桁行2.9m× 梁行2.Om,平面積5.8
m2,主軸はN-79° 一Eの東西棟である。柱穴の規模は直径40ca～ 60cmの円形,深さ10cm～ 30cmを測り,

埋土はオリーブ黒色砂質土である。柱間は桁行方向に西から1.lm,1.8mで, B2E地 区では最も河ヽ

規模な建物である。柱穴の規模に比べ建物の規模が小さく,周囲を溝や自然流路に囲まれていること

から,他の掘立柱建物より階層が下がると考えられる。 S P 3300と S P 3301は S B17の柱穴とほぼ同

様な規模の穴で,建物の構造に関わっている可能性がある。遺物の出土はないが,建物の時期は10世

紀末～11世紀初めであろう。

18号掘立柱建物 (S B18,第 59・ 60'71・ 87図,図版65・ 66・ 76。 77)

B2E地 区のほば中央に位置する3間 ×2間の側柱建物である。桁行 5。 lm×梁行3.2m,平面積16.3

m2,主軸はN-2° 一Wの東西棟である。柱穴の規模は直径30cm～ 50cmの円形,短径50cln× 長径70cmの

楕円形, ともに深さ20cm～ 30cmを測り,埋土は黒褐色砂質土～黒褐色砂質シルトである。桁行方向の

柱間は西から1.8m。 1.6m。 1.7mと 南北両側ともほば均等なのに対し,梁行方向のそれは西側が南か

ら1.6m,1.5m,東側は1,Om,2.2mと 南側に寄っている。

S B18の 内部にあるS P 3266は 長径118cm×短径92cm,深 さ12clnの楕円形を呈し,埋土は黒褐色砂で

ある。遺物は土師器・須恵器・製塩土器が一括して出土している。326～ 331は土師器椀で底部は回転

糸切 り,329～ 331は 日径■ .2cm～ ■.6cm,器高は3.Ocm～ 3.3cln,体部はやや丸みをもって日縁部で段

をもち外反する。328は底部回転糸切 りで,足高高台が付 く有台椀であるが,高台は手J離している。日

径は14.6cmで体部は直線的に伸びる。332は須恵器壺で肩部の破片と体部から底部にかけて残存するも

のは同一個体である。底部回転糸切 りで体部下部はヘラケズリしている。333は製塩土器の日縁部であ

る。小破片であるため口径は復元できないが,平底のものであろう。329～ 331は ほぼ完形で,その他

の遺物も西側に集中している出土状況から,遺構の性格は土器を埋納した,いわゆる埋納土坑滋2でぁる

と考える。また遺物は10世紀末～■世紀初めのものであることから,遺構も同時期と考える。

19号掘立柱建物 (S B19,第 59・ 60図,図版65・ 66)

S B18よ りやや南に位置する3間 ×2間の総柱建物である。桁行4.65m×梁行3.55m,平面積16.5

m2,主軸はN-10° 一Eの南北棟である。柱穴の規模は直径30cm～ 60cmの円形,深さ10cm～ 20cm,埋土

は黒褐色砂である。柱間は桁行方向に南から1.5m・ 1.6m。 1.55m,梁行方向に東から1.6m。 1,95m

とほぼ均等である。 S P 3249か ら土師器が出上しているが,小破片のため時期は不明である。

S B19の 内部には東にはみ出すようにS K3275があり,規模は長径1.55m×短径1.12m,深さ 8 cm

を浪1る。遺物は回転糸切 りの上師器椀底部が出土しているが,時期は不明である。またS K3275の 内

部にはS K3276があり,土師器が出土している。これらの遺構は S B19に付属するものと考えられる。

遺物からは時期を決定できないが, S B19の主軸方位が S D 3204と ほぼ平行していることから■世紀

中頃と考える。

20号掘立柱建物 (S B20,第59'60図 ,図版65・ 66)

S B19の 東に近接する2間 ×2間の側柱建物で,桁行 4m× 梁行3.5m,平面積14m2を測る。主軸は

Z=0
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3 古代後期

N-86°一Wの東西棟であり,柱穴は直径40cm～ 60cm,深 さ10cm～ 20cmを 測 り,埋土は黒褐色砂である。

柱間は桁行方向の北辺では東から1.8m・ 2.2m,南辺では1.2m。 2.8m,梁行方向の東辺では南から

1,7m・ 1.8m,西辺は 1間であるなど,不均等である。出土遺物は無 く,時期の決定は難しいが,主

軸の方向から10世紀末～11世紀初め と考える。

21号掘立柱建物 (S B21,第62図 )

B3地区の中央西端, S D 2020の 西岸に位置する。検出した柱穴は 1間 × 1間分であるが,調査区

外西へ延びる可能性がある。確認した部分は東西方向を桁行 とし,桁行1.8m以上×梁行 2m,主軸は

N-87° 一Wの東西棟で,側柱建物 と復元する。柱穴の規模は直径35cm～ 60cm,深 さ10cmである。埋土

は灰色オリーブ砂質上である。遺物は出土 しておらず時期は不明である。

22号掘立柱建物 (S B22,第 61・ 62・ 71図 )

Cl地区の中央に位置する三方を細 く短い溝に囲まれた, 4間× 2間の総柱建物である。桁行6.55

m× 梁行 4m,平 面積26.2m2の規模 をもつが,柱穴はどれも整然 とせず,各柱列にある柱穴から復元

したものである。柱穴の規模は直径20cm～ 50cm,深 さ10cm～ 25cm,主軸はN-6°一Eの南北棟で,埋

土は黒色砂質シル トと堅 くしまった灰黒色土である。柱穴からの出土遺物は S P 5217か ら土師器の小

破片,S P 5364か ら土師器がある。S P 5364は S X5003の 下部から検出した遺構で,規模は直径 37cm,

深さ15cmである。343・ 344は S P 5364出 土で,343は底部回転糸切 りの上師器椀,344は底部回転糸切

りで,足高高台をもつ有台椀であるが,高台が欠損している。 S B22の内部にあるS X5001は 代忌施

設と考えられるが,こ こからは土師器・製塩土器が出上している。また S P5215。 S P5217付近の包

含層からは土師器がまとまって出上している。出土した遺物の時期からS B22は 10世紀末～11世紀初

めのものであろう。

またS B22の 東にはSA5が ある。 S P52■・ S P 5215か ら土師器が出上している。掘立柱建物の

主軸の方向とはやや異なる。

23号掘立柱建物 (S B23,第 61・ 62図 )

S B22の 西に位置する。検出したのは柱穴 3基と土坑 1基であるが,調査区外に延びる可能性があ

る。検出した部分は 1間 ×1間であるため,主軸方向はN-14° 一Wの南北棟と仮定する。桁行方向の

柱間は1.lm,梁行方向の柱間は1.8mである。柱穴の規模は直径20cm～ 25cmの円形,深さ10cm～ 14cm

を測り,埋土は黒色シルトである。 S P 5208か らは土師器が出土している。

S B23の 内部にあるS K5206は 長径106cm×短径84cmの楕円形を呈するもので,深さは12cmを測る。

埋土は黒色シル トで, S B23に付属した土坑であろう。ここからは土師器皿が出土している。

建物の時期は,柱穴出土遺物からは時期を決定するのが困難であるが, S K5206の出土遺物から■

世紀中頃であろう。

24号掘立柱建物 (S B24,第 62・ 63図,図版67・ 68・ 78)

Cl地区の南端に位置する3間 ×2間の側柱建物である。桁行 5。 lm×梁行3.6m,平面積18.4m2,

主軸はN-3° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は直径16cm～ 50cmの 円形,深さ 5 cm～ 20cmを 測り,埋

土は黒色シル トに灰色砂質シル トが混じる。桁行方向の柱間は北から1.6m・ 2.lm。 1.4m,梁行方向

は東から1.8m・ 1.8mである。 S P 5257か らは土師器皿 (477), S P 5321か らは土師器, S P 5363か

らは柱根が出土している。477は完形の皿で, 日径8.9cm,器高2.lcm,底径4.9cmを 測り,底部は回転

糸切り,体部中程で段をもち, 日縁端部に面取りを施す。柱穴の中位から上向きで出上しており,建

物廃棄の際に埋納した可能性がある。 S P 5262と S P 5237は重なっているが,切 り合いが不明である

ヱヱを
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第Ⅳ章 遺構・遺物

ため建物の新旧関係を明確にできないが,時期は■世紀後半であろう。

25号掘立柱建物 (S B25,第 63・ 64・ 71図,図版67～ 69)

S B24に 重なるように位置する2間 ×2間の総柱建物である。桁行5.8m× 梁行3.25m,平面積18.9

m2,主軸はN-5° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は直径20cm～ 64clnの楕円形,深さ10cm～ 30cmを測

り,埋土は黒色シル トに灰色砂質シル トが混じるものである。桁行方向の柱間は北から3.6m。 2.2m,

梁行方向は東から1.45m・ 1.8mである。 S P 5237は S B24の 柱穴 S P 5262と重なっているが,建物の

新旧関係は不明である。また S P 5236・ S P 5243・ S P 5261は柱穴が北に傾いており,地震や洪水な

どの自然災害による影響が伺える。

遺物は S P 5238・ S P 5241・ S P 5256か らは土師器, S P 5237か らは土師器皿 (335),須恵器の甕

の破片 (334)が出土している。335は底部回転糸切りの上師器皿で,日径8.2cln,器高2.2cm,底径4.8

cmを測る。九みをもった体部中程で段をもち,やや外反気味に開く口縁端部には面取りを施している。

334は外面に不定方向の平行叩き,内面には同心円状の当て具痕が残る。

S B24と S B25を 囲むように 2重の棚 SA6が ある。建物に近い内側の棚は西と南,外側のものは

西・南 。東にかけて建物を囲むように位置する。これらの概を構成している穴には柱が残っているも

のが多く,その柱には皮がついたままのものとそうでないものの 2種がある。皮付きの柱が出上した

のは S P5264・ S P 5269'S P 5271。 S P 5274・ S P 5281・ S P5896,度 がついていない柱が出上し

たのは S P 5263・ S P 5275・ S P 5276・ S P 5277・ S P 5284である。 S P 5275。 S P 5276。 S P 5320

からは柱を固定するために使用 したと考えられる石 も出上している。またS P 5319か らは黒色土器 (336)

が出上している。336は 内黒の有台椀底部で,高台は断面三角形でやや内湾する。高台内部はナデてい

る。

SA6の 柱間は内側では比較的広 く,最小で1.7m,最大で3.3mなのに対 し,外側は最小が0.5m,

最大が1.7mと 狭 く,西狽Jの概列が平行 していないことから時期差があると考えられる。さらに外偵Jの

概列については作 り替えている可能性 もある。 SA6の 時期差については,内部にあるS B24と SB

25は主軸の方向が異なり, S B24と 外側の棚列, S B25と 内側の概アJがほぼ平行 していることから,

それぞれの建物に付属 していた可能性が高い。柱穴の出土遺物からS B25の 時期は11世紀中頃であり,

S B24よ りやや古いと考える。

26号掘立柱建物 (S B26,第 63・ 64・ 71図,図版67・ 69。 103)

S B24・ S B25に 近接し,SA6に 重なるように位置する2間 ×2間の総柱建物である。桁行5.3m×

梁行3.25m,平面積17.2m2,主軸はN-45° 一Wの東西棟である。柱穴の規模は直径20cm～ 40cmの 円形,

長径が40cln～ 70cmの楕円形,深さ10cln～ 30clnを 測り,埋土は黒色シル トに灰色砂質シルトが混じるも

のである。桁行方向の柱間は北よりの柱列では東から2.3m・ 3.2m,南よりでは1.7m。 3.4m,梁行

方向は東よりの柱列では南から1.7m。 1.4m,西 よりでは1.7m・ 1.7mと なり,歪んだ方形となる。

また S P 5247・ S P 5248'S P 5250は柱穴が北に傾いているが, S P 5250は とくに柱根が残っている

部分が大きくずれており,こ れらは自然災害の影響であると考えられる。

遺物は S P 5247と S P 5250か らは丸太の柱 (342)が出土している。342は S P 5250出 上で,直径13.6

cm,残存長28.2cmで ある。下面の中央を尖らすように削っている。樹種はヤナギ類である。S P5247・

S P 5248'S P 5249か らは土師器,S P 5253か らは内黒の黒色土器,S P 5246か らは土師器 (337～ 339),

黒色土器 (340・ 341)が出土している。337は底部回転糸切りの土師器皿で,日径10cm,器高1.3cmで

口縁端部に面取りを施す。338は 回転糸切 りの上師器皿の底部。339は 口径14.2cm,器高3.7cm,底径 5。 6

ヱヱ7



3 古代後期

cmの上師器椀。底部は回転糸切 り,体部は九みをもち日縁端部が外反し面取りを施す。340は 内黒の有

台椀である。内面の調整は日縁部付近がミガキ,底部にかけてはナデである。高台は断面三角形で,

高台内底面には高台を引き出して成形した際の痕跡が菊花状に残っている。341は 内黒の椀で,底部を

欠損しているが,340と 同様に有台椀であろう。体部はやや腰が張り,日縁部にかけて外反している。

内面のミガキは底部にまで及んでいる。S B24・ S B25に付属するSA6の柱穴 S P 5266と S P 5249
の切り合いで, S P 5249の 方が古いことから, S B26は S B24・ S B25よ り古いもので,遺物の時期
からS B26の 時期は■世紀前半である。

27号掘立柱建物 (S B27,第 63・ 64図 )

Cl地区の南東隅に位置する。検出した部分は 3間分の柱列であり,さ らに北や東へ延びる可能性が

ある。検出した柱列を桁行として桁行 5。 6m以上,主軸はN-5° 一Wの南北棟と復元する。柱穴の規模
は直径26cm～ 36cmの円形,深さ10cm前後,埋土は黒色シル トに灰色砂質シル トが混じるものである。

桁行方向の柱間は北より1.9m,2.2m。 1.5mを測る。

遺物はS P 5350よ り柱根が出土しているのみであるが,建物の主軸方向から10世紀末～■世紀初め
と考える。

28号掘立柱建物 (S B28,第 66・ 67・ 71図,図版67)

C2地区の北東隅に,畑 と溝に囲まれるように位置する4間 ×4間の総柱建物である。桁行8.6m×
梁行7.7m,平面積66.2m2,主軸はN-6°一Wの東西棟である。柱穴の規模は直径 16clll～ 56cmで,主体

は30clll台～50om台 の円形で,深さ10cm～ 24cmを浪1る。埋土は黒色シル トである。桁行方向の柱間は東
から2.lm・ 2m・ 2.4m・ 1.9m,梁行方向は南から1.8m。 2m・ 2m・ 1.9mと なり,ほぼ均等であ

る。S B28の ほとんどの柱穴は北に傾いており,S P 6366や S P 6399の ように大きく傾 くものもあり,

地震や洪水などの自然災害による影響がみられる。

遺物が出土する柱穴は比較的多い。 S P 6312か ら柱が出上している。またS P 6300か ら土師器,黒
色土器, S P 6302か ら土師器・製塩土器, S P 6303か ら土師器, S P 6305か ら土師器, S P 6315か ら

内黒の黒色土器 (345), S P 6317か ら土師器, S P 6322か ら土師器 。内黒の黒色土器 (346)。 須恵器

の横瓶 (347), S P 6323か ら土師器・内黒の黒色土器・須恵器・製塩土器, S P 6399か ら土師器椀底

部と甕の破片が出土している。

345は 内黒の有台椀の底部で,内面はミガキ,底部外面には高台を絞 り出して成形した際できた菊花

状の痕跡がある。高台は低 く,断面はやや三角形である。346は 内黒の黒色土器椀で,日径14.2cnl,直

線的に伸びた体部と外反する日縁部をもつ。内面には煤が付着しており,外面も黒変している。347は

須恵器。横瓶の破片で,外面は平行叩き,内面は同心円文当て具痕である。湾曲が強いことから,閉
塞部付近の休部破片と考える。その他の遺構から出土した遺物は小破片のため図化するのは困難であ

る。これら遺物の時期からS B28の 時期は■世紀後半と考える。

またS B28の北に隣接して棚 SA7が ある。SA7の柱穴も全て北に傾いており, S B28と 様相が
同じであることから建物に代島 したものと考える。遺物は S P 6372か ら土師器が出上しているが,小
破片であるため時期は不明である。

29号掘立柱建物 (S B29,第 66・ 68図,図版67)

S B28に重なるように位置する3間 ×1間の側柱建物である。桁行9,2m× 梁行3.4m,平面積31.3

m2,主軸はN-9° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は直径24cm～ 44cm,50cm台 の円形で,深さ10cII～ 24

calを測る。埋土は黒色シル トが主休である。桁行方向の柱間は南から3m・ 2.8m・ 3.4mである。 S

ヱヱ8
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第G3図 遺構実測図
SB24～ SB27・ SA6
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第IV章 遺構・遺物

P6309・ S P6310は 北に傾いており, 自然災害による影響がみられる。

遺物が出上した柱穴には,土師器が出土した S P 6309。 S P 6359・ S P 6371,内黒の黒色土器が出

上したS P 6310がある。これらは時期を決定するには少量,かつ小破片である。 S B29の 時期は主軸

方向より11世紀後半で S B28よ り新しいと考える。

30号掘立柱建物 (S B30,第65～ 67図,図版67)

S B28。 S B29の 南に位置する2間 Xl間の側柱建物である。桁行3.8m× 梁行2.4m,平面積 9。 lm2,

主軸はN-78° 一Eの東西棟である。柱穴の規模は直径25cm～ 39cmの円形で,深さ12cm～ 19cmを測る。

埋土は黒色シル トである。桁行方向の柱間は北辺が東から1.6m・ 2.2mなのに対し,南辺は1.9m・ 1.9

mと ほぼ均等である。 S P 6325・ S P 6327・ S P 6330は 北に傾いており, 自然災害による影響がみら

イ生る。

遺物は S P 6325か ら土師器・内黒の黒色土器, S P 6327か ら内黒の黒色土器, S P 6341か ら回転糸

切 りの土師器底部が出土しているが,時期は不明である。 S B30と S B28は 主軸の方向がほぼ同じな

ので,存在していた時期もほぼ同時期の■世紀後半と考える。

31号掘立柱建物 (S B31,第 66・ 68図,図版67)

S B28・ S B29の 東に隣接する。検出した部分は 2間分の柱列で,調査区東へさらに伸びる可能性

が高い。確認した柱列を桁行とし,桁行 5m以上,主軸はN-9° 一Wの南北棟に復元する。柱穴の規

模は直径28cm～ 34cnの円形で,深さ16cm～ 18cmを測る。埋土は黒色シルトである。桁行方向の柱間は

南から2.5m・ 2.5mと 均等である。

遺物はS P 6320と S P 6363か ら土師器が出土しているが,時期を決定できない。ただS B31の 主軸

の方向から,建物の時期は10世紀末～11世紀初めと考える。

32号掘立柱建物 (S B32,第 66・ 67図 )

C2地区の北端で, S B28・ S B29の建物群とは畠を挟んだ北西側に単独で存在する。検出した部
分は 2間 × 1間の総柱建物であるが,柱穴の残りが悪 く消失したものもあり,さ らに調査区内西や調

査区外北へ伸びる可能性が高い。確認した部分は南北を桁行とし,桁行3.6m以上,梁行2.Om以上 ,

主軸はN-1° 一Wの南北棟に復元する。柱穴の規模は直径25cm～ 38cmの 円形で,深さ 3 cm～ 7 cmと 非

常に浅い。埋土は黒色シルトである。梁行方向の柱間は東から1.9m・ 1.7mと ほぼ均等である。

遺物の出土はないが, S B32の主軸の方向から,■世紀後半のものと推定する。

33号掘立柱建物 (S B33,第 65・ 68図 )

C2地区の中央東端で,S D 4102の南に位置する。検出した部分は 4間 ×1間の側柱建物であるが,
さらに調査区外東へ伸びる可能性が高い。確認した部分は南北を桁行とし,桁行 5。 5m×梁行1.7m以

上,主軸はN-24° 一Wの南北棟に復元する。柱穴の規模は直径26cm～ 62cmの 円形で,深さ 3 cm～ 17cm

を演1る。埋土は灰色砂混黒色シル トである。桁行方向の柱間は南から1.5m・ 1.3m。 1.6m・ 1.lmで

ある。遺物の出土はなく,時期は不明であるが, S B33の主軸の方向が S D4102と 平行なことから,

11世紀前半であろう。

34号掘立柱建物 (S B34,第 68。 69・ 72図,図版67。 103)

C2地区とC3地区の境界中央に位置する。 4間 ×3間の側柱建物で,桁行7.7m× 梁行5.lmを 測

り,平面積39.3m2,主軸はN-82° 一Eの東西棟である。柱穴は直径20om～ 36cmの円形と長径62cm X短

径25cmの楕円形を呈し,深さは 5 cm～ 20cmを測る。埋土は灰色シル ト混黒色シル トが主体である。桁

行方向の柱間は北辺が東から1.6m。 2.2m。 2.4m・ 1.5m,南辺は1.7m。 2.3m。 2m。 1.7mと ほぼ

′2′
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第Ⅳ章 遺構・遺物

均等であるのに対し,梁行方向では東辺は南から1.6m。 1.7m。 1.8m,西辺では柱穴が 1基無く,1.8
m・ 3.2mと なっている。

遺物は S P 6210・ S P6129。 S P 6137か ら柱根 (348・ 349)が出上している。348は S P 6137か ら出

上したもので,幅 12.3c14,残 存長43.3cmの角材状,樹種はヒノキ科である。349も S P 6137か ら出上し

たもので,幅 14.2cln,残 存長48.6cmの角材状,樹種はヒノキ科である。349を取り上げる際に下層確認

のため断割ったところ,348が下から出土した。348・ 349と もに横になって出上している。

木製品以外の S B34の 柱穴出上の遺物については, S P 6128と S P 6134か ら土師器があるが,月 破ヽ

片のため時期は不明である。 S B34の 時期は主軸の方向より,10世紀末～■世紀初めと考える。

35号掘立注建物 (S B35,第69'70図,図版67)

S B34に 重なるように位置する3間 ×3間の側柱建物て iち る。桁行7.2m× 梁行5.6mを 測り,平面

積40.3m2,主 軸はN-88° 一Wの東西棟であると柱穴の規模は直径21cm～ 43cmの 円形で,深さは 3 cm～ 24

clnを測る。埋土は灰色シル ト混黒色シル トが主体である。桁行方向の柱間は北辺が東から2.4m・ 2.4

m。 2.4m,南辺は2.4m・ 2.5m。 2.3mと ほぼ均等であるのに対し,梁行方向では東辺は南から3.8m・

1.8m,西辺では3.lm。 2.5mと なっており不均等であるどまた S P 6121・ S P 6122・ S P 6123・ SP
6125。 S P 6126は柱穴が北に傾いており, 自然災害の影響を受けたことを示している。

遺物はS P 6131か ら柱根が出上している以外にS B35の柱穴出土の遺物は無 く,遺物の時期は不明

であるが, S B35の主軸の方向より,10世紀末～■世紀初めと考える。

36号掘立柱建物 (S B36,第69'70図,図版67)

S B34。 S B35に 重なるように位置する。身合部分が 3間 ×2間の側柱建物で,北側に 1間×1間

の張り出しがある。身合部分は桁行7.3m× 梁行4.2mを 測り,平面積30。 7m2,主軸はN-5° 一Wの南

北棟である。柱穴は直径27cm～ 34cmの 円形,長径40cm～ 62cm×短径24cln～ 34omの楕円形のものがあり,

深さは 8 cm～ 27cmを測る。桁行方向の柱間は東辺が南から1.8m。 1.9m・ 3.3m,西辺は南端の柱穴が

欠けているが,1.8m(復元)。 2.5m・ 3m,梁行方向では北辺は東から1.8m・ 2.4m,南辺では2.3
m。 1.9m(復元)と なっており不均等である。張り出し部分は桁行2.7m,梁行2.4mを 測り,平面積

6.5m2で ある。柱穴は直径28cm～ 30cmの 円形,深さは18cmを測る。身舎部分の柱穴と張り出し部分のも

のともに,埋土は灰色シルト混黒色シル トが主体である。 S P61■・S P6115。 S P 6154。 S P 6156

は柱穴が北に傾いており, 自然災害の影響を受けている。

S B36に 伴う遺物は無く,建物の時期を決定するのは困難であるが,S B36の主軸の方向からみて,

■世紀後半であろう。

37号掘立柱建物 (S B37,第 70・ 72図,図版67・ 103)

C3地区南端に位置し,建物の一部を検出したものである。確認した部分は 2間 × 1間の総柱建物
で,周囲に溝が巡る。調査区が排水管によって分断されているため全容は明らかではないが,つ,水管

より南には周溝が確認できないことから, S B37は南北に 2間以上延びることはないであろう。した

がって桁行 2間以上,梁行 2間の東西棟に復元する。確認した部分は桁行3.3m× 梁行1.8mを 狽1り ,

主軸はN-76° 一Eである。柱穴は直径27cm～ 33cmの円形,長径41cm X短径24cln～ 35cmの楕円形のもの

があり,深さは22cln～ 28cmを測る。桁行方向の柱間は西から1.6m・ 1,7mと均等である。

遺物はS P73■から土師器, S P 7314か ら黒色土器 (内外面黒色), S P 7312か ら礎板 (350)が出

上している。350は長さ14.3om,幅8.8cm,厚 さ3.2cmを 測り,表面は平坦に削られている。S P 7312の

底部から出土していることより,建物の柱を立てる際に柱が安定するように使用したものであろう。

=27
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第89図 遺構実測図
SB34～ SB36
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第Ⅳ章 遺構・遺物

遺物からは時期の決定は困難であるが,主軸の方向から,建物の時期は■世紀後半 と考える。

注 1 河西健二 1993「五社遺跡調査で思ったこと」『坦蔵文化財年報』は)財団法人富山県文化振興財団 埋蔵文化財調査事
務所

注 2 遺物の出土状況が廃棄されたというより,何らかの目的のために意図的に埋められたと推定できるもの。例えば地鎮のため
に行った祭祀との関連を推定するような場合。このような場合,遺物は完形であったり,使用痕がほとんどみられないこと

が多い。

SB34
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B 溝

古代後期で約52条の溝と自然流路を検出した。溝の方向は大きく3方向に分類でき,掘立柱建物群

を区画している。これらの溝の方向は条里地割との関連が強いと指摘されているもの連1で,建物の時期

と同様に 3時期あると考える。

202号溝 (S D202,第 73・ 80図,図版70)

A地区の中央やや東よりを南から北に向かって流れる,最大幅 1。 94m,深さ16cmを測る溝である。

深さは南側が深く,北に行 くに従い浅 くなり,二股に分かれる。二股に分かれる付近で S D221と合流

しているが,新旧関係ははっきりしなかった。埋土は黒色砂質土,褐色砂質土,灰白色シル トからな

るが,中央部分は窪み,包含層の土が入っていることから,長い期間をかけて埋没したと考えられる。

溝の断面の観察からは底部がややずれていることがわかり,掘立柱建物の傾いた柱穴と同様に地震の

影響を受けていると考えられる。

遺物はS D202南端付近の中位層から添椀 (358)が出上している。高台は欠損しているが,内外面

黒漆のもので,残存部分では,高台内径8.Ocmを 測る。樹種はケヤキである。

溝の方向は条里との関連が強く,規格性の高いもので,条里地割と関連して建物を区画する重要な

役割をもっていたと考えられ,時期は11世紀後半であろう。

221号溝 (S D221)

A地区の北東部を南西から北東に向かって流れる,最大幅94cm,深さ10cmを測る溝である。深さは

北東に行 くに従い浅 くなり,中世の溝にぶつかって消減する。S D202と の新旧関係ははっきりしない。

埋土は黒色砂質土,褐色砂質土,灰白色シル トからなるが,中央部分は窪み,包含層の上が入ってい

ることから,長い期間をかけて埋没したと考えられる。

遺物の出土はないが,掘立柱建物の区画と関連性が高く,時期は11世紀前半と考える。

301号溝 (S D 301,第 73・ 80・ 85図 ,図版70。 79)

A地区の中央を南束から北西に向かって流れる,最大幅2.25m,深 さ12cmを測る溝である。ほぼ中

央部分で S D 324と 直交しているが,新旧関係ははっきりせず,同時期に存在したものであろう。埋土

はオリーブ黒色砂質土,オ リーブ黒色砂質土シルト,灰色砂質シル トからなるが,中央部分は窪み,

包含層の上が入っていることから,長い期間をかけて埋没したと考えられる。溝の断面の観察からは

西半部分では南側の溝肩がオーバーハングしており,東半部分では溝の底部がずれている。これも地

震の影響であろう。しかし同じ溝でも西半部分のオーバーハングは 5 cm～ 10cm程度であるのに対し,

東半部分のずれの幅は最大で lmと ずれの幅が異なる。とくに東半部分のずれは上部と下部のずれ面

の境に地表面にも観られる噴砂と同質の責褐色砂が薄く堆積しており,水平方向にずれたため下部の

上は地山 (V層 )に なっている。

遺物は土師器 (351～ 357)と 須恵器壺が出上している。351～ 356は土師器椀で,底部回転糸切 りで

あり,357は有台椀の底部である。351は 日径13cm,器高3.6cm,底径5.8cmを 測り,丸みをもった体部

から段をもち,口縁部はやや外反する。352は直線的に伸び口縁端部に面取りを施す。日径13.2cm,器

高3.6cm,底径5.6cmを 測る。357は高台径 6 cmを 測り,高台は四角 くやや外に踏ん張る形態で,内面は

ナデである。S D301内 から出上した遺物は少ないが,S D 324と 直交する付近のS D30Jヒ側の包含層

からは遺物が集中して出上している。

S D301は 人為的な溝であり,溝の方向は他地区の溝とも平行しており,規格性が高く,建物を区画

する重要な役害」をもっていたと考えられる。時期は11世紀中頃であろう。
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第Ⅳ章 遺構・遺物

303号溝 (S D 303,第 73図 )

S D301中 央やや西寄 りの北側に位置し,S K302よ り古く,S K304に ぶつかって無くなる溝で東か

ら西へ流れる。規模は最大幅1.57m,深さ14cmを測る。埋土はオリーブ黒色砂質土,灰色砂質シル ト
からなる。

322号溝 (S D 322,第 73・ 80図,図版70。 71・ 79)

A地区の南西隅を南東から北西に向かって蛇行して流れる,最大幅23.6m,深さ34cmを 測る自然流
路であり, Bl地区では最大幅23.3mを もつ S D 1201(旧番号)に接続し,斜めに横断している。埋
土は緑灰色砂,オ リーブ黒色粘質土,黒色粘質土からなるが,粘質土中にはピートが互層に入ってい

る。S D 322の 内部にはしっかりとした肩をもち一段深い部分があり,Bl地区では S D 1202(十日番号)
としていたが,この部分は人為的なものと考えられる。最大幅5.6m,深さ72cmを測り,埋土は黒色粘

質土と緑灰色砂が互層になっており,水の流れがある程度あったことを示している。また中央東側に

あるS D 1204(旧 番号)は砂礫が痕跡状に残った浅い溝で,最大幅2.74m,深 さ 6 cmを 測り, S D322
に含まれる。A地区では中央部分北側からはS D323が合流してくる。

遺物は土師器,黒色土器,須恵器双耳瓶,須恵器壺,製塩土器,曲物の底板が出土している。359～ 361

は最深部分の溝底部に貼りつくように集中して出土したもので,359は土師器椀の底部で,回転糸切 り

である。360は底部回転糸切 りの土師器有台椀であるが,高台が手J離している。日径は15cmである。361

は製塩土器。小破片のため口径は不明確であるが,平底のものであろう。

自然流路としては中位層から土師器が出土しており,人為的な溝としては最下層から■世紀のもの

と考えられる遺物が出上している。

323号溝 (S D323,第 74図,図版70・ 71)

S D 322に合流する自然流路で,最大幅3.76m,深さ30cmを 測り,Bl地 区では S D 1203(旧番号)
に接続し,南東から北西に流れている。埋土はオリーブ黒色砂質シル トである。Bl地区からA地区
にかけては浅 く,肩 もはっきりしていないが,S D3221こ近づ くにつれ急激に深 くしっかりした溝にな

る。またBl地区内では直径約 lmの範囲で礫が隆起した箇所があり,地震による噴砂で約40cm下に
ある礫層から吹き上がったものと考えられる。このような噴砂は震度Ⅵ (烈震)。 震度Ⅶ (激震),特

に液状化し易い地盤条件では震度V(強震)で発生すると2こ とから,非常に強い地震があったことを示

している。

遺物は土師器,黒色土器,須恵器壷,製塩土器が出土している力丸 図示可能なものはない。したが

って遺物から時期を決定するのは困難であるが,S D 322に流れ込んでいることから,11世紀代のもの

であろう。

324号溝 (S D 324,第 74・ 80図 )

S D301に 直交し,北東から南西に流れる,最大幅58cm,深 さ10cmを測る溝で,S D323の手前で徐々

に浅 くなり消滅する。遺構の切 り合い関係からS B14。 SA2・ S D325よ り新しいことが判った。埋

土は灰色砂質シル ト,オ リーブ黒色砂質シル ト,灰白色砂質シル トからなる。 S D324は S D221と ほ

ぼ同じ方向の溝で,S D221に 比べ規模は月ヽさいが,建物の区画に関連した規格性の高い溝で,条里と

の関連が強いと考えられる。

遺物は土師器 (362),黒色土器が出上している。362は 回径 9 cmを 測る土師器皿である。 S D324内

からの遺物の出土は少量であるが, S D324と S B14と に挟まれた範囲, S D325と で挟まれた範囲の

包含層からは,集中して遺物が出土している。また前述したが,S D301と 直交する付近の包含層から
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3 古代 後期

も集中して遺物が出土することから,こ れら 3条の溝を意識して遺物が廃棄されていることが推察さ

れる。遺物から時期は■世紀前半であろう。

325号溝 (S D325,第 74・ 80図,図版70。 71・ 79)

S D301に ぶつかって消滅する溝で,南から北へ流れる。最大幅3.86m,深さ18cmを浪1る溝で,Bl地

区の S D 1207(旧番号)に接続する。 S D 301にぶつかって終わることからS D301と ほぼ同時期の遺

構であり,S D324よ り古いことが判った。埋土はオリーブ黒色砂質シル ト,灰色砂質土からなる。溝は

Bl地区からA地区にかけて直線的であり,人為的なものと考えられるが,他の溝に比べ自然流路のよ

うに肩部がなだらかである。S D 325は条里地割に基く建物の区画に関連した規格性の高い溝であろう。

遺物は土師器 (363～ 365),黒色土器 (366～ 368)が出上している。363は土師器椀で, 日径13cmを

測る。日縁部まで直線的に伸びる。364は土師器椀で,日径■ .8cmを測 り,体部は丸みをもち,日縁端

部内面は内傾している。365は土師器有台椀の底部で,底径 6 cm,高 台内面は回転糸切 りで高い高台を

貼り付けている。366は 内黒の有台椀の底部である。底径は 5 cmを 浪1り ,高台内面は回転糸切 りで,低

くて断面三角形の高台を貼り付けている。367・ 368は 内黒の有台椀の底部である。底径は6.5cmを 測り,

高台内面には引き出して高台を作り出す際の菊花状文がある。高台は低 く外に開き, しっかりしてい

る。367は外商に面取りを施しており,368は断面三角形である。ともに体部内面のミガキははっきり

しない。 S D 325か らの遺物の出土量は少量であるが, S D324と で挟まれた範囲の包含層からは集中

して遺物が出土する。遺物から時期は10世紀末～11世紀初めと考える。

347号溝 (S D 347,第 73図 )

S D301の 中央部に接続し北西から南東に流れる溝で,最大幅51cm,深さ13cmを測る。 S D301に切

られていることから,S D301よ り古く,埋土は灰色粘質上である。遺物の出土はないが,溝の時期は

10世紀末～■世紀初めであろう。

1200号溝 (S D 1200,第 74図 )

Bl地区の西半部を北西から南東に流れる溝である。B2E地 区の S D 3203に接続するもので,最

大幅1.4m,深さ26cmを 測る。溝は北西側が深くしっかりしているのに対し,南東側は浅 くばんや りし

ている。埋土は黒色砂質シル ト,オ リーブ黒色シル ト,オ リーブ黒色粘土質シル トからなる。S D 1200

は直線的で S D301と 平行しており, S D301と の距離は約60mである。人為的に建物を区画する規格

性の高い溝で条里地割との関連があろう。

遺物は土師器,製塩土器,フ イゴの羽日が出上しているが,ガ 破ヽ片で時期を決定するのは困難であ

る。しかしBl地区ほぼ中央の S D 1200上 の包含層 (X210Y95付近)か らは,直径約10mの範囲で遺

物が集中して出上している。上器の廃棄が溝の中でないことに何らかの意味があるものと考えられる。

これはA地区でみられた溝付近の包含層から遺物が集中して出上した様相と同様であろう。溝の時期

は■世紀前半と考える。

2020号溝 (S D2020,第 75・ 76・ 80～82図,図版71・ 72・ 80～ 82・ 104～ 106)

B3地区の中央を縦断し,B2E地 区西側からB2地区中央を南東から北西へ流れる自然流路であ

る。最大幅6.21m,深 さ1.13mを測る。南側が細 く,北側に向かって広 く深 くなっている。 S D2020

は古代前期～中世にかけての自然流路が上下に重なっているもので,古代後期の S D2020の埋土は第

76図で網を掛けた部分,灰色シル ト,黒色砂質シル ト,黒色砂,灰色砂からなる。その下部の上層15～ 18

は古代前期の自然流路 S D 475の埋上で, S D2020の埋土との間には13・ 14の古代前期の包含層である

V層・VI層がある。V層は洪水で大量に堆積した層で,オ リーブ褐色粗砂であり,S D2020は V層～S
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3 古 代 後 期

D3475の埋土を削り取る流量があったようである。またS D2020の 上部には無遺物包含層Ⅲ層があり,

中世面と古代後期面を分けている。Ⅲ層はオリーブ褐色砂で,洪水の堆積物である。中世の自然流路
S D2007は S D2020が埋まった後再び同じところにできたものであるが,厚 く堆積したⅢ層を全部削

り取るほどの流量はなかったとみられる。したがってそれぞれの溝から出土した遺物は,洪水による

砂にパックされた状態で出土しているため,時期差が明らかである。

遺物は土師器 (369～ 374・ 379～ 388'398),黒色土器 (375～ 378・ 389～ 392),須恵器 (393～ 397),

製塩土器 (399～ 401),土錘 (402・ 403),杭, コロバシ (404),漆器 (405。 406),曲物 (407～ 411),

加工材 (412～ 419),種子が出上しているが,ほ とんどがB2E地 区から出上したものである。
369は底部回転糸切 りの土師器皿。日径 9 cm,器高2.2cm,底径3.2cmを 測る。器壁は薄 く,底部は縮

小しており,体部は直線的に伸び,中程で屈曲して立ち上がる。370～ 372は土師器椀で, 日径が1lcm

台,器高が370。 371は 3.2cm,372は 4 cmである。九みをもった体部中程で段をもち, 日縁部はやや外

反する。373は 口径14.4cm,374は 口径15.6cmの 底部回転糸切 りの上師器椀である。器高はともに4.2cm,

底径も6 cm,6.lcmと 口径の大小以外はほぼ同法量である。373は腰が張り,体部中程でくびれ,日縁

部は内湾する。底部外面の一部が黒変している。374は直線的に伸びた体部と,やや外反する日縁部を

もつ。器肇は比較的薄い。375～ 378は 内黒の有台椀である。375は 口径14cln,376～ 378は 14.8cmであり,

器高は5。 5cln～ 5。 6cmである。底径は375は 6.4cm,376は 7 cm,377は 6.8cmで,と もに高台を引き出して

作成した際の菊花状の痕跡をナデ消している。高台の形態は375が外に開く細 く四角い高台であるのに

対し,376・ 377はやや内湾する三角形で,シ ャープに作り出されている。内面は375がやや雑なミガキ

であるのに対して,376・ 377は比較的丁寧なミガキである。黒色処理は内面のみで,外面については
日縁部端部に少し黒変部分があるだけである。378は高台力淳J離しているもので,引 き出した高台をも

つものとは形態を異にする。体部は直線的に開き,器高は浅め,底部は回転糸切 りで高台を貼りつけ
ていたものである。379～ 381は 回転糸切 りの上師器底部で,器種は椀であろう。382～ 384は土師器椀
で,384は 日径16cmの大型ものである。385～ 388は土師器有台椀の底部。385は高台を引き出している

ため,高台の元は窪み,底部中央が盛り上がったようになっている。高台はやや内湾する断面三角形
である。386～ 388はやや高い貼付け高台をもつもの全 388は高台内底面に回転糸切り痕がある。389～ 392

は内黒の有台椀の底部で,389・ 390・ 392は高台を引き出して成形した際の菊花状文をナデ消している。

高台の形態は389・ 390はやや外に開き外面が直線的で,断面三角形,392はやや内湾する断面三角形で,

シャープに作り出されている。少し時期幅のある遺物も含まれるが,多 くは■世紀代ものである。

393は須恵器杯 Bで,高台がつぶれている。394は短頸壷の蓋で,頂部は屈曲する部分まで削ってい

る。頂部外面には自然釉が甚卜かる。395は双耳瓶で,頸部から上が欠損している。再利用の際に意図的

に耳とともに打ち欠いたのであろう。上末窯産の10世紀前半のものであろう。396・ 397は須恵器甕の

破片で,外面は平行叩き,内面は同心円文当て具痕があるものである。

398は土師器壺である。日径8.8cmで,頸部がくびれ,なだらかに肩部につながる。外面・口縁内面
を磨 く特殊な器形で,石川県金沢市千木ヤシキダ遺跡に類例があるこ3。

399～ 401は製塩土器で,すべて平底のものであろう。日縁部の形態には399の ように器壁が厚く,外

反するものと,400の ように器壁が薄 くやや内傾するものがある。

402・ 403は管状土錘。42は端部が少し欠損しているが,ほぼ完形。403は全体の 4分の 1ほ どが残存

するのみで,端部は欠損している。側面からの形態による分類逮4に よると,402'403と もに Ia類で,
402は端部に面取りがなく,403は端部に面取りを施している。402と 4031ま長さ,幅 とも403が大きいの
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第Ⅳ章 遺構・遺物

に対 し,孔径はほぼ同じで,こ れは富山市吉倉 B遺跡出上の上錘 と同じ様相注5でぁる。

404は コロバシである。芯持ち材を使用 した一木造で,本体部分 と両端の軸部分は出上した時折れて

いた。本体部分は 6枚の羽根状の歯があるが,先端は摩減・破損 していた。軸部分は先端を九 く削 り

だした円柱形で本体側に向かって細くなっており,本体に取り付く苦Ь分はさらに挟るように細く削り

こんである。軸部を含めた全長は103.5cm,歯先までの直径は最大で20cmである。樹種はクヌギ節である。

コロバシは砕土機で,全国で 4例 日,県内では初例である。コロバシはその形態から横長の歯車を

回転させる『膠碑系』と棘のついたドラムを回転させる『駆碍系』に分類される逹
6が,404は膠聴系で

ある。コロバシの使用については家畜に引かせる畜力用と人力用に分類されるが注
7,404は その大きさ

から人力用の可能性が高いと考えられていると8。

405は漆椀で,内外面黒漆塗りであるが,ほ とんど剖落している。底部には成形の際のツメ跡が 5カ

所ある。406は木皿である。非常に薄い器壁をもつもので,破損がひどいが,底径は 8 cmである。樹種

はともにケヤキである。

407・ 408は 円形板。408の表面はケズリの痕がはっきり残っており,と くに端部を集中的に削るため,

断面形は中央が膨らんだレンズ形である。また側面もケズリの痕が顕著で,側板と結合するための木

釘の穴が 3カ所残っている。407は直径10.5cm,408は 直径8.2cmを 測る小型のもので,柄杓の底板であ

ろう。樹種は407がスギ,408は ヒノキである。409は直径 15。 5cm,高 さ 9 cmを 測る曲物である。側板は 1

枚で,打合わせは約 8 cm,上端の下縁は斜めに狭って角を落とす「キメカキ」であり連9,上縁は欠損して

いるが同様であろう。重ね綴じ方は,本綴じは級り皮で 1列外 2段綴じで,最上段が長 く,小綴じは 2

段であろう。底板との結合は 4本の木釘であるが, 1本の木釘は斜めに底面にまで打ち込まれて見え

ている。底板の内面に 2条の傷がある他は,底面にも目立った使用痕や傷はない。樹種はスギである。

410は直径13cmの 曲物で,底板の側面に木釘が 1カ所,釘穴が 3カ所あり,一部欠損しているところに残

る釘穴は表面にまで達している。表面に 2カ所焼けた痕がある。樹種は側板・底板ともスギである。

4■は直径13.8cmの円形板で,半分しか残存していないが,側面に5カ所ほぼ等間隔で木釘が残存してい

る。また割れ日側の断面にも木釘の穴が 1カ所残っており,割れた板同士を結合させていたものと考

えられる。表面は黒変しており,片面には線状痕がみられる。円形板の木釘から,ほ とんどが底板が側

板内側に入り込み,結合させるために木釘を用い,固定した「クレゾコ」の曲物であったとみられる。

412は板で,長さ52cm,幅 13.5cm,厚さ2.lcmを 測る。両面に線状根が多くみられる。413は加工棒で

長さ12.6cm,幅 2.5cmの断面菱形をしている。一部焼けて欠損しているが,上端は削って平坦な面を作

り中央部にほぞを作 り出している。414は長さ40.3cm,幅6.Ocm,厚 さ1,7cmの加工板。長辺側の両端は

面取りを施しており,表面は黒色で黒漆の下地であろうか。415～ 419は加工棒である。415は全面に面

を取り,断面形はほぼ円形で,先端が細 くなる。上端部は 4方向からのケズリで山形になっており,

中央部で折れている。樹種はモミである。416も 同様に断面は円形で,上部に穿孔があり,下端は欠損

している。417は長さ52.5clla,幅 2.5cmを 測り,断面長方形で,下端は欠損している。樹種はスギであ

る。418は長さ23cmの箸状のもの。樹種はヒノキ科である。419は断面方形を呈し,やや湾曲したもの

で,両端が焼けていると

S D2020か ら出土した種子にはオニクルミ,モモなどがある。遺物の多くは最下層の植物遺体を多

く含む灰色砂層から出上している。遺物の時期は10世紀前半ものを少量含むが,主体となるのは■世

前半のものであり,溝の時期も10世紀後半～11世紀と考える。

2021号溝 (S D2021,第 74図 )
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3 古代後期

B2地区の中央西端に位置し,南から北へ流れている溝で,S D2023につながるものと考えられる。
幅1.54m,深さ24cmを 測り,埋土はォリーブ黒色砂,黒色シル トで,上層には植物遺体を含む。遺物
は土師器が出上している。S D325と 平行して流れており,間隔は約80mである。建物の区画と関連す

るもので,時期も同時期の10世紀末～■世紀初めと考える。

2023号溝 (S D 2023,第 74図 )

B2地区の南部分にある,南から北に流れる溝で,S D 2021につながる可能性が高い。幅1.76m,

深さ14cmを測り,埋土は黒色シル ト,灰色砂である。遺物は土師器と製塩土器が出上しており,溝の

時期は10世紀末～■世紀初めであろう。

3202号溝 (S D 3202,第 74図 )

B2E地区の北東隅に位置し,南東から北西に流れる溝である。幅1.4m,深さ14cmを測り,埋土は
黒色砂である。遺物の出土はないが, 自然流路S D322を 挟んでS D325と 平行して流れており,間隔

は約35m,条里地割に関連した溝と考えられるが,Bl地区には続かない。溝の時期は10世紀末～11
世紀初めであろう。

3203号溝 (S D 3203,第 74図 )

S D3202の 南にある溝で,北東から南西に流れる。幅2.45m,深 さ12calを 測り,埋土は黒色砂質シ

ルトである。遺物は土師器が出上しているが,小破片である。 S D 1200と つながる可能性が高く, S
D301と 平行している。 S D301・ S D 1200は建物を区画する規格性の高い溝で,条里地割との関連が

強いと考えられる。時期は11世紀前半である。

3204号溝 (S D3204,第 74図 )

S D3203の 南に位置し,南から北に流れる溝である。幅82cm,深さ12cmを測り,埋土は黒色砂であ

る。S D3203と の交点では新旧関係がはっきりしていないが,合流しているのであろうか。遺物は出
上していないが,溝の時期は■世紀後半であると考える。

3214号溝 (S D3214,第 79図 )

B2E地区の北部中央で,畠遺構の中にある北から南に流れる溝で,畠のさくの可能性が高い。幅
47cm,深さ 6 cmを 測り,埋土は黒褐色砂質シルトである。遺物の出土はないが,溝の時期は10世紀木
～■世紀初めであろう。

3215号溝 (S D3215,第 74図 )

S B16の 北にある自然流路で,畠遺構の東に位置する。幅92cm,深さ■cHIを測り,埋土は黒褐色砂

である。遺物の出土はない。

3240号溝 (S D3240,第 74図 )

B2E地区の中央やや東寄りで, S B18と S B19の 間に位置する。南から北へ流れ,幅68cln,深さ
6 cmを 測り,埋土は灰色砂である。遺物の出土はない。

3277号溝 (S D3277,第 74図 )

B2E地区の南西で, S D2020に合流する自然流路である。南西から北東へ流れ,幅1.42m,深さ
12cmを測り,埋土は黒色砂である。溝の方向はS D221・ S D324と 平行しており,建物の区画に関連

したものであろう。遺物は土師器,黒色土器が出土している。

3292号溝 (S D3292,第 74図 )

B2E地区の南西隅に位置する,逆 J字形の自然流路である。幅1.58m,深さ16cmを測り,埋土は黒
褐色砂である。流れはほとんどなく,澱みのようであったと考えられる。遺物は土師器が出上している。
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3 古代 後期

4102号溝 (S D 4102,第 77・ 83・ 84図,図版72・ 73・ 83・ 106)

B3地区南端からC2地区中央を横断する溝である。南西から北東に流れ,幅2.03m,深 さ66cmを

測る。埋土は黄灰色シル ト,黒色砂質シル ト,オ リーブ黒砂質シル ト,黒色シル トからなる。S D 6207

とC2地区中央で交差するが, S D4102が新 しい。溝の方向は S D221・ S D 324・ S D 3277と ほぼ平

行で,条里地割に基づ き建物を区画する規格性の高い溝であろう。

遺物は土師器 (426～ 435),黒色土器 (436～ 440),製塩土器 (441),土錘 (442・ 443),柱,下駄の

歯,木簡 (444),加工材 (445・ 446),炭化材,種子が出上している。

426～ 429は底部回転糸切 りの上師器皿。426は 回径7.6cln,器高2.lcmで最も小型のものである。429

は口径 10。 lcm,器高2.4cmで最も大型もので,底部外面から体部にかけて黒変している。ともに体部中

程に段をもち,日縁が外反する形態である。427は体部が直線的に伸びる形態,428は底部がやや厚め

で,丸い体部をもつ形態である。430は底部回転糸切 りの上師器椀で,日径14.6cm,器高4.5cm,底径

5 cmを 測る。外部はやや九みをもち,日縁端部は外反する。431～ 433は底部回転糸切 りの上師器椀底

部。432は外面の一部が黒変し,内面は赤色をしている。434は底部回転糸切 りの柱状高台をもつ土師

器有台椀の底部。底径は4.4cmを 測り,高台は低い台形である。435は 回転糸切 りの上師器皿底部であ

るが,底径は8.6cmと 大きく,体部は一旦くびれてから立ち上がる。

436は 口径15.2cln,器高 5 cn,底径 6 cmを 測る内黒の有台椀である。体部は九みがあり,段をもって

直線的に伸びる。高台は引き出して成形されており,外に開く丸い形態で,その際できた菊花状文を

ナデ消している。内面は口縁から底部にかけてしっかり磨いている。437・ 438は 内黒の椀で底部は欠

損している。437は 口径13.3cm,438は 日径15.5cmを 測る。4391よ 内黒の有台椀の口縁を欠損したもの。

高台は引き出して成形されており,底部中央部が盛 り上がり,成形の際できた菊花状文をナデ消して

いる。高台と休部の境ははっきりしない。440の高台も引き出して成形されており,外は垂直に高台内

面は外に向かって斜めになっており,断面三角形である。高台内底面には菊花状文があり,底部内面

は粗いミガキを施している。441は製塩土器の日縁部である。

442・ 443は管状土錘である。442は完形,443は端部の一部を欠損している。形態分類ではともに I

b類で,両端部に面取りをしている。

444は長さ22.8cm,幅 3.8cm,厚 さ0,7cmの木簡で,一部を欠損している。木簡の形態は上端が圭頭,

下端は斜めで,011型式であるとXO。 文字は確認できない。樹種はヒノキである。445は長さ30cm,幅 2

cmで,面取りを施しているため断面は角の九い長方形で,片側にほぞを作り出している。表面には漆

が残存している部分もある。一方は焼けて欠損しているが,建築材であろう。446は長さ38.8cm,幅 8

cm,厚 さ2.9omを 測る。断面三角形で一面を平滑に削っている。S D4102の 時期は出土した遺物が■世

紀前半のものを中心としていること,平行する他の溝の時期から■世紀前半と考える。

4103号溝 (S D 4103,第 77図,図版72)

B3地区の北東隅に位置する,幅1.68m,深 さ13cmを測る溝で,北西から南東に流れる。埋土はオ

リーブ黒色上である。遺物の出土はないが,溝の方向はS D301・ S D 1200と ほぼ平行で, S D 1200と

の間隔は約50mである。 S D4103も 人為的な溝で,建物の区画に関連した規格性の高い溝であろう。

溝の時期は11世紀前半と考える。

5200号溝 (S D 5200,第 77図,図版72)

Cl地区の北端に位置する溝で, S D5201・ S D 5202と 平行して流れている。幅62cm,深さ10cmを

測る。南東から北西に流れ,埋土は黒色砂質シル ト,暗灰黄色砂である。出土遺物はないが,溝の流
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路方向から■世紀前半と考える。

5201号溝 (S D 5201,第 77図,図版72)

Cl地区の北端でS D 5200に平行している,幅72cm,深さ 5 cmを 測る溝である。南東から北西に流

れ,埋土は黒色砂質シルト,灰色砂である。出土遺物はないが,時期は■世紀前半と考える。

5202号溝 (S D5202,第 77図,図版72)

S D 5200・ S D 5201に 平行している,幅1.2m,深 さ13cmを測る溝である。南東から北西に流れ,埋

土は黒色砂質シル ト,オ リーブ黒色砂質シル ト,灰オリーブ色砂質シル トである。 S X5004が上から

掘 り込んでいる。出土遺物はないが,時期は■世紀前半であろう。

5203号溝 (S D5203,第 62・ 83図 )

Cl地区の中央に位置するS B22の 北にある,幅28cm,深さ 5 cmを 測る溝で,埋土は黒色砂質シル

トである。S B22の 周囲にある3条の溝中最も長い。敷地の区画溝であろうか。

出土遺物は黒色土器 (425)である。425は 内外面黒色の有台椀底部である。高台は引き出して成形

しており,高台内底面には菊花状文がある。高台端部は外に開いており,内面は高台の元に強いナデ

を施しくびれている。時期はS B22と 同時期の10世紀未～■世紀初めであろう。

5204号溝 (S D5204,第 62図 )

S B22の 南で, S D5203と 平行している幅25cm,深さ 5 cmを 測る溝で,埋土は黒色砂質シルトであ

る。出土遺物は製塩土器である。敷地の区画溝であろうか。時期は10世紀末～■世紀初めであろう。

5233号溝 (S D 5233,第 77図 )

S B22の 西を南から北へ流れる,幅 lm,深さ8 clnを測る溝で,埋土は黒色シルト,灰色砂である。

出土遺物は土師器,黒色土器,製塩土器である。時期は10世紀末～11世紀初めであろう。

6101号溝 (S D6101,第 77図 )

C2地区からC3地区にかけて北西から南東へ流れる,幅75cm,深さ12clnを 測る溝である。埋土は

黒色シルトである。出土遺物はない。 S D301・ S D 1200・ S D4103・ S D6207と 平行であり, S D 6207

との間隔は約35mで,建物の区画に関連した規格性の高い溝と考えられる。平行する溝から時期は11

世紀前半であろう。

6207号溝 (S D6207,第 77・ 84図,図版72)

C2地区中央を南東から北西へ流れる,幅2.62m,深さ16cmを測る溝である。埋土は黒色シルト,

黄灰色砂質シルト,灰色粘質シルトである。S D4102と 交差しており, S D6207が古い。S D4102の

北側で一旦細くなり,南側では再びしっかりした溝になるが,南端ほど浅くなりはっきりしない。S

D301・ S D 1200。 S D 4103・ S D 6101と平行で,条里地割に基づいて建物の区画に関連した規格性の

高い溝と考えられる。

遺物は土師器 (447～ 449),黒色土器が出土している。447は 回転糸切りの上師器皿の底部。底径6.2

cmを測り,体部外面には煤が付着している。448・ 449は土師器甕。448は外面に沈線が 1条巡り,叩 き

目がある。449は 口径17.6cmを 測る日縁で,端部はわずかに巻き込む。9世紀後半のものであろう。出

上した遺物は9世紀後半のものを含むが,溝の時期は11世紀前半であろう。

6208号溝 (S D6208,第 77図 )

S D 4102の北を北西から南東へ流れる,幅2.38m,深さ24cmを測る溝である。埋土は黒色シルト,

灰色粘質シルトである。遺物は出上していない。

7300号溝 (S D 7300,第 78図 )
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3 古代後期

C3地区の北東部に位置する,南西から北東に流れる溝である。幅1.2m,深さ28cmを測り,埋土は

灰色砂,オ リーブ黒色シルト,オ リーブ灰色砂である。遺物は出上していない。

7301号溝 (S D 7301,第 78・ 84図 )

C3地区の中央を南東から北西に流れる溝である。幅2.24m,深 さ15cmを測 り,埋土は黒色シル ト,

オリーブ黒色シル ト,灰オリーブ色粘質シル トである。Dl地区の S D8201に つながる可能性もある。

遺物は土師器 (450)が出上している。450は土師器甕の口縁部で,端部は巻き込んでおり,内外面

回転ナデである。9世紀後半のものであろう。S D 325。 S D 3202と 平行で,条里地割と関連する溝で,

時期は10世紀末～11世紀初めと考える。

7303号溝 (S D 7303,第 78図,図版73)

C3地区の南部を北東から南西に流れる溝で,幅1.5m,深さ24cmを 測り,埋土はオリーブ黒色粘質
シルト,黒色粘質シル トである。遺物は土師器が出上している。S D 7303は S D 4102に 平行しており,

間隔は約50mで,条里地割と関連した規格性の高い溝であろう。溝の時期は11世紀前半と考える。

7304号溝 (S D 7304,第 78図 )

S D 7303と 交差する溝で,幅1.04m,深さ 6 cmを 測り,埋土はオリーブ黒色粘質シル トが主体であ

る。南東から北西に流れ,Dl地 区の S D8202に つながる可能性がある。 S D 7304は S D7303よ り古
い溝で, S D 7301と 平行している。遺物は出上していなが,時期は10世紀末～11世紀初めであろう。

7318号溝 (S D 7318,第 70図,図版67)

C3地区の南部に位置する, S B37の周囲を方形に巡る溝である。幅27cm,深さ 4 cmを 測り,埋土

は黒色シル トである。出土遺物はないが,建物と同時期の■世紀後半と考える。

8201号溝 (S D8201,第 84図 ,図版73・ 83)

Dl地区の調査区東側に沿う自然流路で,幅4.23m,深 さ24cmを測り,埋土は黒色シル トが主体で

ある。Dl地区のほぼ中央で90°東に折れ,S D 7304と つながる可能性がある。屈曲地点では細く浅い

溝が分岐し直線的に伸びている。

遺物は土師器 (451・ 452・ 454～ 456)。 黒色土器 (453)・ 須恵器 (457～ 461)が出土している。

451は 内外面赤彩の上師器椀である。日径12.5cm,器高4.4cm,底径4.6clnを測り,底部回転糸切 りで,

体部は直線的に伸びる。452は 回転糸切りの椀底部。453は 内黒の無台椀である。底部は回転糸切 りで

胎土は粗い砂粒が多い。454～ 456は土師器甕で,454は内面にハケメが残り,455は平底で,内外面に

粗いハケメが残るものである。456は外面が粗 く深い平行叩き,内面は同心円文当て具痕のある甕体部

破片である。457は杯蓋端部で僅かに屈曲する。458は杯 Bで,高台は少し外へ踏ん張り,端部は外傾

する。459は皿で,大きく外反して開く。460は杯Aで,461は短頸壺の蓋である。頂部には回転ヘラケ

ズリを施している。451・ 453は 9世紀後半のもので,455は 8世紀後半～ 9世紀前半のものである。須

恵器の時期も9世紀後半を主体としていることから, S D8201は古代前期の遺物が多く出土する,古

代後期の自然流路である。

8202号溝 (S D8202)

S D8201の屈曲地点から分岐した細い溝に平行で,幅71cm,深さ 6 cHIを 測り,埋土はォリーブ黒色

粘質シル トが主体である。 S D 7304とつながる可能性があるが,遺物もなく,時期は不明である。

8203号溝 (S D8203,第 78図,図版73)

Dl地区の商西部に位置する,幅23cm,深さ 5 cmを 測る溝である。不整形な円を描き,埋土は黒褐

色上である。遺物の出土はなく時期は不明である。この溝は最南端の遺構である。
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注 1 岡本淳一郎 1995「五社遺跡古代上層面の集落構造について」『埋蔵文化財年報』脩)富山県文化振興財団埋蔵文化財調
査事務所

同 上  1996 「庄川扇状地先端部の福岡町江尻遺跡」『砺波散村地域研究所研究紀要』第13号 砺波市立碩波散村地
域研究所

河西健二 1993 「五社遺跡」『第 6回北陸中世土器研究会 中世北陸の家・屋敷・暮らしぶり』 北陸中世土器研究会
注 2 寒川 旭 1992 『地震考古学』 中央公論社
注 3 金沢市教育委員会 '金沢市疋田第二土地区画整理組合 1991 『金沢市千木ヤシキダ遺跡・ II』
注 4 山本直人 1986 「石川県における古代・中世の網漁業の展開」『石川考古学研究会々誌』第29号 石川考古学研究会
注 5 越前慶祐 1994 「土錘について」『吉倉 B遺跡』 富山県埋蔵文化財センター
注 6 河野道明 1994 『日本農耕具史の基礎的研究』日本史研究叢刊14 和泉書院
注 7 渡辺 誠 1989 「水白モンショ遺跡出上の農具・コロバシについて」『石川県鹿島郡鹿島町水白モンショ遺跡』石川県立
埋蔵文化財センター

注 8 森本英津子 1995「五社遺跡出上のコロバシについて」『埋蔵文化財年報』(6)富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務
所

注 9 奈良国立文化財研究所 1985 『木器集成図録近畿古代篇』 奈良日立文化財研究所史料第27冊
西村 歩 1994 「曲物の細部技法」『奈良大学文化財学論集』 奈良大学文化財学論集刊行会

注10 木簡学会発行の『木簡研究』の木簡型式番号による。
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第Ⅳ章 遺構・遺物

に隣接するが,畠遺構の様相が異なる。

のものがあり,切合い関係から2時期に分類

, S D3236か ら北へ分岐している。平均幅30

,か ら土師器 (420)・黒色土器・製塩土器 (421),

日上した。東西方向のさくは短 く間隔も狭 く,

～■世紀初めのもので,東西方向のものは■

cm,間隔 8mで, S B28～ S B32に 挟まれた

のであろうか。

が,昌遺構の様相が異なる。

り,切合い関係から 2時期に分類

から北へ分岐している。平均幅30

'(420)・

黒色土器・製塩土器 (421),

こ西方向のさくは短 く間隔も狭 く,

めのもので,東西方向のものは11

mで, S B28～ S B32に 挟まれた

か 。
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3 古代後期

D 土   坑

古代後期の上坑には掘立注建物の内部や隣接して位置し,建物に付属した施設として捉えられるも
のと,単独または土坑群として存在するものがあるが,前者が多い。なお,集石遺構などもここで順

次記述している。

302号土坑 (S K302,第 85図 )

A地区の S D301よ り新しく,長さ1.65m,深さ26cmを測る。またS D 303よ り新しく,埋土は灰色

砂質シル ト,淡黄色砂,灰色粘土,オ リーブ黒色砂質シル トである。遺物は出上していないが,時期

は■世紀であろう。

304号土坑 (S K304,第 85図 )

S D303の 北に位置し,長さ1.64m,深さ14cmを測る。埋土は灰色砂質シル ト,淡黄色砂,灰色粘土,

オリーブ黒色砂質シル トである。 S D 303と の切合いは不明で,遺物も出上していない。 S K302と 同

時期であろうか。

305号土坑 (S K305,第 85図 )

S D301の 北に位置し,長径2.24m× 短径1.26m,深 さ14cllを 測 り,平面形は楕円である。埋土は灰

色砂質シルト;淡黄色砂,灰色粘土,ォ リーブ黒色砂質シルトである。S D 301よ り新しいことから■

世紀後半であろう。

306号土坑 (S K306,第 85'92図,図版84)

S D301の北に位置する不整形な土坑全 風倒木痕と考えられる。遺物は土師器 (462),黒色土器 (463),

須恵器が出上している。462は 口径■ .4clnを測る土師器椀で,日縁端部が薄 く外反している。体部はロ

クロの挽き目がはっきりしている。463は 内黒の有台椀底部で,器壁は厚 く,内底面には螺旋状に強い

ナデが残る。高台は引き出して成形しており,底部外面中央には菊花状文があり,中央部を残してナ

デている。体部との境には強いナデを施し,高台の断面は四角 く外に開き,端部は面取りを施す。遺

物は11世紀後半のものである。

361号土坑 (S K361,第 92図,図版84)

S B13と S B14の内部に位置する。長径46cm×短径34cm,深さ22cmを 測り,掘 り形が北に傾いてお

り,地震の影響を示している。遺物はほぼ完形の上師器皿 (464)が中位層から出土している。

464は 日径10cln,器高 2 cm,底径4.5cmを 測り,底部回転糸切 り,日縁端部は丸 く,面取りを施して

おり,■世紀中頃のものである。

2022号土坑 (S K2022,第 92図 )

B2地区の西端で, S D2020と S D2021に はさまれている。長径36cm×短径24cmの椿円形で,深さ
10cmを測る。遺物は土師器 (465),製塩土器が出上している。465は有台椀の高台で,身部から剖離し

たものである。高台径 4 cm,高台高1.8cmを浪1る。九みをもってわずかに外に開く,足高高台であろう。

時期は■世紀前半である。

3205号土坑 (S K3205,第 86・ 92図,図版74)

S D3202と S D2020に 挟まれた, B2E地 区の北東隅に単独で位置する。長径 3m× 短径2.54m,

深さ32clla,埋土は黄灰色シルト,黒褐色砂質シルト,黄灰色砂質シル トである。遺物は土師器 (466),

曲物側板,加工板が出上している。

466は 口径14cmの上師器椀で,体部下半が黒変している。器壁が厚 く,ぼてっとしており,■世紀後

半のものであろう。

Z56
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第Ⅳ章 遺構 。遺物

3235号土坑 (S K3235,第 87・ 92図 ,図版74・ 84)

B2E地 区の畠遺構の南に単独で位置する。長辺2.45m× 短辺1,18m,深さ10cmを 測る方形の上坑

で,埋土は黒色砂質シル ト,暗灰黄色砂である。遺物は東端に集中してお り,上師器,黒色土器 (468),

製塩土器 (469)が出上 している。468は 内黒の無台椀で日径 13cln,器高4.3cm,底径 6 cmを 測る。体部

は九 く,底部回転糸切 りのである。469は平底の製塩土器で,破片は多い。10世紀後半のものであろう。

3275号土坑 (S K3275,第 86図 )

S B19の 内部北東隅に位置する長径1.55m×短径1.12m,深さ 8c14の上坑で,埋土は黒褐色砂であ

る。 S P 3243に 切られているが, S B19に付属したものであろう。遺物は土師器出上している。

3282号土坑 (S K3282,第 86図 )

B2E地 区南東部の土坑群中に位置する長径1.37m×短径 0。 97m,深さ 4 clnの 土坑で,埋土は黒褐

色砂である。遺物は土師器が出土している。

3284号土坑 (S K3284,第 86図 )

S K3282の 東に位置する長径1.22m×短径0.75m,深 さ14cmの上坑で,埋土は黒褐色砂である。遺

物は黒色土器が出上している。

3285号土坑 (S K3285,第 86図 )

S K3282の 南に位置する70cm× 55cm,深さ36cllaを 測る土坑である。埋土は暗灰黄色砂で,黒色土器

が出土している。

3293号土坑 (S K3293,第 86。 92図 )

B2E地 区南東部の土坑群の南端に位置する72cnl× 62cll,深 さ16cmの上坑で,埋土は黒褐色砂であ

る。遺物は土師器 (467),黒色土器が出土している。467は 口径12.8cmを 測る土師器椀で,体部中程で

くびれ,日縁端部に面取りを施す。■世紀前半のものである。

5001号土坑 (S X5001,第 88図,図版75)

S B22の 内部北東隅に位置する,一辺86cllaの方形の上坑である。埋土は黒色シルト,黄灰色シル ト

で,遺物は土師器,製塩土器の他被熱した石が出土している。 S B22の付属施設と考えられるが,用

途は不明である。遺構の時期は11世紀前半であろう。

5002号集石遺構 (S X5002,第 88・ 93図,図版75・ 86)

S B22の 東に位置する,長径2.lm× 短径1.6m,高 さ26cmの盛上をもつ集石遺構である。盛土は黒色

シル ト,黄灰色砂,灰色砂で,石は上面から中位層まであり,上面は被熱している。遺物は土師器 (493・

494),黒色土器 (495),須恵器 (497・ 498),製塩土器,上錘 (496)の他被熱した石が出上した。

493は 日径13.7cmの上師器椀で, 日縁は大きく外反し,体部に段をもつ。494は 回転糸切 りの土師器

椀底部で,器壁は厚い。495は 内外面黒色の椀。日径17.7cmで ,内面のミガキは少ない。496は管状土錘

で形態分類の Ib類,両端を面取りしている。497は須恵器甕体部で,外面は平行叩き,内面は細かい同

心円文当て具痕である。498は双耳瓶の耳であるが,両端を欠損している。10世紀後半のものであろう。

5003号集石遺構 (S X5003,第 89・ 93図,図版86)

S B22の西側の柱列上にある集石遺構で,石は被熱している。またS X5003を 完掘すると下部から

柱穴・土坑が検出される。遺物は土師器 (499～ 502)が出上している。

499は 口径12cm,500は■ .6cra,器高はともに3.3c41を測る土師器椀である。器形はともに体部の立ち

上がりはやや くびれ,日縁部付近で段をもち,日縁端部は外反し面取りを施す。502は 口径15cmの土師

器有台椀で,高台が手J離している。体部は直線的に伸びて口縁付近でくびれ,端部は外反し面取りを

=δ
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3 古代後期

施 してお り,足高高台が付 く形態である。遺物の時期は10世紀後半である。

5004号集石遺構 (S X5004,第 88図 ,図版75)

S D 5202の上から掘 り込まれたもので,1.7m× 1.58m,深 さ52cmを測り,埋土は灰色砂,礫が多量

に入っているが,被熱はしていない。礫は円形に積み上げられたようであるが,用途は不明である。
遺物は出土していないが,11世紀後半のものであろう。

5005号集石遺構 (S X5005,第 93図,図版75)

S B24・ S B25を 囲う外判の棚 SA6の 南辺にかかるように位置する集石遺構であり,長さ1.8n,
幅60cmの帯状である。石は被熱している。遺物は土師器,黒色土祭 (503),製塩土器が出土している。

503は 内黒の有台椀底部で,内底面は粗いミガキで凸凹している。高台は引き出して成形しており,

外底面には菊花状文がある。高台は外に開き,体部との境は強くナデ,端部に面取りを施す。時期は
■世紀後半であろう。

5206号土坑 (S K5206,第 90。 92図 ,図版74・ 85・ 86)

S B23の 内部にあり,一部調査区外であるが,長径1.06m×短径0.84m,深 さ12cmを測る楕円形の

土坑で,埋土は黒色シル トである。出土遺物は土師器 (470～ 474)である。

470は 日径8.7cm,器高1.8cm,底径 4 cmの上師器皿で,底部回転糸切 り,体部の立ち上がりはやや く

びれるが,九みをもって直線的に伸びる。471は 日径 8。 9cm,472は 9 cm,473は 8.2cmで,器高がともに

2.2cmの,底部回転糸切 りの上師器皿である。体部は九みをもち直線的に伸びるが,472・ 473は とくに

器壁が薄 く,日縁端部は内外面から面を取って尖る。474は 口径 10。 2cm,器高2.7cm,底径 4 calの 土師

器皿で,丸みをもった体部は日縁部付近でくびれ,口縁端部は外反する。日縁部の内外面には煤が付

着している。遺物の時期は■世紀中頃である。

5218号土坑 (S K5218,第 90・ 92図 )

S B22の 内部に位置する,長径62cm×短径30cm,深さ20cmを測る楕円形の上坑である。埋土は黄灰色

砂,灰色砂,責灰色砂質シルトである。出土遺物は土師器 (475)である。475は底部が回転糸切 りの上師器

椀で,底径は4.8cmで ある。遺物の時期は不明である力L S B22内 部にあることから■世紀前半と考える。

5219号土坑 (S K5219,第 91・ 92図 )

S B22の 南にあるS D 5204に 隣接する土坑で,52cm× 38cm,深 さ15claを 測る不整形な土坑である。埋

土は黒色シル トと灰色シル トである。遺物は土師器 (476)が出土している。476は底部回転糸切 りで,

底径 5。 2cIIの上師器椀の底部である。内面は底部近くまで煤が付着している。■世紀前半のものであろう。

5225号土坑 (S K5225,第 91図 )

S B22と S B24・ S B25の 中間に位置する土坑群の北端にある。直径84cm,深さ12cmを測り,埋土

は黒色シル トである。遺物は土師器が出上しているが, S P 5246の 土師器と接合したものもある。し

たがって,時期は■世紀前半であろう。

5228号土坑 (S K5228,第 91図 )

S K5225の 南に位置する,直径58cm,深さ16cmの上坑で,埋土は灰黒色シル ト,黒色シル トである。

出上した遺物には土師器と製塩土器がある。

5232号土坑 (S K5232,第 91・ 92図 )

S B24の柱列とSA6に 挟まれて位置する,直径22cln,深 さ 7 cmの上坑である。埋土は黒色砂質シ
ルトと灰色砂である。出土遺物には土師器 (480)がある。

480は土師器有台椀で,高台径7.6cm,高台高1.2cmを 測る。体部は直線的であり,高台は大きく開き,
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第Ⅳ章 遺構・遺物

端部が外反する。高台は貼 り付けであるため,高台内の外底面はナデの後の指押さえで凸凹している。

■世紀前半のものであろう。

5244号土坑 (S K5244,第 91図 )

土坑群の南端に位置し,長径94cm×短径64cm,深さ1lcmを測る楕円形の上坑である。埋土は黒色シ

ルトであり,出土遺物には土師器がある。

5245号土坑 (S K5245,第 90。 92図,図版74・ 85。 86)

SA6と S B26に 狭まれるように位置する,長径84ctl× 短径70cm,深 さ13cmの楕円形の上坑である。

埋土は黒色シル トで,上層から遺物が出土している。出土遺物には土師器 (481～ 483),黒色土器 (484・

485),須恵器,木製品,石がある。

481・ 482は底部回転糸切りの上師器皿で,日径は8.9cm,8.6cln,器高は2.4cm,2.2cm,底径はとも

に3.8cmである。休部の立ち上がりはやや くびれるが,日縁部に向かって丸みをもって直線的に伸び,

端部に面を取る。483は底部回転糸切 りの上師器椀である。日径は13.7cm,器高3.8clla,底径5.2cmを 測

る。体部の立ち上がりはやや くびれ,丸みをもって伸び,日縁部付近でくびれ,端部は外反し,面取

りを施す。484は 内外面黒色の椀で,日径16cmを測る。直線的に伸びた体部は,日縁端部でわずかにく

びれ外反し,端部には面取 りを施す。内面のミガキは底部付近まである。485は底部回転糸切 りの無台

椀底部である。底径は6.4cm,内外面黒色であるが,内面にミガキはない。体部は直線的に開くが,器

壁は厚ぼったい。遺物の時期は■世紀中頃のもので,遺構はS B25に 関連したものと考えられる。遺

物の出土状況から埋納土坑の可能性が高い。

5257号土坑 (S P 5257,第 90。 92図 ,図版68。 78)

S B24。 S B25の柱列にかかるもので,直径27cm,深さ17clnの規模である。埋土は黒色シルトであ

り,遺物はほぼ完形の上師器の皿 (477)が 1〕く,上向きで出上しているのみである。出土したのは中

位層からである。

477は 口径8.9cm,器高2.lcm,底径4.9cmを 測る,底部回転糸切 りの上師器皿である。体部は直線的

に立ち上がるが,中程でくびれ,日縁部は外反し,端部に面取 りを施す。■世紀前半のものであろう。

5330号土坑 (S K5330,第 92図 )

S B24の内部に位置し,直径54cm,深さ 6 cmを 測るものである。出上した遺物には土師器 (478),

加工板 (479)がある。478は 日径9.7cm,器高2.3cm,底径 4 cmを 測る,底部回転糸切 りの上師器皿で

ある。立ち上がりは外反気味で,口縁付近で屈曲し,直線的に伸びる。■世紀中頃のものであろう。

479は長さ14.5cm,幅 1.7cm,厚 さ l cmを 測る。両端は削って細 く丸 く,片面は中央より端部にかけ

て削られ,ヘラ状に窪み,一方の端部は先端に浅い袂 りがある。裏面は欠損しているが,断面形は半

円形となる。

5338号土坑 (S K5338,第 91・ 92図 )

S B22と S B24・ S B25の 中間に位置する土坑群の西にある。46cm× 38cln,深 さ 6 cmを 測る,不整

形なものである。埋土は黒色シルト,灰色砂で,出土遺物は土師器 (486)である。

486は 回転糸切 りの上師器椀の底部で,器壁が厚い。■世紀中頃のものであろう。

5340号土坑 (S K5340,第 90。 92図,図版84)

S K5245の 東に位置する,長径70cm×短径50cm,深さ 7 cmの楕円形の上坑である。埋土は黒色シル

ト,灰色砂で,出土遺物は土師器 (487・ 488),黒色土器 (489),製塩土器である。

487は 口径8.2cm,器高 l cm,底径4.4cmを 測る,底部回転糸切 りの上師器皿である。器高が非常に低
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3 古代後期

く,体部は直線的に伸びるが,下部で段をもつ。日縁端部は丸く面取りを施す。488は 日径8.9cln,器

高2.2cm,底径5。 lcmを測る,底部回転糸切 りの上師器皿である。体部は直線的に伸び,回縁端部は丸

く面取りを施す。器壁は厚い。遺物の時期は■世紀後半であろう。

5357号土坑 (S K5357,第 91図 )

S B22と S B24。 S B25の 中間に位置する土坑群の西にある。直径36cln,深 さ 6 cllaを 測る,円形の

ものである。埋土は黒色シル ト,灰色砂で,出土遺物は土師器である。

6165号土坑 (S K6165,第 91・ 92図,図版74・ 87)

S B34～ S B36の東に隣接する94cm× 86cm,深 さ 4 cmの不整形の上坑である。埋土は黒色シル トで,

遺物は土師器 (490～ 492)が出上しているが,集中しているため一括性が高い。

490・ 491は底部回転糸切 りの上師器皿で,それぞれ口径は8.8cm,9.2cm,器高は2.2cll,2.5cln,底

径は4.6cm,4.9calで ある。丸みをもった体部で,腰が張り,口縁部にかけて外反する。492は底部回転

糸切 りの上師器椀である。 くびれて立ち上がり,九 く張った腰から口縁は外反し,端部は面取りを施

す。遺物の時期は■世紀前半であろう。S K6165は 遺物の時期からS B34。 S B35に 関連したものと

考えられ,埋納土坑の可能性が高い。

|卜十
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第90図 遺構実測図
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6402号土坑 (S K6402,第 91図 )

C2地区東端で, S D4102の南側に位置する土坑である。長径1.56m×短径0.88m,深さ 6 cmの規

模で,埋土は黒色シル ト,灰色砂である。遺物は出上 していない。

6406号土坑 (S X6406,第 93図,図版75・ 86・ 106)

S D4102の 上から掘 り込んでいる,長径1.88m×短径1.46,深さ34cmの 不整形の上坑である。埋土

は植物遺体が多く含まれる黒色シルトで,上層には包含層の上が堆積している。

出上した遺物は黒色土器 (504),木製の鍬 (505)である。504は 内黒の有台椀で,日径は15cm,器

SX5002
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3 古代 後期

高は 6 cm,底径は6.7cmを 測る。腰が張 り,丸みをもった体部で,端反 りである。内面は粗いミガキで,

日縁部 と体部の上部にのみある。高台は断面三角形で,体部 との境を強 くナデ,外面に面を取る。高

台内底面は,高台を引き出して成形 した際の菊花状文があり,中心部を除いてナデ消している。■世

紀前半のものであろう。

505は鍬で,全長39.2cm,身の部分は全長20cm,幅 7.5cm,柄の付近での厚さ2.8cm,刃 先では0。 7cm,

柄の大さは元では3.7cm,先端では1.6cmを 測る注1。 身の前面は刃先をとくに細かく削って成形されてお

り,後面は平滑に削って仕上げられている。柄の部分も丁寧に削り出され,断面はなめらかな円形で

ある。先端に向け細 く,やや撓って伸びるが,柄の先端は刃先側に屈曲する。柄の上部には一部茶褐

色の漆が付着している。着柄角度は68°で滋2,刃先の摩減がみられず,未使用のものとみられる。樹種

はカエデ属ウリカエデ節である。

遺物の出土状況は,土坑の最下層から,鍬の横に黒色土器が上向き置かれたようであり,埋納した可

能性がある。埋土からは,黒色シルトが下層に堆積し,上部には大量の包含層の上が堆積しており,土坑

を廃棄して間もなく,洪水などで一気に埋まったものと考えられる。遺構の時期は■世紀中頃であろう。

8204号土坑 (S K8204)

Dl地区の北端部に位置する土坑で,調査区外に伸びている。検出した部分は長さ2.3m,深 さ18cm

である。埋土は灰色粘土質シル トである。遺物の出土はない。

8210号土坑 (S K8210,第 91図,図版74)

Dl地区の S D8201の 西に位置する,3.54m× 1.04m,深さ22cmの不整形な土坑である。埋土は灰黄

色粘質上で,上層には包含層の上が堆積している。遺物の出土はない。

注 1 鍬の部分の名孫については以下のものに従った。

奈良国立文化財研究所 1985 『木器集成図録近畿古代篇』 同研究所史料第27冊
柄と前面との角度を測る。注 2

E 包含層出上の遣物

包含層から出上した遺物は土師器,黒色土器,須恵器,緑釉陶器,灰釉陶器,中国製白磁,製塩土

器,木製品,上錘で,出土地′点によっては包含層の遺物に特徴がある場合もある。ここでは種類毎に

まとめて記述していく。

土師器 (第94～ 97図,図版88～ 98)

506～ 545は土師器皿で,全て底部回転糸切 りである。506～ 511は 口径8.4cm～ 9.8cm,器高1.5cal～ 2.3

cm,底径4,7cm～ 6.2cmで ある。体部は腰が張って, 口縁部は外反する形態である。口縁部の形態は九

いものや細くなるものがある。506は底部中央に焼成前の穿孔がされている。内面は汚れていない。512～ 515

は口径8.3cm～ 9 cm,器高2.2cm～ 2.4cm,底径3,7cm～ 4.9cmである。体部はくびれて立ち上がり,日縁

部は段をもって直線的に伸びる。512は 内面に,515は内外面にタールが付着している。516は 回径10cm,

底径5.3cm,器高は低 く,1.6cmである。体部が直線的に伸び,体部中程に段をもち,端部が細 くなり

面取りを施す。517・ 518は 日径8.4cm・ 9。 2cm,器高2.3cm。 2.lcm,底径4.lcm。 4.9cmである。立ち上

がりがやや くびれるが,体部は丸みをもち直線的に伸びる。519～ 521は 口径9.6cm～ 9,9cm,器高2.4cm

～2.7cm,底径4.8cm～ 5.6cmを 測る。立ち上がりはやや くびれ,体部中程で段をもち,日縁部は外反し,

端部は面取りを施す。522は 日径 9 cm,器高1.6cm,底径6.lcmを 測る。底部糸切 り痕は直径 4 cmである

が,接地している部分の直径が6.lcmである。体部は外反しているが,本来は519～ 521の ような器形だ
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ったものが,変形 した可能性が高い。523～ 527は 回径8.6cm～ 9 cm,器高1.9cm～ 2.3cm,底径3.8cm～ 5,3

cmを測る。休部は立ち上が りから回縁部にかけて外反し,日 縁部は内湾して端部は面取 りを施す。525

は器壁が厚 く,ぼてっとしている。526は器壁が薄 く,内底面に丸 く褐色になっている部分がある。焼

成時に重なった部分が変色したのであろうか。528・ 529は 日径10cm・ 9.2cm,器高2.5cm・ 2.lcm,底径

5.4cm・ 5,3cmを 測る。休部下部は丸 く腰が張り,体部中程はくびれ, 日縁部は面を取ってやや内傾す

る。530～ 536は 回径8.3cm～ 9。 2cm,器高1.4cm～ 2.4cm,底径3.6cm～ 5.2cmを 測る。体部中程まで直線

的に伸び,回縁部にかけて外反し,端部は面を取って直立ないし内傾する。比較的器壁の厚いものが

多く,端部の面取りは段がつ くほど強く撫でたもの (531・ 534・ 536)も ある。537・ 538は底部を欠く。

538は器壁が非常に薄い。539～ 545は底部。底径は2.7cm～ 5。 3cmま でと幅広い。

546～ 573は土師器椀で,底部は全て回転糸切 りである。546～ 548は 回径■ .4cm～ 13.2cm,器高3.5cm

～3.9cm,底径4.6cll～ 5 cmを 測る。体部の立ち上がりから中程までは直線的に伸び,日縁部にかけて

外反する。546は 日縁部の内外面に煤が付着している。548は底部から回縁部の内外面に黒変している

部分がある。549～ 551は 日径13.7cm～ 17.lcm,器高 4 cm～ 4.6cm,底径4.3cln～ 7.6cmを 測る。体部は直

線的に伸び,日縁端部はやや外反する。549は 内面がにぶい橙色をしているのに対し,外面は灰黄褐色

で,底部から口縁部にかけて黒斑がある。552～ 555は 口径11.2cm～ 13.6cm,器高3.3cm～ 4.lcm,底径

4.4cal～ 7.6cmを 測る。立ち上がりから口縁部にかけて丸みをもった体部で,日縁端部に面取りを施す。

555は底部がやや厚 く,立ち上がりに段をもち,柱状高台に近い様相がある。

556・ 557は 口径■ .6cm・ 14.2cln,器高3.3cm。 4.8cm,底径4.8cm・ 5.4cmを 測る。体部はやや丸みを

もって伸び,僅かにくびれて口縁部は直線的に立ち上がる。端部はやや外反するものと面取りを施す

ものとがある。558は 回径14.5cm,器高 4 cm,底径4.4cmを 測る。体部と底部との境ははっきりせず,

丸 く腰が張り, 日縁部が外反する。559～ 567は底部を欠く。日径11.6cm～ 18cmと 幅広い法量がある。

559は挽き目がはっきりしている。561は 内面に煤が付着しており,外面は作部中程に僅かであるが煤

が付着している。568～ 581は底部。底径4.8cm～ 6.lcmを 測る。568は焼成後に穿孔しているもので,569

は焼成前に穿子ししているものである。ともに内面は汚れていない。570～ 573は外面に,575は 内外面に

煤が付着している。576は外面に黒変部分がある。

582～ 586は高台の低い椀で,582は 口径14.lcm,器高5.7cm,底径6.9cmを 測る。体部は腰が張り,直

線的に伸びた口縁の端部に面取りを施す。外底面は回転糸切 りで,高台は断面三角形の貼り付け高台

である。583・ 584・ 586は底部回転糸切 りで貼り付け高台,585は高台を引き出して成形した菊花状文

があり,高台の元部分は成形と仕上げのナデで窪み,底部中央が膨らむ。587～ 590は高台を欠いてい

る。588は 内外面に煤が付着している。589・ 590は底部回転糸切 りの貼り付け高台であるが,千J離して

いる。590は体部に粘土ひも巻き上げの輪積み跡が残る。591～ 597は足高高台が付 くもので,591～ 593

は口径12,9cm～ 14.6cul,器高5。 6cm～ 6.2cm,底径 8c41～ 8.3cmを 測る。高台内面は回転糸切 りで,貼 り

付け高台である。591は体部が直線的に伸び,高台は大きく外に開き,端部に面を取る。592・ 593は体

部が九みをもち口縁部は外反し,高台は大きく開き端部は丸い。594・ 595は底部回転糸切 りで,底径

8.2cm・ 7 cmを 測る直線的な高台であり,596・ 597は底径4.5cal・ 4.8cmを 測り,やや外反する。高台内

底面はナデである。598～ 603は柱状高台をもつもので,598は 口径14.8cm,器高5.5cm,底径 5 cmを 測

り,体部は九みをもって伸びる。

黒色土器 (第 97・ 98図 ,図版96～ 98)

604～ 641は黒色土器である。604～ 606は底部回転糸切 りの内黒の無台椀である。604は 日径10.7cm,
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器高3.2cm,底径 7 cmを 測る。倅部が丸く内湾し,日縁端部に面取りを施している。内面はミガキであ

る。605は 口径14.3cm,器高3.6cm,底径 5 cmを 測る。体部は直線的に伸び,内面にミガキはない。606

は底径 6 cmを 測り,体部は低 く立ち上がる。内面にミガキはない。607～ 610は 内黒の有台椀である。

日径13.8cm～ 14.7cm,器高 6 cm～ 6.3cm,底径5,7cm～ 6.8cmを 測る。体部は九く,日縁端部が外反する

もの (608。 609)と 直線的なもの (610)がある。高台の形態は断面三角形のもの (607・ 609)と ,ガヽ

さい長方形のもの (608・ 610)があり,体部との境を強く撫で,面を取るもの (609)も ある。底部に

は高台を引き出して成形した菊花状文があり,ナデ消すもの (608)も ある。607以外は内面のミガキ

は全面にある。609・ 610は外面に煤が付着している。611～ 615は 内黒の椀で, 口径13cm～ 17.8cm,612

は内面にミガキがない。616～ 641は 内黒の有台椀底部で,底径4.9cm～ 7.5cmを 測る。底部は回転糸切

りのもの (619・ 620・ 624・ 627)と 菊花状文があるものがあり,前者は少ない。菊花状文は丁寧にナ

デ消すもの,高台周囲のみナデるもの,そのまま残るものとがある。高台の形態は前述したとおりで,

低い三角形で,体部との境のナデが弱いものが多い。

上師器甕 (第98図 ,図版101・ 102)

642～ 647は土師器甕である。642は ロクロ成形の長胴の甕で,日縁部と底部は接合しないが,同一個

体である。口縁部は外反し,休部は挽き目がはっきりしている。底部下部はヘラケズリを施すが,内

面はナデのみである。口縁部外面は全面に,底部には一部媒が付着している。643は ロクロ成形の長胴

甕で,日縁部は外反し,端部は屈曲して内傾する。内外面ナデで,外面の挽き目ははっきりしている。

644は ロクロ成形の甕の口縁部で,大きく外反し,端部は面を取る。646・ 647は ロクロ成形の長胴甕の

体部で,内外面ナデである。645は非ロクロ成形の月ヽ型甕で,短い頸部はやや外反し,胴部はやや丸 く

張る。外面は日縁著Ьから,内面は】同著Бからハケメ調整である。外面には日縁音るから厚 く煤が付着して

おり,内面も胴部の一部にコゲがある。645以外は 9世紀後半のものであるが,645は 7世紀後半～末

のもの注1でぁろう。

須恵器 (第 98・ 99図 ,図版99)

648・ 649は杯蓋で,端部は断面三角形,内外面はロクロナデ 648は頂部のみロクロケズリを施す。

650は杯Aで,日径12.8cm,器高3.8cm,底径8.5cmを 測る。器壁が厚 く,底部ヘラキリで,体部の立ち

上がりは丸く,直線的に立つ。651・ 652は杯である。652は 回径13.8cmを 測り,大きく開く。653・ 654

は双耳瓶で,655は広口壷の頸部である。662～ 673は甕の体部破片である。基本的には外面は平行叩き,

内面は同心円文当て具痕であるが,原体が異なっている。時期は650が 8世紀末～ 9世紀初頭である以

外は, 9世紀後半～10世紀前半にかけてのものである。

施釉陶器 (第98図 ,図版99～ 101)

656・ 657は緑釉陶器の皿で,656は 日径12.8cm,器高2.5cm,底径7.6cmを 測る。高台端部が外傾 して,

内側に段をもち,外底面には釉がかかり回転糸切 り痕がある。口縁端部は端反りで,腰部が張り,内

面見込みには一条沈線が巡る。近江系のもので,森編年のH段階 (10世紀後半頃)と2でぁる。657は底

径7.6cmを 測り,底部は摩減が激しい。高台の形態,内面の沈線ともに656と 同様であるが,外底面に

釉がかからないことから,■世紀初頭のものである。658・ 660は灰釉陶器で,658は皿で胎土は細かく

灰白色である。高台は断面三角形に近 く,高台は中心からずれており,歪んだ円形である。体部は直

線的に伸び,日縁は端反りであるが,ひ いていない。内面には重ね焼き痕があり,摩減してつるつる

している。灰釉は漬け掛けで,極薄い。東濃産のもので,虎渓山 1号窯式ものである連3。 660は椀で口

径19cmを測る。体部は九 く,日縁は端反りである。外面はナデ,内面は倅部中程より上にはコテがあ
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たっていない。灰釉は休部中程まで漬け掛けされ,内面は摩減してつるつるである。虎渓山 1号窯式

のものである。659・ 661は 中国製白磁椀である。659は丁寧に削りだした高台で,外面はほぼ直で,内

面は膨らみをもって傾斜する。休部内面は摩滅とィている。白磁椀 H類で11世紀後半～12世紀である。

661は 口径12.8cmを 測る。玉縁は小さく,口縁端部は細くシャープで,内面下位には段があり,外面の

ヨヨナデは玉縁の下やや広めに施され,丁寧な調整である。釉は水色味をおび,体部上半に掛かる。

白磁小椀Ⅳ類で時期は11世紀末～12世紀前半である注4。

製塩土器 (第99図 ,図版101・ 102)

674～ 683は 日縁部,684～ 689は平底の底部である。内外面に粘土組の継ぎ日と成形の際の指頭痕,ハ

ケメがある。底部の観察から円盤状粘土に休部の粘土紐を付加しているものが大半を占めている。能

登では 8世紀後半～ 9世紀初めに多用される製作技法である注5。遺構として製塩に関連するものはない

が,製塩土器が出土する地区はBl地区・B2地区・B2E地 区にまとまっていることが指摘できる。
土錘 (第 99図,図版102)

690～ 692の形態分類は690・ 691は Ia類 692は Ib類である。端部に面を取るものはない。

ま と め

古代後期の遺構分布は溝や自然流路によって区画された,最大 7群の掘立柱建物群が散在している。

建物群は最大 3時期のものが重複しており,それぞれの区画内に独立して存在している。掘立柱建物

には総柱と側柱があり,側柱建物が多い。柱穴は小さい円形のもので,中世的様相である。建物に付

属して,遺物を埋納した土坑がみられる場合も多く,地鎮を目的としたものと考えられる。建物を区

画する溝は新旧関係から大きく2時期に分けられるが,南北に走る溝が南東から北西に走るものより

古い。方向を同じくする溝は約50m～ 60m間隔で平行しており,こ の区画がほぼ半町単位であること

から,古代条里との関連が窺えると6。 建物群と溝の時期とは合致するものもあり,出上した遺物から10

世紀末～11世紀前半,■世紀中頃,■世紀後半の 3時期に分れると考えられる。 (中川道子)

注 5

池野正男 1995 「越中・射水郡の 7世紀後半の社会」『北陸古代土器研究』第 5号 北陸古代土器研究会
池野正男 1997 「越中における9世紀代の上器様相J『北陸古代土器研究』第 6号 北陸古代土器研究会
上市町教育委員会 1982 『北陸自動車道遺跡調査報告一上市町上器・石器編―』
関  清 1994 「越中におけるロクロ土師器の焼成」『北陸古代土器研究』第 4号 北陸古代土器研究会
関  清 1988 「越中における古代前半期の上師器」『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題一報告編―』 石
川考古学研究会・北陸古代土器研究会

立山町教育委員会 1987 『辻遺跡・浦田遺跡発掘調査概要』
富山県教育委員会 1983 『富山県小杉町 。大門町 小杉流通業務団地内遺跡群第 5次緊急発掘調査概要』
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富山県教育委員会 1993 『富山県小杉町 。大門町 小杉流通業務団地内遺跡群第10・ ■次緊急発掘調査概要』
施釉陶磁については宇野隆夫氏,前川要氏より御教示いただいた。
森  隆 1991 「近江系緑釉陶器の編年と器形的系譜に関する若千の試論」『考古学雑誌』第76巻第 4号
前川 要氏より御教示いただいた。
中国製白磁については,山本信夫氏より御教示いただいた。
山本信夫 1988「北末期貿易陶磁器の編年一大学府出土例を中心として一」『貿易陶磁研究』No 8 日本貿易陶磁研究会
山本信夫 1990 「11・ 12世紀の貿易陶磁器-1980年代の編年研究を中心として」『貿易陶磁研究』No10 日本貿易陶磁研
究会

横田賢次郎・森田 勉 1978 「太宰府出上の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集』 4 九州歴史資料館
富山大学考古学研究室・石川考古学研究会 1991 『能登 滝・柴垣製塩遺跡群―古代揚浜式塩田・鉄釜炉・土器製塩炉の
調査―』

下村好美 1997 「美麻奈比古神社前遺跡出製塩土器について」『美麻奈比古神社前遺跡 能登・西川島遺跡群における古
代集落の調査』 穴水町教育委員会
四柳嘉章 1995 「ヤ トン谷内遺跡出上の製塩関係土器について」『ヤ トン谷内遺跡』 中島町教育委員会
岡本淳―郎 1995「五社遺跡古代上層面の集落構造についてJ『埋蔵文化財年報劃脩)財団法人富山県文化振興財団埋蔵
文化財調査事務所

河西健二 1993 「五社遺跡」『第 6回北陸中世土器研究会 中世北陸の家・屋敷・暮らしぶり』 北陸中世土器研究会
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第13表 掘立柱建物一覧 (古代後期)

Nα 地区 桁行×梁行
肺 長

(m)
梁行長
(m) 醸ω

棟方向 方 位 柱形式 時代 備 考 挿 図 図版番号

A 3× 2 東西棟 N-87°一W 側柱 1lC前半 P 56, 57

A 3× 2 34.3 東西棟 N-85°一E 側柱 10C末～1lCtt P 56, 57

A 3× 2 東西棟 N-62° W lHJ柱 1lC中頃 P 57, 58

B2E 2× 2 南北棟 N-12° W 総柱 HC後半 P 65. 66

B2E 2× 1 2 束西椋 N-79°一E 側本主 10C末～1lCtt P 65, 66

B2E 3× 2 東西棟 N-2° W 側柱
10C末
～1lCtt P 59, 60 65, 66

B2E 3× 2 南北棟 N-10°一E 総柱 1lC中頃 59, 60 65, 66

B2E 2× 2 4 東西棟 N-86°一W 側 柱

∽
味
・．

59, 60 65, 66

B3 2× 1 1.8～ 2 東西棟 P N-87° W 側柱 P 10C未～1lCtt P 調査区外へのびる。

Cユ 4× 2 6.55 南北棟 N-6°一E 驚封主 P 10C末～1lCtt P 61, 62

Cユ 2× 1 11～ 南北棟 P N-14° Vヽ 側柱 P 1lC中頃 調査区外へのびる。 61, 62

Cl 3× 2 南北棟 N-3° W 側 柱 1lC後半 P 62, 63 67, 68

Cl 2× 2 南北棟 N-5°一W 総柱 1lC中頃 63, 64 67-69

Cl 2× 2 東西棟 N-45°一W 総柱 1lC前半 63, 64 67, 69

Cユ 3× ? 南北棟 P N-5° W 10C末
～1lCtt P 調査区外

へのびる。 63, 64

C2 4× 4 7.7 東西棟 N-6°一W 総柱 1lC後半 P 66, 67

C2 3× 1 31 3 南北棟 N-9°一W 側柱 1lC後半 P 66, 68

C2 2× 1 東西棟 N-78°一E 側 柱 1lC後半 P 65´ヤ67

C2 2× P 5 南北棟 P N-9° W 10C末
～1lCtt P 調査区外

へのびる。 66, 68

C2 2× 1 36～ 20～ 苗耳ヒ棟 P N-1° W 総柱 ■C後半 P 調査区外へのびる。 66, 67

C2 4× 1 17～ 南引ヒ棟 ? N-24°一W 側 柱 1lC前半 P 調査区外へのびる。 65, 68

C2 4× 3 39.3 東西棟 N-82°一E 側 柱 10C末～1lCtt P 68, 69

C2 3× 3 東西棟 N-88° W 側程 10C末～1lCtt P 69, 70

C2 3P× 2P 南1し棟 N-5°一W 側柱 nC後半 P 69, 70

C3 3P× 2P 3.3～ 1.8～ 東西棟 P N-76°一E 総柱 1lC後半 P 調査区外へのびる。
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第Ⅳ章 遺構 。遺物

第14表 柱穴一覧 (古代後期)

建物番号 柱 穴 番 号 出 土 遺 物

SB13
SP329, 333, 334, 335, 342, 346, 365, 366, 374, 380,
401, 402, 407

SB14 SP336, 339, 345, 362, 375, 379, 382, 396, 402 土師器

SB15
SP336, 337, 341, 342, 356, 357, 358, 359, 367, 369,
370, 376, 396, 397, 398, 399, 400

土師器

SB16 SP3216, 3217, 3218, 3219, 3220, 3221, 3222, 3223,
3224

柱

SB17 SP3294, 3295, 3296, 3297, 3298, 3299, 3300, 3301

SB18 SP3258, 3259, 3260, 3262, 3263, 3264, 3265, 3266,
3267, 3268, 3269, 3270, 3271, 3272

土師器,須恵器,製塩土器

SB19
SP3241, 3242, 3243, 3244, 3245, 3246, 3247, 3248,
3249, 3250, 3251, 3252, 3276

土師器

SB20
SP3253, 3254, 3303, 3304, 3305, 3307, 3312, 3313,
3315, 3316

土師器

SB21 SP4113, 4114, 4115, 4116

SB22 SP5209, 5210, 5212, 5217, 5224, 5364, 5368 土師器

SB23 SP5205, 5207, 5208 土師器

SB24
SP5237, 5241, 5242, 5259, 5262, 5316, 5317, 5318,
5321, 5331, 5332, 5334, 5363

土師器,須恵器,柱

SB25 SP5235, 5236, 5237, 5238, 5239, 5241, 5243, 5252,
5256, 5258, 5260

土師器,須恵器

SB26 SP5246, 5247, 5248, 5250, 5251, 5252, 5253, 5254,
5359, 5360

土師器,内黒,柱

SB27 SP5348, 5349, 5350, 5362 柱

SB28

SP6299, 6300, 6301, 6302, 6303, 6304, 6305,
6308, 6311, 6312, 6313, 6314, 6315, 6316,
6318, 6321, 6322, 6323, 6324, 6346, 6351,
6366, 6399

盗

υ

　

　

，

　

　

，

０

７

６

つ
υ

”
上

買
υ

盗
Ｕ

Ｏ
υ

Ｏ
υ

６

６

土師器,内黒,須恵器,製塩土
器

SB29 SP6307, 6309, 6310, 6343, 6347, 6349, 6350, 6353,
6358, 6359, 6371, 6398

土師器,内黒

SB30 SP6325, 6326, 6327, 6328, 6329, 6341 土師器,内黒

SB31 SP6319, 6861, 6363 土師器

SB32 SP6247, 6248, 6249, 6250, 6251

SB33 SP6404, 6411, 6415, 6423, 6426, 6427

SB34
SP6120, 6128, 6129, 6132, 6133, 6134, 6135, 6136,
6137, 6138, 6139, 6140, 6141, 6150

土師器,柱

SB35
SP6118, 6119, 6121, 6122, 6123, 6124, 6125, 6126,
6127, 6131, 6170

柱

SB36 SP6110, 6111, 6112, 6113, 6114, 6115, 6117, 6136,
6156, 6159, 6174, 6178

SB37 SP7310, 7311, 7312, 7313, 7314, 7315, 7316 土師器,内黒,礎板

SA2 SP379, 389, 390

SA3 SP353, 355, 392

SA4 SP349, 350, 352, 391 土師器

SA5 SP5211, 5214, 5215 土師器

SA6
SP5249, 5263, 5264, 5265, 5267, 5268, 5278, 5279,
5280, 5281, 5283, 5284, 5287, 5289, 5290, 5291,
5294, 5296, 5297, 5307, 5308, 5310, 5314

土師器,柱

S△7 SP6372, 6373, 6375 土師器
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3 古 代 後 期

第15表 溝一覧 (古代後期)
遺構番号 流 路 規模(幅・深さm) 出 土 遺 物 時 期 備 考 挿  図 図版番号
SD202 S→ N 1.94-0 漆椀 ■C後半
SD221 SW→NE 0_94-0 ■C前半
SD301 SE→NW 2.25-0 2 土師器,須恵器 1lC中 頃 SD301>SD324
SD303 E→ Vヽ 1 57-0 4 自然流路

SD322 SE→NW 23.6--0 34
土師器,内黒,須恵器,
製塩土器,曲物 当然流路 70, 71

SD323 SE→ NM「 3 76-0,3
土師器,内黒,須恵器,
製塩土器

70, 71

SD324 NE→ SWV 0 58--0.1 土師器,内黒 ■C前半 SD324>SD325
SD325 S→N 386-0,18 土師器,内黒 10C末～■C初 70, 71

SD347 NヽV→SE 051-0.13 10C末～1lC初 SD301>SD347

SD1200 NW→ SE 1 4--0 26 土師器,製塩土器,羽
口

■C前半

SD2020 SE→ NヽV 621-1 13

土師器,内黒,須恵器 ,
製塩土器,上錘,杭 ,

コロバシ,曲物,漆器 ,
加工材

10C後半～1lC 自然流路 75, 76 71, 72

SD2021 S→N 1 54--0 24 土師器 10C末～1lC初
SD2023 S→ N 1 76--0 14 土師器,製塩土器 10C末～1lC初
SD3202 SE→NW 1.4--0 14 10C末～1lC初
SD3203 NWV→ SE 2.45--0 12 上師器 1lC前半
SD3204 S→N 0.82--0 12 1lC後半
SD32 l S→N 0.56--0 14 製塩土器 10C末 ～1lC初 白

田

SD32 3 N→ S 0.6--0.14 土師器,内黒,製塩土器 10C末 ～HC初 畠

SD32 4 N→ S 0.47-006 10C末 ～■C初 畠

SD32 5 0 92--0.11 自然流路

SD3225 E→W 0 32--0.06 10C末 ～1lC初 畠の区画
SD3226 W→E 0 25--0.06 10C末 ～1lC初 畠の区画
SD3234 W→E 0 26--0.06 ■C後半 白

日

SD3236 W→E 0 42--0.08 1lC後半 白
田

SD3237 N→S 0 46--0.1 土師器,製塩土器 1lC後半 畠

SD3238 N→S 0 55--0.08 土師器 1lC後半 畠

SD3240 S→ N 0.68--0 06

SD3277 SW→NE 1.42--0 12 土師器,内黒 自然流路
SD3292 1.58--0 16 土師器 自然流路

SD4102 SW→NE 2.03--0 66
土師器,内黒,須恵器,
土錘,柱,下駄,木簡,
加工材,炭化材,種子

1lC前半 72, 73

SD4103 NW→SE 1 68--0 13 1lC前半
SD5200 SE→NWV 0 62--0 1 1lC前半
SD5201 SE→NW 0 72--0.05 1lC前半
SD5202 SE→Nれ「 1 2-0 13 1lC前半
SD5203 0 28--0.05 土師器 10C末 ～1lC初
SD5204 0.25--0 05 製塩土器 10C末～1lC初

SD5233 S→N 1.0--0 08 土師器,内黒,製塩土器 10C末～1lC初

SD6101 NW→ SE 0.75--0 12 1lCHIJ半

SD6103 W→E 0.52--0 11

SD6104 E→ WV 0.17--0 08

SD6202 SE→NW 0 42--0 04

SD6207 SE→NW 2 62--0.16 土師器,内黒 ■C前半
SD6208 NヽV→SE 2 38--0.24
SD6246 0 52--0.06

SD6405 0 23--0.02 土師器,内黒
SD6428 0,76--0 08

SD6429 SE→NW 0.38--0 02

SD7300 SIⅣ→NE 1.2--0 28
SD7301 SE→NW 2 24-0 15 土師器 10C末～1lC初
SD7302 S→N 1 03--0.05 SD7301>SD7302
SD7303 NE→ SWV 1 5--0.24 土師器 1lC前半 SD7303>SD7304
SD7304 SE→ NヽV 1 04--0.06 10C末～1lC初
SD7318 0 27--0.04 1lC後半
SD8201 N→S 4.23--0 24 土師器,内黒,須恵器 自然流路

SD8202 S→ N 0,71--0 06

SD8203 0.23--0 05

SD8205 0.2--0.07

SD8219 0 18--0,06
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第IV章 遺構・遺物

第16表 土坑一覧(1)(古代後期 )

遺構番号 平面形 規模(長さ・幅・深さm) 出 土 遺 物 時 期 備 考 挿 図 図版番号

SK302 不整形 1.65-**-026 1lC

SK304 不整形 1.64-**-014 1lC

SK305 楕円 2.24-1 26--0.14 1lC後半 SK305>SD301

SK306 不整形 4.28--3 52--0.26 土師器,内黒,須恵器 ■C後半
SK554(古代下層)と
同一遺構

SK361 不整形 0.46--0 34--0.22 土師器 ■C中頃

SK1205 不整形 0.6--0 44--0.3

SK2022 楕 円 0 36--0.24--0.1 土師器,製塩土器 ■C前半

SK3205 円 3 0--2 54--0.32
土師器,曲物徹U),加
工板

1lC後半

SK3235 方 2 45--1.18--0 1
土師器,内黒,製塩土
器,石他

10C後半

SK3273 円 0 41--0.42--0 28 内黒

SK3274 楕 円 1 48--1.0--0.1

SK3275 楕 円 1 55--1.12--0 08 土師器

SK3278 円 0.34--0,37--0 28 製塩土器

SK3282 楕 円 1,37--0 97--0 04 土師器

SK3284 楕円 1.22--0 75--0 14 内黒

SK3285 楕 円 0,7--0.55--0 36 内黒

SK3293 楕円 0.72--0 62--0.16 土師器,内黒 ■C前半

SK4105 楕円 0 35--0 26--0.12

SK4106 楕円 0 32--0 26--0.08

SK4107 円 0 4--0 4--0 14

SX5001 不整形 0 86--0 86--0.1 土師器,製塩土器 1lC前半

SX5002 不整形 2.1--1 6--0 26
土師器,内黒,須恵器,
製塩土器,土錘

10C後半

SX5003 **― **一 ** 土師器 10C後半 集石 ?

SX5004 不整形 1 7--1 58--0.52 1lC後半 SX5004>SD5202

SX5005 1.8-0.6-** 土師器,内黒,製塩土器 1lC後半 集石

SX5006 **― **一 ** 集石 ?

SK5206 不整形 106-0.84-012 土師器 ■C中頃

SK5213 不整形 054-**-013
SK5218 楕円 0.62--0_3--0_2 土師器 1lC前半 P

SK5219 椿円 0.52--0 38--0 15 内黒 1lC前半 P

SK5221 不整形 0.2-**-0.05 土師器

SK5225 円 0.84--0 84--0 12 土師器 1lC前半
SP5246の 遺物 と接
合

SK5227 円 0.4-0_4-0_1 土師器

SK5228 円 0.58--0 56--0.16 土師器,製塩土器
SK5232 円 0.22-02-007 土師器 1lC前半

SK5240 楕円 0.4-0.3-018 土師器

SK5244 楕円 0.94--0 64--0 11 土師器

SK5245 楕 円 0.84--0 7--0.13 土師器 , 内黒.須恵器 1lC中頃

SK5257 円 0.27--0 23--0.17 土師器 1lC前半

SK5272 楕円 0.28--0 2--0 17

SK5273 円 0.3-0 3-0 16
SP5271,SP5274>
SK5273

SK5285 楕円 0.2--0 12--0 02 土師器

SK5330 不整形 0.54--0 5--0 06 土師器,加III 1lC中頃

SK5333 不整形 0.4--0 3--0 05 土師器

SP5335 楕円 0.94--0 56--0.12

SK5338 不整形 0.46--0 38--0.06 土師器 1lC中頃 P

SK5340 楕円 0.7--0.5--0.07 土師器,内黒,製塩土器 1lC後半

SK5345 円 0.18--0 14--0.05 土師器,内黒

SK5354 円 0.16--0 14--0.04 土師器
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3 古 代 後 期

第18表 土坑一覧(2)(古代後期 )

遺溝番号 平面形 規模(長さ・幅・深さm) 出 土 遺 物 時  期 備 考 挿 図 図版番号

SK5356 楕円 0.5-0.36-0.1

SK5357 円 0.36--0.3--0.06 土師器

SK5365 円 0 36--0.34--0.06 土師器 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5366 円 0.2--0。 18--0,1 土師器 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5367 円 0.18--0.16--0.07 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5369 円 0.3--0.26--0.12 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5370 円 0.32--0.26--0.12 10C後半
SX5003の 下層か ら
検出

SK5371 円 0.18--0.18--0.15 10C後半
SX5003の 下層か ら
検出

SK5372 円 0.18--0.14--0.05 10C後半
SX5003の 下層か ら
検出

SK5373 円 0.2--0.2--0.03 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5374 円 0,28--0.22--0.12 土師器 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5375 円 0.12-0.12-** 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5376 楕円 0.3--0.22-0,11 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK5377 円 0 19--0.18--0.08 10C後半
SX5003の 下層から
検出

SK6142 楕円 0.64--0.49--0.04

SK6165 不整形 0.94--0.86--0.04 土師器 1lC前半

SK6173 楕 円 0.95--0.73--0,06

SK6234 楕円 0,9-0.7-0.1

SK6263 円 0.22--0,22--0.07 土師器

SK6320 楕 円 0.34--0.28--0.18 土師器

SK6332 円 0.26-022-0.07 土師器

SK6334 楕 円 0.38--0 26--0.09 土師器

SK6336 円 0.2--0.2--0,05 土師器

SK6340 不整形 0.28-**-0.24
SP6342 円 0.43-0,37-0.12 土師器

SK6365 円 0.28--0.28--0.09 土師器

SK6368 円 0.27-0.27-0.2 土師器

SK6374 不整形 0.35--0.26--0.ユ 土師器

SK6402 楕円 1.56-0.88-0.06

SX6406 不整形 1.88-1.46-0.34 内黒,木鍬 ■C中頃 SX6406>SD4102

SK8204 不整形 2.3-**-0.18
SK8210 不整形 3.54--1.04--0.22
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3 古 代 後 期

第18表 木製品一覧 (古代後期 )

挿図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座  標 種  類 規格 (長―幅―厚cm) 樹  種 備  考

SP5250 柱 28 2--13.6--11 4 ヤナギ類

SP6137 柱 43.3--12 3--8.5 ヒノキ科

SP6137 柱 48.6--14.2--6.6 ヒノキ科

SP7312 鰤 14.3-8.8-3.2

SD202 漆椀 **― **-0.8 ケヤキ 内外面に黒色漆

SD2020 X185Y87 コロバ シ 1035-19.5- クヌギ節

SD2020 X182Y88 漆椀 **― **-0.7 ケヤキ 内外面に黒色漆

SD2020 X187Y86 木皿 **一 **-0.3 ケヤキ

SD2020 X188Y86 円形板 10.5--10 5--0.8 ス ギ 底板

SD2020 X188Y86 円形板 8.2-8.2-0.9 ヒノキ 底板

SD2020 曲物 15.5-**-9.0 ス ギ

SD2020 曲物 13.0-**-0.8 ス ギ 側板有り

SD2020 円形板 13.8-**-07 底板,表全面黒色・裏
所々黒色

SD2020 X188Y86 板 52.0--13.5--2.1

SD2020 X186Y87 カロ誹 12.6-2.5-1.5

SD2020 カロエ板 40.3--6.0--1.7

SD2020 力口工棒 24.5--1.4--1 4 モ

SD2020 加工棒 25,0--1.3--1.3

SD2020 加工棒 52.5--2.5--1 2 ス ギ

SD2020 X187Y87 力口工棒 23 0--0.6--0.6 ヒノキ科

SD2020 X186Y87 加工棒 20 5-0.8--0.8

444 SD4102 加工木 (228)― (3.8)-0,7 ヒノキ 木簡

SD4102 X136Y84 カロエ棒 (30.0)-2.0-1.7

SD4102 加工板 38.8--8.0--2.9

SK5330 カロエ版 14.5--1.7--1.0

SX6406 鍬 (39.2)-13.6-3.2
カエデ属
ウリカエデ節

未製品,柄の一部に茶
褐色の漆

ヱ92



第IV章 遺構・遺物

中世及び近世以降

A 掘立桂建物

38号掘立柱建物 (S B38,第 100図 ,図版142)

A地区北端に位置する。当初の調査区のさらに北側に伸びることが確認されたため,A地区北側に

拡張区を設けて柱列の確認を行った。確認できたのは 4間 ×4間で,南北棟と考えられる総柱建物で

ある。桁行北側及び梁行東側の限界は明確にはできなかったが,現状では桁行9.60m×梁行8.70m,

平面積83.50m2で ある。建物主軸の方位はN-26°一Wである。柱穴掘形は直径約30cm～ 45cmでやや不整

形なものが多い注
1。 梁行柱間はほぼ等間隔と考えられるのに対して,桁行柱間は南側から7尺 。10尺・

8尺・ 7尺 と不揃いである。特に北辺と南辺は中央 2間より若千狭 く,こ れを庇部と考えることもで

きようが, ここでは身合に含めてとらえておきたいと2

出土遺物は, S P210か ら力日工板が出土している。

39号掘立柱建物 (S B39,第 100図 ,図版142)

A地区北半部の S D42と S D220に 挟まれた場所に位置する。 4間 ×2間の南北棟総柱建物である。

桁行10.36m× 梁行4.72m,平面積約48.90m2の規模である。建物主軸の方位はN-18° 一Wで,南側は

S B40と 一部重なる。桁行柱間は南北両辺 1間がやや狭 く,中央 2間が広い。中央 2間 ×2間の身合

に南北 2面の庇付建物に復原することも不可能ではないが,建物の形や,柱穴規模が変わらないこと

からも,全体を身合部とみておきたい。柱穴掘形はほぼ円形を呈し,直径30cm～ 50omの大きさである。

40号掘立柱建物 (S B40,第 101図,図版142・ 143)

これもA地区北半部の S D42と S D220に 挟まれた場所で,S B39の 南側に位置する。北辺及び東辺

柱列の一部が未検出であるが, 5間×4間の南北棟総柱建物と考えられ,身合部 5間 ×3間に西面庇

が付 く形に復原しておく。桁行13.08m× 梁行8.40m,平面積は約■5.92m2である。建物主軸の方位は

N-11° 一Wである。北側 1間はS B39に 重なり,ま た東側 1間の間には南北方向の柱アJがある。この

柱列は 3間分確認されており,梁行方向にほぼのるため,東面庇の可能性もあるが, さらに東側にお

いて柱列が認められるのでここまでを身合部とし,こ の柱列の性格については今後の課題としておき

たい。注間寸法は桁行方向が南からほぼ7.5尺・9.5尺・9.5尺・ 9。 5尺・7.5尺,梁行方向が西からほぼ

4尺・ 8尺・ 8尺・ 8尺 となる。柱穴掘形は円形ないしやや不整な楕円形を呈し,大 きさも不揃いで

ある。直径は20cm～ 60cmま であるが,40cm前後が多い。なお S B40の 東側に約 4m離れてS K203があ

る。このほかにも掘立柱建物に隣接もしくは少し離れて小土坑の分布する例があり,付属施設等何ら

かの関連性も指摘されているこ3。

S P134・ S P144・ S P145。 S P152か らは加工材が出土している。

41号掘立柱建物 (S B41,第 101図 ,図版142)

A地区の北側でS B40の 西側に位置する 1間 ×1間の南北棟建物であるЬ柱配列がやや台形を呈し,

桁行4.12m× 梁行3.60m,平 面積約14.83m2である。建物主軸方向はN-18°一Wである。柱穴掘形は円

形ないし楕円形を呈し,直径20cm～ 30cmと やや小さい。

42号掘立柱建物 (S B42,第 102図 )

A地区北側で S B39の 西側約13mに位置し,西側をS D42が北流する。 3間 ×2間の東西棟側柱建

物のうち,身合部は 2間 × 1間で,東西両面庇となる。桁行5.64m× 梁行3.00m,平面積は約 16。 92∬

である。建物主軸の方位はN-77° 一Eである。柱間は桁行方向が西から4尺・9.6尺・5.1尺 ,梁行方

Zつθ



4 中世及び近世以降
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第Ⅳ章 遺構・遺物

向が 5尺等間となる。柱穴掘形は円形ないしやや不整な楕円形を呈 し,直径は20cm～ 25cmと 小さなも

のが多い。

北東角の S P67 1に 接 して不整形な土坑 S K67があり,珠洲などが出土している。

43号掘立柱建物 (S B43,第 102図,図版 143)

A地区の北側で S D42と S D46に 挟まれた場所に位置する, 2間 ×2間の総柱東西棟建物である。

大きさは桁行4.80m× 梁行4.50m,平面積約21.60m2で ある。建物主軸の方位はN-62° 一Eを測る。桁

行柱間はほぼ 8尺等間,梁行柱間はほぼ7.5尺等間と考えられる。柱穴掘形は楕円形や不整形なものが

多く,大 きさも35cm～ 75cmと 不揃いである。柱穴の重なりから,同規模の建物が若干位置をずらしな

がら建て替えられているとみられる。

S P17か ら伊万里が出土しているが後世の混入品と考えられる。

44号掘立柱建物 (S B44,第 102図,図版143)

S D43に 重なって建てられている2間 ×1間の南北棟側柱建物である。大きさは桁行4.80m× 2.70

m,平面積約12.96m2で ある。建物主軸の方位はN-28°一Wを測る。桁行柱間はほぼ 8尺等間で,梁行

柱間は 9尺 となる。柱穴掘形は不整楕円形を呈し,直径は40cm～ 60cmである。

S P12か ら加工材の小片が 3点出土している。

45号掘立柱建物 (S B45,第 103・ 104・ 132図,図版143・ 144・ 156。 170)

A地区中央部で, S D42と S D46に 挟まれた,場所に位置する。 4間 ×4間の南北棟総柱建物であ

る。桁行10.80m×梁行9.00mの規模で,東側に確認できる範囲では 1間分の張り出しを持つ。平面積

は張り出し部を含めて,102.06m2である。建物主軸の方位はN-30° 一Wを測る。柱間距離は,桁行方

向は南から8尺 七9尺・8.5尺・8.5尺 とやや不揃いであるが,棟行方向は中央 2間が 8尺 ,夕M員レ 7ヾ

尺,張 り出しの出が 6尺に復原できる。柱穴掘形は円形もしくは楕円形を呈し,直径は30cm～ 65cmで

ある。

この掘立柱建物は年報でも報告されているように注
4,古代後期面にくい込んで掘り込まれている柱穴

の下部が,地震による水平方向の地層のずれにより分断されて検出された。古代後期面での平面図は

第104図 に示すとおりである。柱穴のずれの距離は北東側で120cm～ 150cm,南西部で80帥程度と一様で

はなく,建物南西方向に中心をおいて,逆時計回りに回転するように水平移動している。建物の南側

に約2.3m離れて,S K121がある。直径約120cmの ほぼ円形の上坑で,S B45に 関連する付属施設とも

考えられる。これも古代後期面に掘り込んだ下部が水平にずれている。

遺物は, S P71か ら中国製白磁碗が出上している(第 132図 693)。 太宰府分類の第V類 4に なり,お

そらく13世紀代の実年代が考えられる。この他, S P78・ 79・ 88・ 89・ 95。 97。 112か ら板状の加工材

が出土している。

46号掘立柱建物 (S B46,第 103図,図版144)

A地区南部中央に位置する。 2間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行5.00m×梁行4.00mの大き

さで,平面積は約20.00m2で ある。建物の主軸方位はN-18° 一Wを狽1る。柱穴掘形は円形ないし不整円

形を呈し,直径約30cm～ 45cmの大きさである。建物の北西側に約 2m離れてS K122がある。長径約1.2

m,凱存する深さ約10cmの楕円形を呈する浅い土坑で,こ れもS B46に付随する施設と考えられる。

47号掘立柱建物 (S B47,第 105図 ,図版144)

A地区の南東部に位置する。北面庇を持つ, 2間 ×2間の南北棟建物で,総柱建物か側柱建物か不

明である。桁行7.50m×梁行 5。 10mの大きさで,平面積は約38。 30m2である。建物主軸の方位はN-24° 一

Z97
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第104図 遺構実測図
1.SB45

0                                             4m

Wを測る。建物中央部から南西部にかけて大きく撹乱を受けており柱穴配列の不明な部分もあるが,

遺存している柱穴から推定復原した。柱穴の掘形は楕円形を呈し,直径25cm～ 45cmである。身合の柱

穴に比べ,庇部の柱穴はやや小さい。

48号掘立柱建物 (S B48,第105図 ,図版144)

A地区の南東部で S B47に ほぼ重なる位置にある。 S B47と の前後関係は不明。 2間 ×2間の東西

棟建物である。これも建物中央部から南西部にかけて大きく境乱を受けているため,総柱建物か側柱

建物か不明。遺存する柱穴から推定すると,桁行4.35m×梁行4.05mの大きさで,平面積は17.60m2と

なる。建物主軸の方位はN-67°一Eを測る。柱穴の掘形はほぼ円形で,直径が20cm～ 30cmと小さい。

以上A地区の掘立柱建物の時期は,柱穴からの出土遺物がほとんどなく,時期を確定しにくいが,

周辺の溝等からの出土遺物から,12世紀後半から13世紀代ととらえておきたい。

49号掘立柱建物 (S B49,第 106・ 107・ 132図,図版145。 156・ 170。 196)

Bl地区の北東隅,S B48の さらに南側で,S D223の東岸に位置する。身合 4間 ×2間の東西棟総
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S B48
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第105図 遺構実測図
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柱建物で,一部が発掘区外に伸び,近世溝や試掘溝に切 られるため,すべての柱穴配ア」を確認できた

わけではないが,4面庇になるものと考えられる。桁行 12.24m× 梁行6.92mの大きさで,平面積は84.70

∬ となる。建物主軸の方位はN-62° 一Eを測る。桁行方向の柱間はほぼ 8尺等間で,庇の出が約4.5尺 ,

梁行方向の柱間は7.5尺等間で,庇の出がそれぞれ 4尺 とみられる。庇部の隅柱が確認できないため ,

身合の幅だけ庇を設けたものと考えられる。

柱穴の掘形は円形・楕円形・不整円形を呈し,大 きさに差 もあるが,直径30cm前後のものが多い。

身合の柱穴底部には礎板を敷 くものが目立つ。 S P 1013・ 1016。 1044・ 1045。 1050。 1054に礎板があ

り, 6基のうち, 3基が 2枚の長方形の板を交差する状態, 2基は 1枚の長方形の板, 1基は不整形

な板材を数イ回重ねるように敷いていた。

遺物は, S P 1020か ら中世土師器皿 (第 132図 694)が出土している。福光町梅原胡摩堂遺跡におけ

る分類でいえばNDⅡ類にあたるこ5。 第132図 695～ 699は前述した礎板である。幅 8 cm～ 14cm程の板を

長さ20cm～ 25cm程に切断したもので,樹種の同定できたものは696が クリ,697・ 699がスギである。

50号掘立柱建物 (S B50,第 107図 ,図版145)

Bl地区の北東隅で, S B49と 重なる位置にあるが,切 り合いはなく前後関係は不明。 2間 ×2間

の南北棟総柱建物である。柱穴配置は全体的にやや菱形にゆがむ。桁行4.92m×梁行4.90mの大きさ

で平面積は約24.1lln2で ある。建物主軸の方位はN-40° 一Eを測る。柱穴の掘形は円形もしくは楕円形

を呈し,直径25cm～ 45cmである。 S P70か ら棒状の加工材が若干出上している。

Bl地区の建物群については, S B50を別にすると,A地区と同様12世紀後半から13世紀代の年代

が考えられる。

51号掘立柱建物 (S B51,第 108図 ,図版145)

B2E地 区の北半部やや西よりの, S D 2007の 東岸に位置する。西辺注列の大部分が近世以降の溝

S D 2001に 削平されてしまっており,さ らに中央梁行の東側 2間分の柱穴のずれが大きいが, 4間 ×

3間の南北棟総柱建物に推定復原しておきたい。桁行7.80m×梁行5.85m,平面積は約45.60m2で ある。

建物主軸の方位はN-11° 一Wを測る。桁行方向の柱間寸法は中央 2間分が狭 く,南北両端の方が広い。

梁行方向は約6.5尺等間と考えられる。地山が砂質のため柱穴縁辺の崩壊が大きく,平面測量時には一

回り大きくなってしまったものがあるが,柱穴掘形の直径はほぼ30cm前後と考えられる。 S P 3061と

S P 3091に は柱根が残っていた (第 106図最下段)。

52号掘立柱建物 (S B52,第 108図 ,図版146)

B2E地 区の北側, S B51の東側に位置する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行4.48m×

梁行4.28mの 大きさで,平面積は約19.17m2である。建物主軸の方位はN-12°一Wを浪1る。柱穴の掘形

は平面測量時にかなり大きくなってしまっているが, もともとは30cm～ 40釦程度であったと考えられ

る。S P 3021に は柱根が遺存していた。建物の東側には約1.6m離れて,これに付属する塀と考えられ

るIIItt S Allがある。またSA■のさらに東側には,こ れに沿って幅約40cmの南北方向の溝がある。

53号掘立柱建物 (S B53,第 109図,図版146)

B2E地 区の北側, S B52の南側に約2.6m離れて位置する, 3間×2間の南北棟総柱建物である。

柱穴配列にやや乱れがあり,全体に台形を呈するが,棟方向はほぼ S B52と 同一軸上にのる。桁行4.12

m× 梁行4.08mの規模で,平面積は約16.81∬ である。建物主軸方位はN-10°一Wを測る。桁行方向の

柱問寸法は中央 1間分が狭い。柱穴の掘形は円形ないし楕円形を呈し, もともとの直径は30cm～ 40伽

と考えられる。東側桁行柱穴列のうちS P 3042。 3030。 3043に は柱根が遺存していた。

29Z
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SP1026(SB50)
1.褐灰色シル ト(植物遺体20%混 )
2.黒褐色粘土質シル ト(灰白色粘土質シル ト50%混 )

A″
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SP1054(SB49)
1.黒色粘土質シル ト
2.灰色粘質土
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SP3061(SB51)
1.25Y4/2暗灰黄色砂質ンル

SP1066(SB50)
1 黄灰色粘土質シル ト
2 灰色シル ト(灰白色シル ト20%混、淡黄色砂 10%混 )
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第106図 遺構実測図
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50cm(柱穴断面 )
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第Ⅳ章 遺構。遺物

S B53の南東隅の 1間中央には,東西方向に長い楕円形の上坑 S K3013がある。チュウギと考えら

れる木片が多く出上しており便所遺構とみられるものである。この遺構については土坑の説明の項で

も再度触れるが,長軸方向が桁行方向にほぼ一致すること, 1間の中央に位置することなどから,こ

の掘立柱建物に付属するものと考えられる。

54号掘立柱建物 (S B54,第 109図,図版146)

B2E地 区の中央東側に位置する。 2間 ×1間の南北棟建物であるが,東側の発掘区外にさらに伸

びる可能性がある。確認できた範囲では,桁行3.16m×梁行2.48mの規模で,平面積は約7.84m2でぁ

る。建物主軸方位はN-1° 一Wを測る。桁行北側柱列のさらに北側に約1.5m離れて,東西方向に伸び

る浅い溝 S D3112があるが,こ の掘立柱建物の北側を区画する溝の可能性がある。柱穴の掘形はほぼ

円形を呈し,直径30cm前後である。

55号掘立柱建物 (S B55,第 109・ 132図 ,図版223)

B2E地 区の南側中央,S D 3003の 東側に位置する。2間 × 1間の南北棟側柱建物で,桁行5.80m×

梁行3.68m,平面積は約21.34m2で ある。建物主軸方位はN-8° 一Wを測る。柱穴の掘形は円形ないし

やや楕円形を呈し,直径35cm～ 45cmである。建物の西側に接して棚列 S A12があるが,方向が一致せ

ずまた接近しすぎているので,直接的な関連はないと考えられる。

遺物は S P 3083か ら石鍋が出土している(第 132図 700)。 軟質の滑石製で,体部が丸 く内湾し日縁部

が立ち上がる形態のもので,器厚は約 2 cmあ る。外面には削り痕が残るのに対して,内面は平滑に仕

上げられている。

56号掘立柱建物 (S B56,第■0図,図版146)

B3地区の北東隅に位置する。大部分が東側の発掘区外に伸びるとみられ,確認できた範囲では,

身合 2問 × 1間で北面庇を有する南北棟建物である。桁行6.00m× 梁行2.10mの大きさで,庇の出は

約3.5尺。建物主軸の方位はN-4° 一Wを測る。柱穴の掘形は円形を呈し,直径は22cm～ 35cmでやや月ヽ

さい。建物の南西隅から少し離れて楕円形の土坑 S K4018がある。また西側及び南側をS D 4001が L

字状に巡る。

以上B2E～ B3地区の掘立柱建物についても,柱穴から時期の決め手になる遺物の出土はほとん

どなく,周囲の溝等の出土遺物から推測するしかないが,13世紀代のものとしておきたい。

57号掘立柱建物 (S B57,第 110図,図版147)

Cl地区中央部東側に位置する。身合 2間 ×2間以上の南北棟総注建物で,北・西・南の 3面に庇

を持つ。建物はさらに東側の発掘区外に伸びており, S B49の ような4面庇になる可能性もある。確

認できた範囲で,桁行8.28m×梁行4.60m,平面積38.09m2である。建物主軸の方位はN-10° 一Eをは

かる。庇の出は北・南面は約5,3尺,西面は2.5尺で,身合の幅だけ庇となるもので,庇部の隅柱を欠

く。建物西側から南西隅にかけて,幅約40cmの浅い溝が囲うように巡る。柱穴の掘形は円形ないし楕

円形を呈し, S P 5107を例外とすれば直径30cm～ 40cmの大きさである。

58号掘立柱建物 (S B58,第 111・ ■2・ 132図,図版147・ 196)

Cl地区の南西側に位置する。S B59と ほぼ重なるが, S P 5010と S P 5026の切り合い関係から前

後関係はS B58が古く, S B59が新しいと考えられる。身合 3間 ×2間の東西棟総柱建物で,北・西

の 2面庇となる。桁行7.92m×梁行7.80mの大きさで,平面積は61.78m2である。建物主軸の方位はN

79°一Wを はかる。庇の出は北側が約6.8尺,西側が約 4尺で,それぞれ身合の幅だけの庇である。東側

約90cm離れて幅40cm～ 100cmの浅い溝 S D 5066があり,北端はS B58を 囲むように少し西側に折れる。

2θσ
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SP4003
1.25Y4/2暗灰黄色シルト
2.25Y5/1黄灰色シルト(灰自色シルト混)

A´

SP5105
1.25Y4/3オ リーブ褐色土(酸化鉄混)
2.25Y3/3暗オリーブ亀色土
3.25Y4/3オ リーブ褐色砂(縞状の堆積)

B´

SP5104
1 25Y3/3暗オリーブ褐色土
2.25Y4/3オ リープ褐色砂(縞状の堆積)
3.25Y3/3時オリーブ褐色上(黒褐色土混、本混)
4.25Y4/3オ リーブ為色砂(灰果色土混、木混)
5 25Y2/1黒色シルト

C´

SP5107
1.25Y3/3暗オリーブ褐色砂(黄橙色砂混)
2.25Y3/3暗オリーブ褐色土(木混)
3.25Y4/3オ リーブ褐色土(木混)

〕
■

８
ｇ V SB56

獅一Ｂ

２４３０ｍ
一Ａ

２４３０ｍ
一Ｂ

獅一Ｃ

第110図 遺構実測図
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柱穴の掘形は楕円形ないし不整楕円形を呈 し,直径30cm～ 65cmである。

遺物は土師器・須恵器・珠洲・箸・櫛が出上している。第132図 701に示す櫛はS P 5030か らの出土

である。4ヽ片で図示はできなかったが, S P 5031・ 5032か らは土師器, S P 5036か らは須恵器, SP
5056か らは箸が出上している。

59号掘立柱建物 (S B59,第 111・ 113・ 132図 ,図版 147・ 196)

Cl地区の南西部に位置する。S B58と ほ↓F重なり,こ ちらの方が新しいと考えられる。身舎 3間 ×
3間の南北棟総柱建物で,北 。西の 2面に庇がつく。桁行9.56m×梁行8.32mの大きさで,平面積は

約79.54m2で ある。建物主軸の方位はN-7° 一Eを測る。庇の出は両面とも約5,3尺で身合の幅に限ら

れ,隅柱を欠く。ただし北面庇とした注は直径が10cm～ 15cmと 小さく,打ち込み注風のもので,あ る
いは北側を画する目隠し塀とも考えられるが,身合の桁方向柱筋に合うのでとりあえず庇としておく。

柱穴の掘形は円形あるいはやや不整形な楕円形を呈し,直径は25cm～ 60cmま で幅がある。

第132図 702は , S P5011か ら出土した木製の椀である。ロクロロが残るもので,漆椀の未成品の可

能性もある。同703は ,S P 5006か ら出上した漆皿で,休部を斜めに削りだし,口縁部はやや尖る。こ

の他に S P 5004・ 5034か ら棒状の加工材小片が, S P 5015か らは土師器もしくは中世土師器小片が,

S P 5034か ら中世土H雨器底菩bが出上している。

60号掘立柱建物 (S B60,第 111・ 114・ 132図 ,図版147・ 197)

Cl地区の南西隅, S B58・ 59の西側に位置する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物で,北面庇を持つ
と思われる。建物はさらに西側の発掘区外に伸びる可能性がある。確認できた範囲で,桁行7.60m×

梁行3.80mの大きさで,平面積は28.88m2で ぁる。建物主軸の方位はN-7° 一Wを測る。柱穴掘形は楕

円形や不整楕円形を呈し,直径が30cm～ 55cmである。

第132図 704は S P 5061か ら出上したスギ材の箸である。この他にS P 5088か ら土師器もしくは中世

土師器の小片が出上している。

61号掘立柱建物 (S B61,第 111・ 114図,図版147)

Cl地区の南西隅, S B58・ 59の南側に位置する。北東隅の柱穴が未確認であるが, 2間 × 1間の
側柱建物で,さ らに南側の発掘区外に伸びると思われる。仮に南北棟建物とすると,桁行2.00m以上×

梁行4.00mと なる。建物主軸の方位はN-8°一Wを測る。柱穴はほぼ円形で,直径35cm～ 40cmである。

62号掘立柱建物 (S B62,第■1・ 114図,図版147)

Cl地区の南西隅, S B61の西側, S B60の南側に位置する。平面図では北辺柱列しか表現してな
いが,発掘担当者の調査所見では検出柱列の南側にも柱穴が認められた注6と のことなので,建物はさら

に南側の発掘区外に伸びるものと思われる。 S B61と 同様の形態とすると, 2間×1間以上の南北棟

側柱建物と推定でき,建物主軸の方位はN-8° 一Wを測る。柱穴の掘形は円形ないし楕円形を呈し,

直径3ocm～ 40cmである。

遺物は, S P 5054か ら曲物側板の一部が出上している。

Cl地区では,柱穴からの遺物の出土が少ないうえ,古代後期の遺物の混入が半数を占めるので,
掘立柱建物の年代は不明瞭であるが,周辺の上坑からの出土遺物を手がかりとすると,13～ 14世紀代
と考えられる。

63号掘立柱建物 (S B63,第 ■5図 ,図版148)

C2地区の東側に位置し, S B64と 重なるが,
びる可能性がある。確認できた範囲では,身合 2

298

前後関係は不明。建物はさらに東側の発掘区外に伸

間×2間の南北棟総柱建物で,南面庇と考えられる。
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